
タイ

8
FREE
A U G U S T
2020 Vol.104

コ
ロ
ナ
禍
と
そ
の
後
を
生
き
残
る

生
産
性
高
い
組
織
の
作
り
方

A
U
G
U
S
T

　

2
0
2
0

タ
イ
現
地
化 

4
・
0    

コ
ロ
ナ
禍
と
そ
の
後
を
生
き
残
る
生
産
性
高
い
組
織
の
作
り
方

タイ、ASEANの今がわかるビジネス・経済情報誌『アレイズ』

進化すべし、変化すべし

4.0現地化
現地主導で成長を加速させる拠点を目指す

生産性向上

オフィス効率化

QCDの改善

人材開発
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Bangping - Praksa Rd

至バンプー工業団地→

57, Park Ventures Ecoplex, 12th Fl. Unit 1211
Wireless Road, Lumpini, Patumwan, Bangkok 10330

GDM (Thailand) Co., Ltd.
www.gdm-asia.com

■ 工業用地取得
■ 土地権利証書移転
■ 操業許可
■ 建築申請サポート

IEAT工業団地に関するお問い合せは下記まで

電　  話 086-513-7435 高尾
takao@gdm-asia.comEメール

弊社のこれまでの実績
・東プレ 様
・アイシンアジアパシフィック 様
・古河電工 様
・福島工業 様
・宇部興産機械 様
・アムテック 様
・ＪＸ日鉱日石 様
・アマダ 様

・コマツ 様
・トヨタ車体精工 様
・古河オートモーティブ 様
・アルプス電子 様
・積水プラスティック 様
・日本ガイシ 様
・パナソニックデバイスSUNX 様
・アズビル 様

など 多数の企業様の物件取得サポートをさせていただいております。
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649-1-96 103.9 256.79

481-2-99 770,796 190.47

101-2-28 162,511 40.16

エーカーヘクタールライ

エーカーヘクタールライ

エーカーヘクタールライ

プロジェクトエリア

工場・倉庫エリア

公共施設・サービスエリア

通信システム
光ファイバーおよび高速イン
ターネット

電力供給
30 MW Electricity Substation
Metropolitan Electricity Authority,Samut 
Prakan District.より供給

廃水処理システム
2,500 cu.m./日
の汚水処理が可能

給水システム
6,000 cu.m./日
Metropolitan Waterworks Authority,Samut 
Prakan Branchより供給

ガスシステム
天然ガス供給パイプライン
PTT Natural Gas Distribution Co., Ltd.より供給

交通システム
メイン道路=横幅25m
サブ道路＝横幅20、16m

バンコク都心に最も近い
最新のIEAT工業団地
バンプー工業団地が完成してから40年強。長い期間をかけて確固
たる産業集積を築いてきたサムットプラカーン県。このエリアに最
新のIEAT:タイ工業団地公社の工業団地が登場します。都市化に
伴い周辺エリアでは工場の操業が難しくなってきていますが、この
工業団地の中では安心して操業が可能です。

タイ工業団地公社認定
工場建設、操業許可などワンスト
ップで申請でき安心して操業可能
です。

都心に最も近い
BTSプレクサ駅から５㎞。バンコク
都心まで直線距離で約20㎞。都心
からの通勤や物流に便利です。

バンプーエリアの希少な工業用地
都市化に伴い周辺では工場操業が
難しくなっています。工場ができ
る土地は希少価値があります。
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マプタプット
深海港
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EEC（東部経済回廊）
工業団地集積エリア
EEC（東部経済回廊）
工業団地集積エリア

レムチャバン港レムチャバン港

バンコク港バンコク港

ドンムアン国際空港ドンムアン国際空港

インフラ・システム概要

BHAKASA INDUSTRIAL
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（タイ工業団地公社）

販売開始IEAT
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INDUSTRIAL

BHAKASA
INDUSTRIAL

マスタープラン概要

・自動車部品
・電気電子部品
・産業用機械、ロボット
・食品加工
・冷凍・冷蔵倉庫
・EC向け物流、一般物流
・研究開発施設

最適な産業

バンプー　 工業団地新
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中
小
企
業
社
長
兼
経
営
コ
ン
サ
ル
に
よ
る

経
営
論

　
Ｑ
：
コ
ロ
ナ
禍
で
業
績
が
悪
化
し
て
お

り
、タ
イ
の
事
業
を
撤
退
す
べ
き
か
悩
ん
で

い
ま
す
。判
断
基
準
の
よ
う
な
も
の
は
あ
り

ま
す
か
。

　
Ａ
：
現
在
の
経
済
状
況
は
、前
号
で
触
れ
た
通

り「
過
去
30
年
で
最
悪
レ
ベ
ル
」で
す
。今
年
の
業
績

が
悪
い
の
は
仕
方
な
い
と
し
て
、そ
も
そ
も
タ
イ
の

日
系
企
業
は
普
段
ど
ん
な
業
績
な
の
か
、日
系
製

造
業
を
サ
ン
プ
ル
と
し
て
調
査
し
ま
し
た（
※
１
）。そ

の
サ
マ
リ
ー
が
以
下
の
表
に
な
り
ま
す
。

　
様
々
な
観
点
か
ら
論
じ
る
こ
と
が
で
き
る
と
思

い
ま
す
が
、私
が
感
じ
た
の
は
次
の
２
点
で
す
。

　
調
査
対
象
企
業
の
約
４
分
の
３（
79
社
）が
黒
字

と
い
う
の
は
、タ
イ
で
事
業
を
し
て
い
る
期
間
が
長

く（
平
均
約
25
年
）、赤
字
が
続
い
た
企
業
は
恐
ら

く
既
に
撤
退
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、高
い
水

準
に
な
る
の
も
理
解
で
き
ま
す（
表
１・３
）。

　
一
方
、調
査
対
象
企
業
全
体
の
税
引
後
利
益
率

は
平
均
が
マ
イ
ナ
ス
０・１
３
％
、中
央
値
も
２・９

９
％
と
な
っ
て
お
り
、日
本
に
お
け
る
製
造
業
の
税

引
後
利
益
率
の
平
均
５・２
％（
※
２
）と
比
べ
る
と
か

な
り
低
い
数
値
で
す（
表
１
）。

　
ち
な
み
に
、５・２
％
以
上
の
利
益
率
が
出
て
い
る

企
業
は
全
体
の
４
割
程
度
と
な
り
、半
分
も
い
ま
せ

ん
。こ
の
こ
と
か
ら
、タ
イ
で
日
本
と
同
等
の
利
益

を
上
げ
る
の
は
難
し
い
と
い
う
の
が
見
て
取
れ
ま
す

（
表
４
）。

　
設
立
10
年
以
内
の
企
業
に
限
定
す
る
と
、黒

字
の
会
社
は
約
半
分
の
１０
社
、そ
の
税
引
後
利
益

率
も
平
均
マ
イ
ナ
ス
５・
7
1
％
、中
央
値
も
２・

2
4
％
と
な
っ
て
い
ま
す（
表
２・３
）。

　
つ
ま
り
黒
字
を
出
す
の
は
容
易
で
は
な
く
、そ
の

収
益
性
も
厳
し
い
と
い
う
の
が
見
て
取
れ
ま
す
。こ

の
こ
と
か
ら「
設
立
10
年
以
内
の
企
業
で
利
益
が

出
て
い
る
な
ら
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
」と
い
う
の
が

分
か
り
ま
す
。

　
以
上
を
踏
ま
え
て
、撤
退
理
由
が
今
回
の
コ
ロ
ナ

禍
は
別
と
し
て
、「
日
本
ほ
ど
儲
か
ら
な
い
か
ら
」で

あ
り
、特
に
そ
の
会
社
が
設
立
10
年
以
内
で
あ
れ

ば
、そ
も
そ
も
タ
イ
で
日
本
ほ
ど
儲
け
る
の
は
簡
単

で
は
な
く
、再
考
の
余
地
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
自
社
が
タ
イ
で
何
を
求
め
る
の
か
、事
業
拡
張

性
は
あ
り
得
る
の
か
な
ど
、今
後
の
事
業
の
在
り
方

に
つ
い
て
専
門
家
と
も
協
議
し
な
が
ら
、検
討
す
る

こ
と
が
必
要
に
な
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

BizWings  (Tha i l and )は世界
55ヵ国に展開するグローバルビジ
ネスネットワークであるT G S  
Globalのメンバーで
す。タイはもちろん、
他国への事業展開
もサポートします。

tgs-global.com

www.bizwings.co

日本で大手監査法人、外資系企業勤
務を経て、2013年来タイ。外資系会計
事務所のジャパンデスクにて日系企業
向けコンサルティング業務に従事した
後、15年10月にBizWings (Thailand) 
Co., Ltd.を設立。経営コンサルティング
業務を提供し、現在に至る。公益財団
法人東京都中小企業振興公社タイ事
務所経営相談員。ジェトロ中小企業海
外展開現地支援プラットフォーム・コー
ディネーター。公認会計士（日本）。東京
大学経済学部経営学科、米ケロッグ経
営大学院卒業（MBA）。

倉地 準之輔

「なるほど、じゃぁ私の会社はどう考えたらいいのだろう？」と思ったらBizWingsにどうぞ。

お客様に親身になって経営コンサルティングを提供します。
◆ビジョン作成　◆経営戦略策定　◆市場調査　◆デューデリジェンス
◆人事管理支援　◆内部監査　◆会社設立　◆BOI 申請　◆会計記帳
◆税務申告　◆給与計算　◆ビザ・労働許可証申告　など

Tel：+66-(0)2-258-5529
お問い合わせ：contact@bizwings.co
Room 1201,12th Floor, Q House Building, 66 Asoke
Montri Road, Wattana, Khlong Toei Nuea, Bangkok 

BizWings (Thailand) Co.,Ltd.
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関連コラムCOVID-19 新型コロナウイルス

※１ 調査時点でバンコク日本人商工会議所に業種「現地製造」として検索可能な企業（合計737社）からランダムサンプリングによ
り111社を抽出。抽出された企業の内、商務省に有効な財務諸表が登録されている107社を対象に、商務省登録財務諸表に
基づく調査を実施した。なお、財務諸表は全てコロナ禍前の期間が対象である

※２ 2019年経済産業省企業活動基本調査（2018年度実績）より算出

日
本
と
同
等
の
利
益
を

出
す
の
は
難
し
い

1

設
立
10
年
以
内
な
ら

利
益
を
出
す
の
も
難
し
い

2

表１：調査対象全体 （金額：バーツ）

平均
中央値

24.61
25.00

4,987,901,927.09
934,535,256.00

213,516,248.52
17,415,643.00

-0.13%
2.99%

営業期間（年） 売　上 税引後利益 税引後利益率

表２：タイでの営業年数が10年以内の会社 （金額：バーツ）

平均
中央値

7.58
9.00

1,914,170,346.59
87,322,616.34

-27,396,372.72
248,457.83

-5.71%
2.24%

営業期間（年） 売　上 税引後利益 税引後利益率

表３：業績（税引前利益）

全体
営業年数10年以内

79
10

28
９

黒字（社） 赤字（社）
表４：日本の税引後平均利益率5.2％との比較

全体
営業年数10年以内

44
9

63
10

超えている（社） 超えていない（社）
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　プラユット首相を議長とする26
人の委員から構成される、国家第
５世代通信規格（5G）委員会が5
月13日に発足した。デジタル経済
社会省が事務局となり、5Gサービ
ス推進を図る。
　5G周波数は民間大手３社およ
び国営２社が獲得しており、今年
中に本格的な5Gサービスの開始
が期待されている。また国家放送
通信委員会（NBTC）は、5G導入に
伴うインフラ環境の向上によりタイ
への長期滞在を希望する外国人
の在宅勤務需要を取り込む狙いか
ら、タイを在宅勤務のハブとする計
画を5G委員会に提案する。

　タイ投資委員会（BOI）は６月17
日、農業分野の投資条件や恩典を
「BCG（バイオ、サーキュラー〈循
環〉、グリーン）モデル」に基づき修
正したことを発表。技術とイノベー
ションの活用を促進し、付加価値と
生産性の向上を目指す。
　新しく奨励事業に加わった植物

工場は、高品質な農産品の安定的
な生産に貢献するとして、投資恩
典として５年間の法人所得税免除
が付与される。
　また、ペットフード、動物飼料、野
菜・果物・花・農業廃棄物由来製
品等の包装および保管といった、テ
クノロジーの導入や持続可能な開
発を促す事業に対する恩典も修正
された。

　タイ中央銀行（BOT）は６月24
日、2020年の経済成長率が▲
8.1％になるとの予測を発表。新型
コロナウイルスによる影響の深刻さ
が増したとして、３月時点の▲
5.3％から下方修正した。同様に、
商業・興行・金融合同常任委員会
（JSCCIB）は７月１日、予測をこれ
までの▲3.0～▲5.0％から▲5.0
～▲8.0％へと引き下げた。
　タイの20年経済成長率につい
て、６月18日にはアジア開発銀行
（ADB）が▲6.5％、24日には国際
通貨基金（IMF）が▲7.7％、さらに
30日に世界銀行が▲5.0％との予
測を発表している。

　盤谷日本人商工会議所（JCC）
は6月30日、会員企業を対象に
行った20年上期景気動向調査の
結果を発表した。業況感を示すDI
（Diffusion Index）は、19年下期
が▲24、20年上期（見通し）が▲
69、20年下期（見通し）が▲44と
なり、プラザ合意による激しい為替
変動があった1985年の調査以来
35年ぶりの落ち込みとなった。
　2020年上期は新型コロナウイル
ス感染拡大によりタイ経済、世界
経済ともに減速しDIは全業種でマ
イナスを示したものの、下期はマイ
ナス幅が縮小する見込み。

　タイ政府は個人情報保護法の
複数の条項について、適用時期を
延長する勅令を５月19日に閣議決
定。本法案の実質的な適用は21年
5月31日より後となった。
　本件措置は、新型コロナウイルス
の流行ならびに政府機関および民
間企業への準備期間に配慮したも
の。なお、個人情報保護法は19年
５月に施行され、今年５月27日から
適用の予定であった。

　タイ政府は6月30日、タイ全土を
対象とした非常事態宣言の適用を
７月31日まで延長する旨を発表。
非常事態令第９条に基づく決定事
項（第11号・第12号）を官報に掲
載し、経済活動の規制緩和第５弾
として７月１日から学校や各種施
設の再開を許可したほか、タイに越
境入国できる対象者や条件を公
表した。

経　済

■ NESDC経済予測値（2020年5月18日発表）

＊（出所） タイ中央銀行 （注）７月29日に８月末までの延長が決定された

   実績 暫定  　　　　       予測 
   2017 2018 2019 2020
  景気･物価動向（前年比増減率：％）       
 実質経済成長率 4.1 4.2 2.4 ▲5.0 - ▲6.0
  民間消費 3.1 4.6 4.5 ▲1.7
  政府消費 0.1 2.6 1.4 3.6
  投資 1.8 3.8 2.1 ▲2.1
 インフレ率　 0.7 1.1 0.7 ▲0.5 - ▲1.5
  貿易動向（10億米ドル、前年比増減率：％）       
 輸出額  233.7 251.1 243.0 223.5
  （％） (9.5) (7.5)  （▲3.2）  （▲8.0）
 輸入額  201.1 228.7 216.4 187.8
  （％） (13.2) (13.7)  （▲5.4）  （▲13.2）
 経常収支  44.0 28.5 37.9 24.0
  （対GDP比：％） (9.6) (5.6) (7.0) (4.9)
 外貨準備高 202.6 205.6 224.3 n.a
＊ 財政収支（対GDP比：％） ▲ 2.7 ▲ 2.4 ▲ 1.9 n.a
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日系企業のお客さまのタイ事業を支援しております。
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から18年までジェトロ・バンコ
ク勤務。19年5月より現職。
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統
計
を
眺
め
て
い
る
と「
あ
れ
？
」

と
い
う
デ
ー
タ
と
出
合
う
こ
と
が

時
々
あ
る
。

　
例
え
ば
、コ
ロ
ナ
の
影
響
で
落
ち
込

ん
だ
と
思
わ
れ
た
タ
イ
の
輸
出
が
３

月
は
対
前
年
同
月
比
で
４
・
４
％
、４

月
は
５
・
４
％
増
加
し
た
。原
因
を
探

る
と「
金
」「
戦
車
・
装
甲
車
」「
航
空

機
」と
いっ
た
品
目
に
行
き
着
い
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
、タ
イ
で
は
ほ
と
ん
ど
生

産
し
て
い
な
い
品
目
で
あ
る
。確
か
に

北
部
にC

hatree G
old M

in

と
い

う
タ
イ
最
大
の
金
鉱
が
存
在
し
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
企
業
が
所
有
し
て

い
る
。２
０
１
６
年
に
は
環
境
問
題
を

理
由
と
し
て
閉
鎖
さ
れ
ニ
ュ
ー
ス
に

な
っ
た
の
で
、覚
え
て
い
る
方
も
い
る

だ
ろ
う
。

　
こ
の
金
鉱
は
現
在
も
再
開
で
き
て

お
ら
ず
、タ
イ
全
土
で
も
金
は
ほ
ぼ

採
掘
さ
れ
て
い
な
い
。従
っ
て
、輸
出
さ

れ
て
い
る
金
は
貯
蓄
さ
れ
て
い
た
か
、

輸
入
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
戦
車
・
装
甲
車
は
軍
事
演
習
で
持

ち
込
ま
れ
た
の
を
送
り
返
し
た
た
め

「
輸
出
」と
し
て
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
た
模

様
だ
。航
空
機
は
タ
イ
で
製
造
し
て

お
ら
ず
、主
に
格
安
航
空
会
社（
Ｌ
Ｃ

Ｃ
）が
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
グ
ル
ー
プ
会
社

間
で
機
体
を
融
通
す
る
際
に
販
売
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
と
い
う
こ
と
は
、タ
イ
で
の
付
加
価

値
が
な
い
モ
ノ
に
よ
っ
て「
輸
出
額
が

増
加
」と
な
っ
た
の
だ
。そ
こ
で
こ
れ

ら
の
影
響
を
引
い
て
み
た
と
こ
ろ
、や

は
り
前
年
同
月
比
で
３
月
は
▲
６
・

０
％
、４
月
は
▲
１０
・
４
％
と
な
っ
た
。

　
５
月
に
な
る
と
つ
い
に
輸
出
の
減

少
額
を
金
の
増
加
で
は
補
い
き
れ

ず
、総
額
は
▲
２０
・
８
％
、上
記
品
目

を
除
く
と
▲
２７
・
８
％
と
な
っ
た
。輸

出
先
の
国
別
で
見
て
も
軒
並
み
二
桁

減
で
あ
る
。

　
そ
ん
な
中
、中
国
向
け
は
１７
・
６
％

増
加
し
て
い
る
。輸
出
品
目
を
探
る

と
ド
リ
ア
ン
、マ
ン
ゴ
ス
チ
ン
、自
動
車

が
伸
び
て
い
た
。確
か
に
ド
リ
ア
ン
は

中
国
向
け
輸
出
が
好
調
と
い
う
話
を

聞
い
て
い
た
が
、不
思
議
に
感
じ
た
の

が
自
動
車
だ
。「
タ
イ
か
ら
中
国
に
自

動
車
を
輸
出
」と
い
う
事
例
を
あ
ま

り
聞
か
な
い
か
ら
だ
。

　
調
べ
て
い
く
と
ド
イ
ツ
系
の
自
動

車
メ
ー
カ
ー
が
タ
イ
か
ら
中
国
向

け
輸
出
を
伸
ば
し
て
い
る
こ
と
が

分
か
っ
て
き
た
。Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
中
国

の
間
に
は
自
由
貿
易
協
定（
Ｆ
Ｔ
Ａ
）

が
あ
る
の
で
活
用
し
て
い
る
の
だ
ろ

う
。タ
イ
は
19
年
に
２
０
０
万
台
の

自
動
車
を
生
産
し
た
が
、中
国
は
月

に
２
０
０
万
台
超
が
売
れ
る
市
場
。

タ
イ
か
ら
中
国
市
場
を
取
り
に
行
く

の
も
面
白
い
か
も
し
れ
な
い
。

　
コ
ロ
ナ
で
人
の
往
来
は
難
し
く
な
っ

た
が
、せ
め
て
タ
イ
産
の
モ
ノ
は
世
界

に
羽
ば
た
い
て
経
済
を
潤
し
て
欲
し

い
と
願
う
。

タ
イ
商
業
省
が
発
表
し
た
５
月
の
貿
易
統
計（
米
ド
ル
ベ
ー
ス
）に
よ
れ
ば
、輸
出
額
は
前
年
同
月

比
▲
22
・４
％
、輸
入
額
も
同
▲
34
・４
％
と
な
り
、輸
出
入
と
も
に
お
よ
そ
11
年
ぶ
り
の
大
幅
下
落

と
な
っ
た
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
伴
う
景
気
悪
化
に
よ
り
、中
国
を
除
く
主
要
輸

出
先
の
需
要
が
落
ち
込
ん
だ
こ
と
が
主
な
要
因
。輸
出
仕
向
地
で
は
、29
・１
億
米
ド
ル
だ
っ
た
中

国
が
首
位
で
、21
・７
億
米
ド
ル
の
米
国
、16
・１
億
米
ド
ル
の
日
本
が
そ
れ
に
続
い
た
。

タイ を深 く知るコラム

コロ
ナ
禍
で
も
中
国
向
け
輸
出
は
増
加

Vol.

3 タイ
関連コラムCOVID-19 新型コロナウイルス

■ タイからの輸出額 （単位：バーツ）

（出所）タイ商務省

 3月 6,632億 6,923億 4.4％
 4月 5,824億 6,137億 5.4％
 5月 6,623億 5,243億 -20.8％

  2019年 2020年 前年比
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
猛
威
を
振
る
い
、外
出

自
粛
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
期
間
、世
界
各
地
で

食
品
Ｅ
コ
マ
ー
ス
が
伸
長
し
た
。外
で
食
品
を
買

う
こ
と
が
で
き
ず
、外
食
も
で
き
な
い
。だ
が
、エ

ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
等
と
は
違
い
、「
食
」は
生
活
に

欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
だ
。ど
う
に
か
し
て

手
に
入
れ
よ
う
と
す
れ
ば
、そ
の
手
段
に
Ｅ
コマ
ー

ス
が
挙
が
る
の
は
必
然
だ
ろ
う
。

　
実
際
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
ネ
ッ
ト
ス
ー
パ
ー
で
あ

るR
ed M

art

は
こ
の
期
間
中
、食
品
Ｅ
コマ
ー
ス

売
上
が
急
拡
大
。あ
る
食
品
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
は
従

来
の
10
倍
の
売
上
に
至
っ
た
と
い
う
。こ
れ
は一
過

性
の
も
の
な
の
か
、ま
た
は
食
品
Ｅ
コ
マ
ー
ス
が
い

よ
い
よ
市
民
権
を
得
る
と
い
う
こ
と
な
の
か
。

　
食
品
は
日
々
必
要
な
も
の
で
あ
り
、最
も
購
買

頻
度
の
高
い
商
材
で
あ
る
。一
度
、Ｅ
コマ
ー
ス
で
の

購
買
を
体
験
し
、そ
の
利
便
性
に
気
付
け
ば
、Ｅ

コマ
ー
ス
が
定
着
し
て
い
く
可
能
性
は
高
い
。そ
し

て
、そ
の
き
っ
か
け
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
自

粛
期
間
で
多
く
の
東
南
ア
ジ
ア
消
費
者
に
与
え

ら
れ
た
。

Ｅ
コ
マ
ー
ス
最
後
の

ブ
ル
ー
オ
ー
シ
ャ
ン

　
そ
も
そ
も
食
品
は
あ
ら
ゆ
る
商
材
の
中
で
最

も
Ｅ
コ
マ
ー
ス
化
が
遅
れ
た
商
材
で
あ
る
。全
世

界
で
食
品
の
Ｅ
コマ
ー
ス
化
率
は
２
、３
％
で
し
か

な
い
。そ
の
要
因
は
複
数
あ
る
。

　A
m
azon

等
の
Ｅ
コマ
ー
ス
事
業
者
に
と
って
は

温
度
管
理
が
繊
細
な
食
品
物
流
拠
点
を
持
つ
こ

と
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
。ま
た
、実
店
舗
を
有
す
る

ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
に
と
って
は
、ネ
ッ
ト
ス
ー
パ
ー

事
業
へ
の
投
資
対
効
果
の
低
さ
、そ
し
て
既
存
店

舗
と
の
競
合
の
発
生
が
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
と
な
る
。

　
消
費
者
に
と
っ
て
も
食
品
と
い
う
商
材（
特
に

生
鮮
系
）は
、近
く
に
実
店
舗
が
あ
る
の
な
ら
ば

実
際
に
見
た
い
と
い
う
ニ
ー
ズ
が
強
い
。供
給
側・

需
要
側
、双
方
の
観
点
か
ら
食
品
Ｅ
コ
マ
ー
ス
の

浸
透
を
阻
む
要
因
が
存
在
し
て
い
た
。

　
だ
が
、食
品
市
場
は
非
常
に
規
模
の
大
き
く
、

関
連
市
場
も
多
岐
に
渡
る
。こ
こ
が
Ｅ
コ
マ
ー
ス

化
さ
れ
る
イ
ン
パ
ク
ト
は
甚
大
だ
。そ
う
いっ
た
観

点
か
ら
も
Ｅ
コマ
ー
ス
最
後
の
ブ
ル
ー
オ
ー
シ
ャ
ン

と
言
わ
れ
て
い
る
。

東
南
ア
ジ
ア
食
品
Ｅ
コ
マ
ー
ス

拡
大
の
可
能
性

　
で
は
今
後
、東
南
ア
ジ
ア
の
食
品
Ｅ
コマ
ー
ス
は

ど
の
よ
う
に
成
長
し
て
い
く
だ
ろ
う
か
。東
南
ア

ジ
ア
特
有
の
業
界
構
造
や
商
習
慣
な
ど
も
踏
ま

え
て
、次
の
４
つ
の
可
能
性
を
提
示
し
た
い
。

①
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
タ
ー（
中
間
流
通
事
業
者
）

に
よ
る
Ｅ
コ
マ
ー
ス
展
開

②
Ｂ
２
Ｂ
型
食
品
Ｅ
コ
マ
ー
ス
に
よ
る
中
間
流
通

の
デ
ィ
ス
ラ
プ
シ
ョ
ン（
創
造
的
破
壊
）

③
オ
ン
ラ
イ
ン
デ
リ
バ
リ
ー
の
躍
進

④
食
品
Ｄ
２
Ｃ
の
本
格
化

　
８
月
号
で
は
①
と
②
に
つ
い
て
論
じ
、９
月
号

で
③
と
④
を
論
じ
る（
図
表
１
）。

① 

デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る

 

Ｅ
コ
マ
ー
ス
展
開

　Sino Pacific

等
、一
部
の
食
品
デ
ィ
ス
ト
リ

ビ
ュ
ー
タ
ー
が
L
A
Z
A
D
A
等
の
モ
ー
ル
型
Ｅ

コマ
ー
ス
に
出
店
し
始
め
て
い
る
。従
来
、デ
ィ
ス
ト

リ
ビ
ュ
ー
タ
ー
は
メ
ー
カ
ー
と
小
売
の
間
を
取
り

持
つ
中
間
流
通
事
業
者
だ
。し
か
し
、そ
の
中
間

流
通
事
業
者
が
Ｅ
コマ
ー
ス
と
い
う
舞
台
で
小
売

領
域
に
進
出
を
開
始
し
た
。

　
東
南
ア
ジ
ア
の
食
品
流
通
市
場
は
、伝
統
的
に

ロ
ー
カ
ル
財
閥
系
メ
ー
カ
ー
の
自
前
流
通
部
門
が

力
を
持
つ
。結
果
、独
立
系
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー

タ
ー
は
小
規
模
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
多
く
、非
常
に
細

分
化
さ
れ
た
構
造
に
あ
る
。だ
が
、そ
の
よ
う
な

中
で
も
、日
系
メ
ー
カ
ー
や
そ
の
他
国
籍
の
外
資

メ
ー
カ
ー
と
の
協
業
で
鍛
え
ら
れ
、相
応
の
規
模

と
力
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
独
立
系
大
手
デ
ィ
ス

ト
リ
ビュ
ー
タ
ー
も
存
在
す
る
。

　
彼
ら
は
、単
に
商
品
を
右
か
ら
左
に
流
通
さ
せ

る
の
で
は
な
い
。メ
ー
カ
ー
に
代
わ
っ
て
小
売
と
の

棚
割
り
交
渉
や
、小
売
現
場
で
得
ら
れ
る
消
費

者
の
声
を
元
に
商
品
開
発
支
援
も
行
っ
た
り
す

る
。ま
た
、小
売
に
対
し
て
も
店
舗
の
販
促
支
援

で
あ
っ
た
り
、配
荷
計
画
へ
の
助
言
も
行
っ
た
り

と
、単
な
る
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
タ
ー
に
留
ま
ら
な

い
機
能
を
有
す
る
の
だ
。

　
そ
の
よ
う
な
力
を
持
っ
た
独
立
系
デ
ィ
ス
ト
リ

ビュ
ー
タ
ー
が
さ
ら
な
る
勢
力
拡
大
の一つ
と
し
て
、

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
急
展
開
す
る
食
品
Ｅ
コ
マ
ー
ス【
前
編
】

Roland BergerASEAN経営戦略
新たな視点で時代の動きを読み取る

東南アジア諸国連合（ＡＳＥＡＮ）における様々な業界の旬なトピック
を、ドイツ発のコンサルティング会社ローランド・ベルガーが経営戦略
的な観点から解説する。今回から「アフターコロナに急展開する食
品Ｅコマース」について、２号に分けて論じる。

Vol.5

一橋大学卒業後、米国系コンサルティングファー
ム等を経て、現在は欧州最大の戦略系コンサル
ティングファームであるローランド・ベルガーの
ASEANリージョンに在籍（バンコク在住）。
ASEAN全域で、消費財、小売・流通、自動車、商
社、PEファンド等を中心に、グローバル戦略、ポー
トフォリオ戦略、M＆A、デジタライゼーション、企業
再生等、幅広いテーマでの支援に従事している。
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R o l a n d  B e r g e rASEAN経営戦略

Ｅ
コマ
ー
ス
に
よ
る
小
売
展
開
を
画
策
し
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
、メ
ー
カ
ー
と
の
仕
切
値
等
の
販
売
契

約
の
問
題
は
あ
る
。だ
が
、一
部
で
高
ま
っ
て
い
る

デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
タ
ー
の
パ
ワ
ー
バ
ラ
ン
ス
を
背

景
に
、今
後
よ
り
思
い
切
っ
た
展
開
を
見
せ
て
く

る
と
考
え
ら
れ
る
。

② 

Ｂ
２
Ｂ
型
Ｅ
コ
マ
ー
ス
に
よ
る

 

中
間
流
通
の
デ
ィ
ス
ラ
プ
シ
ョ
ン

　
①
で
は
有
力
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
タ
ー
に
フ
ォ
ー

カ
ス
を
当
て
た
が
、東
南
ア
ジ
ア
で
流
通
の
大
部

分
を
占
め
る
の
は
、小
規
模
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー

タ
ー
で
あ
る
。

　
彼
ら
は
流
通
構
造
の
中
で
明
確
な
付
加
価
値

を
提
供
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。昔
か
ら
の
付
き

合
い
の
も
と
小
売
側
は
取
引
を
継
続
し
て
い
る
が
、

こ
う
いっ
た
小
規
模
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
タ
ー
に
対

す
る
不
満
も
多
い
と
聞
く
。価
格
設
定
が
コ
ロ
コ
ロ

変
わ
っ
た
り
、納
品
自
体
が
為
さ
れ
な
か
っ
た
り

と
、日
本
で
は
考
え
に
く
い
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
る
。

　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
のB

ukalapak

は
こ
こ
に
メ
ス

を
入
れ
た
。Bukalapak

は
元
々
、モ
ー
ル
型
Ｅ
コ

マ
ー
ス
と
し
て
個
人
消
費
者
に
向
け
た
チ
ャ
ネ
ル

だ
。だ
が
２
０
１
８
年
、新
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
小
売

商
店
を
主
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
Ｂ
２
Ｂ
モ
デ
ル

を
開
始
し
、急
拡
大
。同
社
が
大
手
の
食
品
や
日

用
品
メ
ー
カ
ー
か
ら
商
品
を
大
量
購
入
し
、零
細

商
店
を
中
心
と
し
た
小
売
に
卸
す
モ
デ
ル
だ
。

　
い
わ
ば
、リ
ア
ル
な
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
タ
ー
が

担
って
い
る
機
能
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
置
き
換
え
よ
う

と
い
う
ビ
ジ
ネ
ス
で
あ
る
。商
店
がBukalapak

の

ア
プ
リ
で
商
品
を
注
文
す
る
と
、頼
ん
だ
も
の
は

同
日
中
に
届
く
。納
期
や
価
格
透
明
性
で
小
規

模
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
タ
ー
に
勝
る
た
め
、商
店
に

と
って
使
う
メ
リ
ッ
ト
は
大
き
い
。

　
メ
ー
カ
ー
側
に
と
って
も
、特
に
伝
統
的
小
売
に

対
し
、Bukalapak
で
流
通
さ
せ
る
メ
リ
ッ
ト
は

大
き
い
。伝
統
的
小
売
と
の
取
引
で
は
、個
別
配

送
や
代
金
回
収
リ
ス
ク
が
悩
み
の
種
ゆ
え
に
デ
ィ

ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
タ
ー
に
任
す
こ
と
が
多
い
。そ
の
場

合
、デ
ィ
ス
ト
リ
ビュ
ー
タ
ー
に
よ
って
小
売
と
の
取

引
や
流
通
の
状
況
を
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
化
さ
れ

る
傾
向
も
強
い
。

　
し
か
し
、デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
タ
ー
と
は
別
に

Bukalapak

の
よ
う
な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
で
き

れ
ば
、デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
タ
ー
は
不
要
と
な
る
。

メ
ー
カ
ー
も
、ど
の
小
売
に
ど
れ
だ
け
何
が
流
通
で

き
た
か
が
よ
り
ク
リ
ア
に
見
え
る
よ
う
に
な
る
。こ

う
いっ
た
モ
デ
ル
が
普
及
し
て
い
け
ば
、非
効
率
性

が
大
き
く
残
る
リ
ア
ル
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
タ
ー
の

世
界
は一気
に
デ
ィ
ス
ラ
プ
ト
さ
れ
る
は
ず
だ
。

（
９
月
号
に
続
く
）

 東南アジア食品Eコマース拡大の可能性図表1

出所：ローランド・ベルガー作成
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従来はメーカーと小売の間を繋ぐ中間流通事業者。だが一部、有力なディストリビューターは小売領域への進
出をEコマース出店で図ろうとする

ディストリビューターによる
Eコマース展開

B2B型Eコマースによる
中間流通のディスラプション

オンラインデリバリーの躍進

食品D2Cの本格化

リアルネットワークを持つディストリビューターが繋いでいたメーカーと小売を、Eコマースが置き換える動き。
特に零細の伝統的小売に向け、ディストリビューターを経由せずEコマースで商品を発注できるプラットフォー
ムが形成されつつある

狭義のEコマースとは異なるものの、東南アジアで浸透した配車サービスを用いたオンラインデリバリー（買い
物代行等）が拡大。生鮮等、短時間デリバリーが必須となる商品については、Eコマースに対してアドバンテージ
もあり、普及が濃厚

リアル店舗での食品購買割合が減っていくと、必然的にメーカーはEコマースをより重視。結果、中間流通を排
除したD2Cモデルに進展する可能性

関連コラムCOVID-19 新型コロナウイルス
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タイ、アセアンの
自動車ビジネス新潮流を読む

《業務内容》 
経営・事業戦略コンサルティング、市場・規
制調査、情報システム（IT）コンサルティング、
産業向けITシステム（ソフトウェアパッケージ）
の販売・運用、金融・証券ソリューション

第32回

～好評につき、シリーズ継続！～

関連コラムCOVID-19 新型コロナウイルス

COVID-19による
ASEAN自動車産業への影響

が
収
束
傾
向
に
あ
り
、ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
を

国
内
で
は
ほ
ぼ
解
除
、②
政
府
が
市
場
回

復
の
た
め
の
支
援
策
を
実
施
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
る
。

　
特
に
マ
レ
ー
シ
ア
と
ベ
ト
ナ
ム
は
、６
月
に

減
税
に
よ
る
販
売
促
進
策
を
い
ち
早
く
打

ち
出
し
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
が
、こ
れ

は
前
者
が
プ
ロ
ト
ン
や
ペ
ロ
デ
ュ
ア
な
ど
の

国
民
車
メ
ー
カ
ー
、後
者
も
新
興
国
民
車

メ
ー
カ
ー
の
ビ
ン
フ
ァ
ス
ト
な
ど
を
抱
え
て

い
る
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

　
そ
の一
方
で
、各
国
で
共
通
す
る
の
は
国

内
産
業
保
護
措
置
が
よ
り
強
化
さ
れ
る

見
通
し
で
あ
り
、自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
生

産・販
売
戦
略
への
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。

日
か
ら
社
会
隔
離
策
を
緩
和
し
て
お
り
、

５
月
は
販
売
台
数
が
前
年
比
30
%
減
に

ま
で
縮
小
。６
月
に
は
政
府
が
自
動
車
の

登
録
税
を
半
額
に
免
税
し
た
こ
と
か
ら
２

万
４
０
０
２
台
に
戻
り
、減
少
幅
が
同
13

%
減
ま
で
縮
小
し
て
い
る
。

　
ベ
ト
ナ
ム
の
自
動
車
関
係
者
に
よ
れ
ば
、

当
初
自
動
車
メ
ー
カ
ー
は
今
年
の
販
売
台

数
を
前
年
比
20
%
〜
30
%
減
と
予
想
し

て
い
た
が
、ほ
ぼ
昨
年
並
み
に
回
復
す
る
可

能
性
も
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

懸
念
さ
れ
る

国
内
産
業
保
護
政
策
の
強
化

　
こ
れ
ら
各
国
の
市
場
動
向
か
ら
、回
復

が
鮮
明
に
な
っ
た
国
の
共
通
点
は
①
感
染

審
査
の
厳
格
化
な
ど
が
理
由
と
な
っ
て
い

る
。ま
た
、輸
出
市
場
の
落
ち
込
み
や
需

要
減
に
よ
る
在
庫
の
積
上
げ
に
よ
り
、生

産
台
数
は
５
月
時
点
で
前
年
比
70
％
減

と
国
内
販
売
よ
り
下
げ
幅
が
大
き
い
。

　
た
だ
し
、７
月
以
降
は
モ
デ
ル
チ
ェン
ジ

に
よ
る
新
車
の
生
産
開
始
や
落
ち
込
ん
で

い
た
輸
出
の
回
復
に
よ
り
、一
部
の
自
動
車

メ
ー
カ
ー
で
は
工
場
が
フ
ル
稼
働
に
戻
っ
て

お
り
、ま
だ
ら
模
様
な
が
ら
生
産
も
回
復

傾
向
が
見
ら
れ
る
。な
お
、Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ‐19

に
よ
る
生
産
縮
小
へ
の
影
響
緩
和
策
と
し

て
、タ
イ
政
府
は
当
初
21
年
か
ら
予
定
し

て
た
排
ガ
ス
規
制
ユ
ー
ロ
５
の
実
施
を
、自

動
車
業
界
か
ら
の
提
案
を
受
け
入
れ
て 

24
年
へ
延
期
す
る
方
向
だ
。

　
マ
レ
ー
シ
ア
は
３
月
半
ば
か
ら
厳
し
い

ロッ
ク
ダ
ウ
ン
を
実
施
し
、販
売
店
で
の
販

売
を
禁
止
し
た
こ
と
か
ら
、４
月
、５
月
の

販
売
台
数
は
そ
れ
ぞ
れ
１
４
１
台
、２
万

２
９
６
０
台
に
ま
で
落
ち
込
ん
だ
。し
か

し
、６
月
以
降
は
政
府
の
自
動
車
販
売
税

の
免
税
な
い
し
減
税
に
よ
り
、足
元
で
は

急
回
復
し
て
い
る
。特
に
国
内
生
産
メ
ー

カ
ー
は
販
売
税
が
10
%
か
ら
０
%
に
引
き

下
げ
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、生
産
は
前
年
並

み
近
く
に
戻
って
い
る
。

　
ベ
ト
ナ
ム
は
、２
月
初
め
に
他
国
に
先
駆

け
て
中
国
か
ら
の
入
国
禁
止
措
置
を
取
る

な
ど
、迅
速
に
コ
ロ
ナ
禍
対
策
を
実
施
し
て

き
た
こ
と
が
功
を
奏
し
て
い
る
。４
月
22

大
幅
販
売
減
続
く

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、フィ
リ
ピ
ン

　
図
表
１
は
今
年
１
月
以
降
の
各
国
の
自

動
車
販
売
及
び
生
産
の
推
移
で
あ
る
。ベ

ト
ナ
ム
で
は
回
復
の
兆
し
が
あ
り
、タ
イ
と

マ
レ
ー
シ
ア
は
市
場
の
回
復
途
上
、イ
ン
ド

ネ
シ
ア
、フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
市
場
へ
の
深
刻

な
影
響
が
続
い
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

 

　
域
内
第
２
位
の
生
産
国
で

あ
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
感
染

拡
大
が
収
ま
ら
ず
、主
要
国

の
中
で
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ‐19
の
影

響
が
最
も
深
刻
と
見
ら
れ

る
。４
月
か
ら
ジ
ャ
カ
ル
タ
な

ど
で
大
規
模
な
社
会
的
制
限

（
P
S
B
B
）を
実
施
し
、販

売
店
で
の
販
売
は
禁
止
さ

れ
、自
動
車
各
社
は
6
月
初

め
ま
で
生
産
を
停
止
し
た
。

そ
の
結
果
、５
月
の
販
売
は
前

年
比
約
１
０
０
％
減
少
し
、６

月
も
同
約
80
%
減
の
１・３
万

台
で
推
移
し
て
い
る
。

　
６
月
半
ば
か
ら
政
府
は

P
S
B
B
を
部
分
緩
和
し
た

が
、７
月
以
降
も
感
染
者
数

は
一日
１
０
０
０
人
以
上
、死

者
50
人
近
く
で
推
移
し
て
お

り
、累
計
感
染
者
数
は
7
月

19
日
時
点
で
域
内
最
大
の
８

　

東
南
ア
ジ
ア
各
国
の
自
動
車
市
場
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

（
C
O
V
I
D
‐
19
）の
影
響
で
3
月
、4

月
に
大
き
く
落
ち
込
み
、ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン

が
緩
和
さ
れ
始
め
た
5
月
以
降
の
下
げ

幅
は
縮
小
傾
向
に
あ
る
が
、市
場
回
復
の

ス
ピ
ー
ド
の
差
が
鮮
明
に
な
っ
て
い
る
。

今
回
は
各
国
の
自
動
車
販
売
、生
産
へ
の

影
響
、市
場
回
復
に
向
け
た
政
策
動
向
を

概
観
す
る
。

399, Interchange 21, Unit 23-04,
23F, Sukhumvit Rd., Klongtoey Nua,

Wattana, Bangkok 10110
TEL: 02-611-2951  URL: www.nri.co.jp

万
４
０
０
０
人
に
達
し
て
い
る
。

　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
自
動
車
工
業
連
盟

（
G
A
I
K
I
N
D
O
）は
６
月
の
販
売

統
計
の
発
表
と
同
時
に
、今
年
の
販
売
台

数
予
測
を
当
初
の
１
０
０
万
台
か
ら
60
万

台
に
下
方
修
正
し
て
い
る
。政
府
か
ら
の

自
動
車
産
業
支
援
策
も
後
手
に
回
っ
て
い

る
感
が
強
い
。一
部
の
日
系
自
動
車
メ
ー

カ
ー
は
45
万
台
を
予
想
す
る
な
ど
、よ
り

悲
観
的
な
見
方
が
支
配
的
で
あ
る
。

　
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
5
月
半
ば
に
ロッ
ク
ダ
ウ

ン
を
部
分
解
除
し
た
が
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と

同
様
に
感
染
が
収
束
し
て
お
ら
ず
、首
都

圏
を
含
め
主
要
地
域
で
は
ロッ
ク
ダ
ウ
ン
の

全
面
解
除
ま
で
に
至
っ
て
い
な
い
。5
月
の

自
動
車
販
売
は
５
０
０
０
台
程
度
と
、前

年
比
84
%
減
に
落
ち
込
ん
で
い
る
。

回
復
基
調
の

タ
イ
、マ
レ
ー
シ
ア
、ベ
ト
ナ
ム

　
タ
イ
の
回
復
状
況
は
ま
だ
ら
模
様
で
あ

る
。５
月
の
国
内
販
売
は
対
前
年
比
54
%

減
の
約
４
万
台
と
４
月
の
同
３
万
台
に
比

べ
て
改
善
し
て
い
る
が
、タ
イ
工
業
連
盟

（
Ｆ
Ｔ
Ｉ
）は
今
年
の
自
動
車
生
産
台
数
を

前
年
比
50
%
減
の
１
０
０
万
台
と
予
想
し

て
い
る
。

　
今
年
の
国
内
総
生
産（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）の
成
長

率
が
前
年
比
８
％
減
と
予
想
さ
れ
購
買

力
の
低
下
が
避
け
ら
れ
ず
、そ
の
他
３
％

を
超
え
る
銀
行
の
不
良
債
権
率
や
ロ
ー
ン

執筆者：野村総合研究所タイ　

マネージング・ダイレクター

田口  孝紀
シニアマネージャー

山本  肇

東南アジア主要国の自動車販売・生産動向図表２ 出所：各種報道からNRI作成

主な対策

生産、販売
見通し

COVID-19
ロックダウン
緩和状況

・ 排ガス規制ユーロ５の適
用を当初の2021年から24
年に延期を予定

・ 7月、FTIは20年の自動車
生産について、前年比50%
減の100万台という予想を
維持

・ ３月26日に非常事態宣言
発令

・ ４月3日から外出禁止令を
発動

・ ６月１日からショッピングセン
ター等の営業を再開、同15
日から第４弾の規制緩和に
より、夜間外出禁止令を解除

・ 工業省が奢侈税の削減な
どの自動車産業刺激策を
検討中（具体策は実施され
ておらず）

・ 7月、GAIKINDOは通年の
販売台数予測を新型コロ
ナウイルス以前の110万台
から60万台以下に下方修
正

・ 大 規 模な社 会 的 制 限
（PSBB）を４月10日に発動
・ PSBB規制が６月15日から
緩和（経済活動を50%にま
で緩和）

・ 経済回復プラン「Penjana」の
一環として、20年6月15日から
12月31日まで現地組立（CKD）
モデルの販売税を10%から
0％に、CBUモデルの販売税を
10%から5％に引き下げ

・ ４月、マレーシア自動車連盟
（MAA）は通年販売予測を
60万台から40万台（33.3％
減）に下方修正

・ ３月18日からマレーシア全
土に活動制限令（MCO）が
発令

・ ５月４日から条件付き活動
制限令（CMCO）

・ ６月10日から回復のため
の活動制限令（RMCO）

・ 20年6月から12月まで、国
内生産車に対して、車両登
録料を半額に減免

・ ９席以下の車両の登録料は、ハノ
イでは車両価格の12%、ホーチミ
ンシティとダナンでは10%

・ 4月、ベトナム自動車工業
会（VAMA）は通年の販売
台数の前年比15%以上減
を予測

・ ４月１日から15日まで、全
ての国民に対し外出の原
則禁止を指示

・ ４月22日に社会隔離措置
を緩和

・ タイ、インドネシアからの完
成車（CBU）輸入に対する
関税引き上げを検討

・ 政府高官が自動車育成策
（CARS）のインセンティブ
の見直しに言及

・5月、フィリピン自動車工業
会（CAMPI）は通年の販売
予測を当初の416,000台
から前年比20％減の30万
台に下方修正

・ ３月17日にロックダウンを
実施

・ ５月16日に修正広域隔離
措置（MECQ）に部分緩和

・ 首都圏は６月１日付けで
MECQから一般的な防疫
措置（GCQ）に緩和

タイ インドネシア マレーシア ベトナム フィリピン

東南アジア主要国の自動車販売・生産動向図表1

出所：FTI、GAIKINDO、AAF等からNRI作成 ６月５月４月３月２月１月
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NEWSの詳細はウェブサイト（www.arayz.com）でチェック！！
このほかの『ASEAN最新ニュース』も随時配信中！！

　バンコク日本人商工会議所（JCC）が６月に行った景気動向調査（回答企業
631社）により、新型コロナウイルスの影響で日系企業の景況感が大幅に悪化し
ていることが判明した。
　業況が「上向く」から「悪化する」を差し引いた業況感DIが、今年上期の見通し
は▲（マイナス）69、下期は▲44となり、プラザ合意による大きな為替変動があっ
た1985年の調査（上期▲76、下期▲91）以来35年振りの落ち込みとなった。上
期、下期とも全業種でマイナスを記録した。調査を行った経済調査会の竹谷厚会
長（ジェトロ・バンコク事務所長）は「見たことのないような厳しい数字が出た。各
方面から切実な声が多く出ている」と語った。
　その他、新型コロナウイルスの売上への影響については「20％～50％未満のマ
イナス」が48％、「５％～20％未満のマイナス」が27％、「50％以上のマイナス」が
９％となった。今年度の設備投資に関しては、「投資増」を見込む企業は21％、「横
ばい」は16％、「投資減」は53％となった。

新型コロナで日系企業景況感悪化
JCCが調査、35年振りの落ち込み

Exhibition 注目の展示会

※主催者は展示会の開催を延期または中止する場合があります。事前にウェブサイトでご確認ください。

工作機械・金属加工などの見本市

https://www.metalex.co.th/en

11月18日（水） ～ 21日（土）

METALEX 2020

製造

農作業機械・車両などの展示会

https://www.agritechnica-asia.com/

10月14日（水） ～ 16日（金）

Agritechnica Asia 2020

農業

食品・飲料、フードサービスなどの展示会

https://thaifex-anuga.com/

9月22日（火） ～ 26日（土）

THAIFEX
- Anuga Asia 2020

食品

　ケーキ製造の五洋食品産業はこのほど、タイで冷凍チーズケーキの生産
を開始。７月９日から現地のセブンイレブンで販売がスタートした。
　冷凍食品の製造、販売を手掛けるタイのSrifa Frozen Foodsと業務
提携を結んでおり、Srifaがカンチャナブリー県に持つ工場で五洋食品の
ベイクドチーズケーキを製造する。１年ほど前から、五洋食品が製品のレシ
ピを開示し、同工場で生産指導やテストを重ねていた。五洋食品が海外で
ケーキを生産するのは初めて。

タイのコンビニで洋菓子を販売
五洋食品が現地生産開始

　タイの通信大手AISは７月16日、eスポーツのための施設「AIS eスポー
ツスタジオ」をバンコクの新興複合ビル、サムヤン・ミットタウンの２階に開
設した。
　eスポーツが楽しめる高性能パソコンを80台備えたGaming Zoneや、
eスポーツの競技チームが個室で練習できるStudio Zone、大会などが開
催できる100人収容のStage＆Arena Zoneなどから構成される。営業時
間は当初午前10時～午後10時まで、後に24時間営業となる予定。

食品生産、包装産業などの展示会

https://www.propakasia.com/  

10月20日（火） ～ 23日（金）

ProPak Asia 2020

食品・包装

工作機械、金属加工などの展示会

https://www.intermachshow.com/
2020/en/index.asp

９月23日（水） ～ 26日（土）

INTERMACH 2020

製造

自働車、二輪の展示即売会

https://www.facebook.com/
bigmotorsale.yanyont/ 

８月21日（金） ～ 30日（日）

Big Motor Sale
2020

自動車

医療・健康関連の製品などの見本市

https://www.medlabasia.com/
asiahealth/en/home.html

10月28日（水） ～ 30日（金）

Asia Health Exhibition
2020

医療・健康

湿度管理生産技術などの見本市

https://www.horti-asia.com/

10月14日（水） ～ 16日（金）

Horti Asia 2020

農業

eスポーツ施設がバンコクに誕生
AISがサムヤン・ミットタウンに開設

「COVID-19状況下における不正リスクと企業の対応」
― PwCタイがオンラインセミナー開催

　PwCタイは、6月24日（水）にオンラインセミナー「COVID-19
状況下における不正リスクと企業の対応」を開催し、東南ア
ジア各国および日本から300名近い日本企業の経営層が参
加した。
　COVID-19の世界的大流行は、経済活動の停滞と不確
実性を引き起こし、多くの企業は、事業継続に重点を置いた
「ニューノーマル」へのシフトを急ピッチで進めている。講師を
務めた同社リスク・コンサルティング部門の吉川英一氏は、
「急速且つ前例のない変化は不正を起こす原因とされる『機
会』『動機』『正当化』を生み出し、企業にとって大きなリスクと
なるため、今こそあるべき経営者の姿勢、従業員への配慮を
示し、適切なメッセージを発信する等、『心』を大切にする事
が求められている」と、述べた。
　PwCタイでは、現在、会社全体の不正リスク耐性を評価す
る「Fraud Health Check」、不正の温床となりやすい従業
員とベンダーとの関係性を「見える化」するデータ分析等のプ
ロモーションを行っており、より多くの企業に対して危機下の
不正リスクから身を守るための支援を行っている。

PICK UP NEWS

データの「見える化」によるリスク管理

15th floor Bangkok City Tower, 179/74-80 South Sathorn Road, Bangkok 10120

お問合せ先

吉川 英一
Office : +66 (0) 2844 1249 / Mobile: +66 (0) 61 413 0774
Email :  eiichi.yoshikawa@pwc.com

PricewaterhouseCoopers Consulting (Thailand) Ltd.

セミナーでは、リモート環境下における不正予防、データの活用に関する質問が多く寄せられた。

Delnnets、光触媒＋イオンクラスター搭載
空気清浄機「ALCURE」の展示会を開催

　6月22日、23日、Delnnets Co., Ltd.は同社の新商品
「ALCURE（アルキュア）」の展示会を開催しました。
　光触媒チタン＋UVとイオンクラスターモジュールを搭
載した空気清浄機ALCUREは、同時に搭載されてい
る活性炭フィルターとHEPAフィルターによって汚染物
質、有害物質、その他の病原性細菌を完全に分解し、
より衛生的な空間を作り出します。
　光触媒は紫外線を照射した際に電子が発生し、有
害物質を二酸化炭素と水に分解するので、オゾンのよ
うな人体に有害な物質が発生することがありません。ま
た工事も一切不要ですので、場所を選ぶことがなく設
置が可能です。
　また一番の特徴であるのが、大きな空間を清浄する
能力を発揮するBLDCモーターの採用。このBLDC
モーターが高い処理能力を持ちながら、高い静粛性を
実現しています（最長到達距離45m）。
　耐久性が高く、脱臭・除菌効果に優れたALCURE 
UV LED空気清浄機は、従来の集合型エアフィルター
よりもはるかに高い空気清浄効果を発揮するため、タイ
の空気汚染・ウイルス対策として効果的です。

ALCURE All in One フィルターの優位性

PM2.5などの微粒子を除去

バクテリアとウイルスを99.995%除去

大空間を一台で清浄

オゾンフリー たばこ臭などの臭いを除去

1台で
1,100㎡まで
対応可能

PICK UP NEWS

ベトナム・インドネシア対応可能

246 Times Square Bldg., 24F 24-03, 
Between Soi Sukhumvit 12 & 14, Sukhumvit Road,
Klongtoey, Klongtoey, Bangkok 10110
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 生産台数 71,704 -58.5 606,132 -43.1

 国内販売台数 58,013 -32.6 328,604 -37.3

 輸出（CBU）台数 50,049 -48.7 350,550 -37.4

 乗用車 20,768 -41.3 119,716 -42.0

 商用車

 （1トンピックアップ、SUV含む） 37,245 -26.4 208,888 -34.2

 1トンピックアップ 29,576 -26.7 166,409 -35.6

 合計 58,013 -32.6 328,604 -37.3

 乗用車 25,797 -63.4 228,564 -46.7

 バス 17 -41.4 109 -49.8

 ピックアップ    

 1トン以下ピックアップ 0 - 0 -

 1トンピックアップ 45,100 -54.6 368,562 -40.8

 　2ドアピックアップ 13,857 -51.6 96,743 -43.9

 　4ドアピックアップ 25,922 -56.0 222,811 -40.1

 　PPV 5,321 -55.3 49,008 -36.7

 5トン以下トラック 79 -88.9 2,101 -35.7

 5-10トントラック 114 -69.8 1,228 -42.9]

 10トン以上トラック 597 -66.9 5,568 -42.4

 合計 71,704 -58.5 606,132 -43.1

 完成車（輸出額） 29,238.8 -43.1 187,979.5 -34.1

　　　   （台数） 50,049 -48.7 350,550 -37.4

 エンジン 659.0 -79.0 10,573.6 -36.2

 部品  4,954.9 -69.5 63,891.7 -34.1

 スペアパーツ 1,208.1 -43.9 9,961.4 -17.6

 合計  36,060.7 -50.5 272,406.3 -33.7

A S E A N ＋ 
バンコク国際モーターショー開催
新車投入も受注台数は大幅減

　７月15日～26日まで自動車、二輪の展示
即売会「バンコク国際モーターショー」がバ
ンコク郊外の展示施設インパクトで開催さ
れた。ベンツが出展を取り止めなどあったも
のの、17万㎡のスペースに自動車27ブラン
ド、二輪12ブランドが出展。各社は新車を投
入し、販売増へのテコ入れを図った。
　トヨタは同9日にタイで世界初公開した小
型スポーツ用多目的車（SUV）「カローラク
ロス」を出展。1966年から販売されているト
ヨタの人気シリーズ、カローラの中で初めて
のSUVとなった。チャチュンサオ県の工場で
生産され、燃費はハイブリッド（HV）モデルで

23.3㎞/L、ガソリンエンジンモデルで15.4
㎞/Lとなる。価格は95万9,000バーツ～。
　日産は６月24日に発表された小型SUV
「キックス」を出展。ガソリンを燃料にエンジン
が発電機を回して電気を作り、モーターを回
す電動駆動装置e-POWERを搭載してい
る。タイの工場で生産され、価格は88万
9,000バーツ～。
　当初、３月に予定されていたが新型コロナ
ウイルスの影響で延期を重ねた。コンパニオ
ンはフェイスシールドを着用、各ブースに人数
制限を設けるなど感染防止策を実施。期間
中に自動車18,381台（前年比52％減）、
二輪4,410台（同18％減）が受注された。

運転挙動反映型の自動車保険販売
安全運転の度合いで翌年割引
　あいおいニッセイ
同和損害保険のタイ
現地法人あいおいバ
ンコクインシュランス
は６月から、トヨタモーター（タイランド）が展開
するコネクテッドカーを対象にした運転挙動
反映型テレマティクス自動車保険「TOYO-
TA Care PHYD」の販売を開始した。
　テレマティクスとは、GPSなどの車載機器と
通信システムを利用して、さまざまな情報や
サービスを提供する仕組み。一方、コネクテッド
カーはインターネットに常時接続し、運転手の
運転動態を取得できる通信機器を備えてい
る。これらにより急加速、急ブレーキなどの運
転挙動と走行距離に応じて安全運転の度合
いをスコア化し、翌年の保険料を割引する。
　同社は既にタイで走行距離連動型自動車
保険を17年から発売。TOYOTA Care 
PHYDはタイ初の本格的な運転挙動反映型
保険となる。

タイの自動車生産・販売台数／関連輸出額（2020年６月）
《国内販売台数》《概要》

《自動車関連輸出額》 （単位：100万バーツ）

【出典：タイ工業連盟、タイ自動車インスティテュート、Toyota Motor Thailand Co., Ltd. 、報道各種】

《生産台数》

    自動車・二輪産業ニュース

2020年6月 前年同月比
増減%

前年同期比
増減%

 
2020年6月

 前年同月比  前年同期比
  増減％  増減％

2020年１月
～6月累計

前年同月比
増減％

2020年
6月

前年同期比
増減％

2020年１月
～6月累計

2020年6月 前年同月比
増減％

前年同期比
増減％

2020年１月
～6月累計

 

2020年１月
～6月累計

サイト内は英語、タイ語、
日本語で検索可能です！

タイの物流倉庫・賃貸倉庫検索サイト
Find Warehouse Thailand

タイ王国 77 県エリア、バンコク、シラチャー、ラ
ヨーン、他、各県にある主要工業団地の賃貸倉庫、営
業倉庫の検索が可能。倉庫オペレーションに必要な
機材、サービスの専門業者もご紹介しています。

サイトの倉庫情報から直接メール、電話で所有会社
へご連絡頂けます。サイトご利用による会員登録、
利用手数料、成約手数料は一切掛かりません。

URL：http://www.find-warehouse.com
TEL： 064-934-9714（Ms.Supeephat / タイ語・英語）

E-Mail：info@find-warehouse.com

【お問い合わせ先】
日本人直通 (担当：内堀)
Mail：gdm-info@gdm-asia.com
TEL：02-651-5655
Web：www.arayz.com

ビジネスパーソンへ向けた広告をお考えの方はぜひお気軽にお問い合わせください。

A4サイズ 見開き2ページ 56,000THB/回

A4サイズ 1ページ 29,800THB/回

A4サイズ 1/2ページ 17,300THB/回

A4サイズ 1/4ページ 9,400THB/回

ArayZでは毎月、タイ・ASEANの旬な内容をお届けしております。

無料定期購読も随時承っておりますのでご希望の方はご連絡ください。

▼お問合せフォーム

タイ、ASEANの今がわかる
ビジネス・経済情報誌

広告掲載を募集中！

● 配布場所は日系書店、公的機関、日系スーパー・飲食店、
 ホテルなど在タイ日本人の目に留まるエリアです。

● 定期購読者の多くはタイで働く日本人です。

● 郊外（アユタヤ/チョンブリ/ラヨーンなど）にも
 配送しています。

● 広告掲載内容はウェブサイトでも掲載しています。

● 掲載費用はデザイン/写真撮影/販促活動
 全て含んだパッケージ価格でのご案内です。

ビジネス情報誌『ArayZ』掲載へのメリット

定期購読日系企業4,700社（延べ7,500部）に、
毎月直接配送でお届けしています！

掲載を希望する方は件名を「セミナー告知希望」として、
まずは gdm-info@gdm-asia.com までご連絡ください。
毎月20日締め切り、翌月10日発行のスケジュールです。
※掲載にあたり、セミナーで『ArayZ』を配布していただくことが条件になります。

※掲載応募多数の場合は、ご遠慮いただくことがあります。

日程：8月20日（木）14：00 ～ 17：00　
会場：パーソネルコンサルタント社セミナールーム
　　 （アソーク交差点Interchange Bldg.）
費用：1,500バーツ
講師：弘畠夕子（米国公認会計士／MD of ProMission Co., Ltd.)
申込／詳細：takahashi@personnelconsultant.co.th

会計セミナー
「超入門」 

経営者のための 
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タイ現地化４.0　コロナ禍とその後を生き残る、生産性高い組織の作り方
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イ
人
社
員
が
共
に
働
き
、タ
イ
と
日
本
の

２
つ
の
国
民
文
化
、価
値
観
が
社
内
に
存

在
し
ま
す
。た
だ
、日
本
人
社
員
の
多
く

は
駐
在
員
で
、お
お
よ
そ
３
年
か
ら
５
年

の
任
期
を
終
え
る
と
日
本
に
帰
国
。そ

し
て
、新
し
い
日
本
人
駐
在
員
が
赴
任
し

ま
す
。

　
そ
の
中
で
、日
系
企
業
が
抱
え
る
課
題

の一つ
が
現
地
化
で
し
た
。現
地
化
は
そ
も

そ
も
、各
国
の
地
域
的
特
質
に
合
っ
た
企

業
運
営
の
姿
を
言
い
ま
す
。た
だ
、近
年
は
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競
争
の
激
化
か
ら
タ
イ
人
社
員
に
比
べ
人

件
費
そ
の
他
を
合
わ
せ
た
ト
ー
タ
ル
コ
ス

ト
の
掛
か
る
日
本
人
駐
在
員
を
減
ら
し
、

タ
イ
人
幹
部
に
置
き
換
え
る
こ
と
が
現
地

化
と
さ
れ
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、日
本
人
駐
在
員
を
減
ら
す
こ

と
だ
け
が
目
的
化
し
て
し
ま
っ
た
た
め
、

後
々
に
な
っ
て
人
事
制
度
が
意
図
通
り
に

運
用
さ
れ
ず
優
秀
な
人
材
の
流
出
が
続
い

た
り
、後
継
者
が
育
っ
て
い
な
い
ま
ま
任
せ

る
こ
と
に
な
り
、問
題
が
各
所
で
発
生
し

減
ら
さ
れ
た
日
本
人
駐
在
員
が
火
消
し

に
追
わ
れ
続
け
て
い
る
、な
ど
と
い
っ
た
こ

と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

現
地
化
４・０
と
は

　
今
回
提
案
す
る
現
地
化
４・０
と
は
、タ

イ
の
拠
点
が
自
立
的
に
戦
略
を
立
て
、現

地
で
の
生
産
や
販
売
を
促
進
し
、さ
ら
に

周
辺
国
へ
と
市
場
を
拡
大
。そ
の
中
で
現

地
の
事
情
に
精
通
し
た
人
た
ち
が
、地
域

の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
製
品
、サ
ー
ビ
ス
を
適

切
な
コ
ス
ト
の
中
で
開
発
、提
供
し
て
い

く
。そ
ん
な
姿
を
新
た
な〝
現
地
化
〞と
し

て
掲
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
現
地
化
１・０
が
拠
点
立
ち
上
げ
か
ら

安
定
操
業
ま
で
、２・０
は
安
価
な
人
件
費

を
活
か
し
た
日
本
品
質
の
生
産
及
び
サ
ー

ビ
ス
提
供
、３・０
は
現
地
企
業
や
周
辺
国

の
台
頭
に
よ
る
競
争
激
化
と
コ
ス
ト
削
減

圧
力
の
中
で
の
企
業
運
営
と
す
る
と
、４・

０
は
タ
イ
が
日
本
本
社
の
指
示
に
従
っ
た

り
、意
向
を
伺
っ
た
り
と
受
け
身
の
姿
勢

に
終
始
す
る
だ
け
で
な
く
、自
ら
高
い
付

加
価
値
を
生
み
出
し
て
い
く
状
態
へ
の
変

化
だ
と
捉
え
て
い
ま
す（
図
表
２
）。

　
あ
く
ま
で
現
地
化
は
、企
業
が
事
業
目

標
を
海
外
で
ス
ム
ー
ズ
に
達
成
す
る
た
め

に
あ
り
ま
す
。結
果
と
し
て
、タ
イ
人
の
人

材
が
育
ち
、彼
ら
が
自
分
た
ち
で
目
標
を

設
定
し
、問
題
を
解
決
、結
果
を
出
し
て

い
く
。そ
し
て
、そ
こ
に
は
日
本
人
駐
在
員

が
介
在
し
な
い
と
い
う
状
況
が
生
ま
れ

る
。日
本
人
駐
在
員
の
削
減
は
結
果
で

あ
っ
て
、目
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。そ
ん
な

現
地
化
４・０
を
実
現
す
る
た
め
に
必
要

な
の
が
生
産
性
の
向
上
で
す
。

　
で
は
ど
う
す
れ
ば
オ
フ
ィ
ス
や
工
場
で
、

今
よ
り
高
い
成
果
を
出
す
こ
と
が
で
き
る

の
か
、見
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

タイ 4.0現地化
現地主導で成長を加速させる拠点を目指す

コロナ禍とその後を生き残る、生産性高い組織の作り方

　人件費の高騰やベトナムなど周辺国の台頭により、製
造業を筆頭とするタイの優位性に陰りが生じている。加え
て、年明けからの新型コロナウイルスの世界的な感染拡
大。タイ拠点の今後の在り方を見直している企業も少なく
ない。厳しい環境をどう乗り越えていくべきか。日系企業の
課題である現地化と生産性向上に関して知見のある日本
能率協会コンサルティング（JMAC）に話を伺った。

タイの日系企業 現地化4.0図表２

海外で描いた事業目標をスムーズに達成する各ステージ

※ 業種業界によって各ステージ詳細は異なる
     （例：自動車・オートバイでは現地化1.0で生産機能と販売機能を立ち上げている）

日系企業がタイに拠点を設立
生産機能での安定操業を目指す

現地化

1.0

安価な人件費のもと、日本並みの
品質と納期を目指す

現地化

2.0

周辺国の台頭により激しいコストダウン
圧力にさらされる
高付加価値製品・サービスへの移行を模索
インド・中東・豪亜への輸出拠点化も進む

現地化

3.0

地産地消が本格化し周辺国へ販路拡大
都市部向けハイエンドモデル生産と、
地方向けミドル・ローエンドモデル生産へ

現地化

4.0

日本本社
による
意思決定

日本本社
による
意思決定

現地による
意思決定

タイ拠点の現地化を促進する
組織文化・戦略・制度・仕組み

図表１

タイという土地

「描いた事業目標を海外でスムーズに達成する」という大きな果実
を収穫するためには、組織力、異文化適応力、戦略、制度、仕組み
の運用がKFS（重要成功要因）となる

組織成熟度

人事制度

全社・拠点戦略

工場経営の仕組み

日・タイ
異文化適応力

本社・間接部門
経営の仕組み

成果成果
成果成果

成果成果
成果成果
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知識集約型スタッフの生産性／創造性を高めるため
組織風土改革のフレームワーク

図表４

　
生
産
性
向
上
に
お
け
る
カ
ギ
の一つ
が
可

視
化
で
す
。オ
フ
ィ
ス
や
工
場
の
間
接
部
門

（
製
造
や
営
業
な
ど
の
業
績
に
結
び
付
く
直

接
部
門
を
支
援
す
る
部
門
）で
は
、ス
タ
ッ
フ

や
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
仕
事
は
主
に
知
的
業
務
で

あ
る
た
め
、目
に
見
え
な
い
部
分
が
大
半
を

占
め
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、簡
単
に
は
業
務
遂
行
状
態
が

把
握
で
き
ず
、適
切
な
手
が
打
ち
に
く
い
の

が
現
状
で
す
。日
常
業
務
が
経
理
な
ど
の

ル
ー
チ
ン
ワ
ー
ク
主
体
な
ら
ま
だ
し
も
、ク
リ

エ
イ
テ
ィ
ブ
な
要
素
が
増
せ
ば
増
す
ほ
ど
、な

お
さ
ら
可
視
化
の
難
易
度
が
上
が
り
ま
す
。

そ
う
いっ
た
中
で
生
産
性
を
上
げ
て
い
く
た

め
に
、２
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
あ
り
ま
す
。

① 

業
務
改
革

　
外
か
ら
見
る
と
分
か
り
に
く
い
業
務
で

あ
る
か
ら
こ
そ
、「
見
え
る
化
」が
よ
り
重
要

と
な
り
ま
す
。ま
ず
は
社
内
に
ど
ん
な
業
務

が
あ
り
、そ
れ
ぞ
れ
の
業
務
に
ど
れ
く
ら
い

の
時
間
が
掛
か
っ
て
い
る
か
、現
状
を
把
握

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
業
務
の
流
れ
や
工
数
、分
担
構
造
を
見
え

る
化
し
、Ｅ
Ｃ
Ｒ
Ｓ（
図
表
３
）と
い
う
視
点

で
、業
務
フ
ロ
ー
や
管
理
体
制
を
見
直
し
て

い
き
ま
す
。

　
例
え
ば
、あ
る
企
業
の
経
理
部
で
は
期
末

時
に
大
幅
な
残
業
が
発
生
し
て
問
題
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。調
べ
て
み
る
と
、業
務
フ
ロ
ー

が
二
重
な
ら
ぬ
三
重
な
い
し
四
重
チ
ェッ
ク
の

体
制
に
な
っ
て
お
り
、長
時
間
の
残
業
に
繋

が
っ
て
い
ま
し
た
。そ
の
フ
ロ
ー
は
I
T
ツ
ー

ル
改
定
前
の
環
境
で
、か
つ
ス
タ
ッ
フ
た
ち
が

ま
だ
経
験
の
浅
い
時
に
設
定
さ
れ
た
も
の

で
、I
T
ツ
ー
ル
が
更
新
さ
れ
ス
タ
ッ
フ
た
ち

に
経
験
が
蓄
積
さ
れ
て
ス
キ
ル
の
高
い
集
団

に
な
っ
た
後
も
、一切
改
定
さ
れ
な
い
ま
ま
踏

襲
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。

　
見
え
る
化
す
る
こ
と
で
、そ
れ
ま
で
の
業

務
の
進
め
方
に
問
題
が
あ
っ
た
り
、決
め
ら

れ
た
ル
ー
ル
自
体
が
適
切
で
は
な
か
っ
た
、と

い
う
発
見
に
も
繋
が
り
ま
す
。

② 

組
織
人
材
開
発

　
知
的
業
務
を
主
体
と
す
る
部
門
に
お
い

て
は
、絶
え
間
な
い
創
造
と
知
的
生
産
性
向

上
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。ス
タ
ッ
フ
の
日
常

業
務
を
、チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
活
か
し
た〝
見
え

る
〞仕
事
の
ス
タ
イ
ル
に
変
え
る
こ
と
に
よ

り
、知
的
生
産
性
向
上
と
組
織
風
土
の
活

性
化
が
同
時
に
実
現
で
き
ま
す
。

　
例
え
ば
日
常
業
務
の
中
で
、「
同
じ
様
な

問
題
の
再
発
が一向
に
な
く
な
ら
な
い
」「
期

待
し
て
い
る
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
が
予
定
通
り
出

て
こ
な
い
」な
ど
、悩
み
を
抱
え
て
い
る
企
業

は
少
な
く
な
い
は
ず
で
す
。そ
う
いっ
た
問

題
が
重
な
り
、業
績
に
も
影
響
し
て
い
る

ケ
ー
ス
が
あ
る
で
し
ょ
う
。そ
の
場
合
、コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョン
の
取
り
方
や
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
、マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
関
わ
り
方
に
改
善
の
余
地
が

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。次
の
３
点
が
改
善

の
ス
テ
ッ
プ
に
な
り
ま
す
。

• 

組
織
の
問
題
点
を
可
視
化

　
そ
れ
ぞ
れ
の
社
員
が
ど
ん
な
認
識
で
業

務
を
遂
行
し
て
い
る
か
、自
由
に
意
見
を
出

し
て
も
ら
い
ま
す
。言
わ
ば
問
題
点
の
吐
き

出
し
で
す
。

　
た
だ
、そ
の
際
に
は
工
夫
が
必
要
で
す
。一

般
的
に
タ
イ
人
は
日
本
人
よ
り
も
権
力
の

格
差
を
受
容
す
る
傾
向
が
高
く
、よ
り
目

上
の
人
に
遠
慮
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

普
段
の
組
織
の
ま
ま
で
は
率
直
な
意
見
は

出
て
き
ま
せ
ん
。普
段
の
組
織
か
ら
切
り
離

し
て
、部
下
は
部
下
、上
司
は
上
司
だ
け
で

集
ま
って
も
ら
い
、意
見
を
吸
い
上
げ
ま
す
。

　
す
る
と
、様
々
な
実
態
が
浮
か
び
上
が
っ

て
き
ま
す
。「
目
的
が
分
か
ら
ず
タ
ス
ク
ば

か
り
が
ア
サ
イ
ン
さ
れ
る
」「
上
司
の
ア
ド
バ

イ
ス
が
朝
令
暮
改
」、さ
ら
に
は「
ど
う
せ
日

本
人
の
上
司
は
５
年
で
日
本
に
帰
っ
て
し
ま

う
」な
ど
、時
に
は
日
本
人
駐
在
員
に
は
耳

が
痛
い
よ
う
な
日
本
人
に
対
す
る
要
望
も

出
て
く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
例
え
ば
タ
ス
ク
の
目
的
が
共
有
さ
れ
て
い

な
い
、と
いっ
た
問
題
は
す
ぐ
に
解
決
で
き
ま

す
。し
か
し
、残
業
が
多
す
ぎ
る
、納
期
通

り
に
仕
事
が
終
わ
ら
な
い
、期
待
し
て
い
た

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
が
出
て
こ
な
い
な
ど
、様
々
な

要
因
が
複
雑
に
絡
ま
っ
て
い
る
問
題
に
は
、

次
の
２
点
に
よ
り
組
織
の
在
り
方
自
体
を

変
え
る
こ
と
で
対
応
し
ま
す
。

• 

合
意
と
納
得
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　
一
言
で
言
え
ば
、上
司
の
関
わ
り
方
を
変

え
る
こ
と
で
す
。部
下
に
仕
事
を
割
り
当
て

る
時
、上
司
が
し
っ
か
り
と
関
わ
って
本
人
が

納
得
す
る
よ
う
な
説
明
を
し
、合
意
を
取

り
付
け
る
の
で
す
。

　
あ
る
企
業
に
期
待
さ
れ
て
い
る
中
堅
社

員
が
い
ま
し
た
。上
司
は
将
来
、マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
に
な
れ
る
人
材
と
見
込
ん
で
仕
事
を

次
々
と
ア
サ
イ
ン
し
て
い
き
ま
し
た
。「
一
皮

む
け
て
ほ
し
い
」、そ
ん
な
思
い
で
し
た
。し
か

し
当
人
は
、「
隣
の
人
が
定
時
で
帰
る
の
に
、

な
ぜ
自
分
だ
け
仕
事
が
増
え
る
の
か
」と
不

満
を
抱
き
、退
職
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
育
成
と
い
う
意
図
が
あ
り
、キ
ャ
リ
ア
パ

ス
ま
で
描
か
れ
て
い
た
の
に
、そ
れ
ら
が
本
人

に
全
く
共
有
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
。上

司
が
本
人
に
意
図
を
共
有
し
合
意
が
形
成

さ
れ
て
い
れ
ば
、防
ぐ
こ
と
が
で
き
た
退
職

で
し
た
。

• 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
タ
イ
ル
を

　

 

変
え
る

　
日
本
人
と
同
様
に
、タ
イ
人
も
上
司
ら
に

遠
慮
し
て
会
議
な
ど
で
反
対
意
見
な
ど
を

あ
ま
り
表
明
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。そ

ん
な
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
の
ス
タ
イ
ル
を
変
え

る
試
み
が
あ
り
ま
す
。

　
例
え
ば
、一つ
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
場
を
ど

ん
な
発
言
を
し
て
も
構
わ
な
い
、そ
れ
が

上
司
へ
の
反
対
意
見
で
も
問
題
な
い
、と
設

定
し
て
そ
う
い
っ
た
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

中
で
仕
事
の
検
討
を
し
て
い
く
の
で
す
。

　
オ
フ
ィ
ス
の
生
産
性
向
上
、特
に
非
ル
ー

テ
ィ
ー
ン
ワ
ー
ク
を
し
て
い
る
人
に
と
っ
て

は
、②
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
③
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
を
変
え
る
こ
と
で
、④
活
動
成
果
を
改

善
さ
せ
、そ
の
結
果
、①
仕
事
へ
の
動
因（
モ

チ
ベ
ー
シ
ョン
）が
向
上
し
ま
す
。す
る
と
②

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
さ
ら
に
改
善
さ
れ
て

い
く
、と
い
う
サ
イ
ク
ル
が
生
ま
れ
て
く
る
の

で
す（
図
表
４
）。

オ
フ
ィ
ス
・
間
接
部
門
の
生
産
性
向
上

タイ現地化４.0　コロナ禍とその後を生き残る、生産性高い組織の作り方

改善の４原則ECRSとは？図表３

業務の改善を考える場合、最初に検討するべき視点が、「E（排除）」
とされる。間接業務においては、報告・会議・効果の少ない活動をなく
すことができれば効果は大きい。改善においては、まず業務の「E」を
検討することが重要と考えられる

Eliminate ： 排除E

「E」の検討が終わった後は、次に検討する視点が「C（結合と分離）」
である。類似の業務を結合し集中化すると、必要な設備・工具・備品な
どが削減し、作業者個人が必要とするスキル数も減少する

Combine ： 結合と分離C

「E」「C」が終わった後に検討する視点が、「R（入替えと代替）」であ
る。作業順序・作業場所・担当作業者の入替などを変更する視点か
ら、業務の小規模再設計がこれに当たる

Rearrange ： 入替えと代替R

「E」「C」「R」の後、最後に検討する視点が「S（簡素化）」である。業
務実態を測定、分析し、動作・要素・作業・工程単位での、あるべき姿
を設計し導入する活動である

Simplify ： 簡素化S

出所 ： 日本能率協会コンサルティング （https://www.jmac.co.jp/glossary/2016/10/ecrs.html）よりArayZ編纂

タイ

④活動成果

充実感 個人への報酬

会社の評価貢献度

③組織有効性
（マネジメント）

リーダーシップスタイル 管理機能

意思決定の型役割認識

①仕事への動因
（モチベーションなど）

動機付け 仕事への価値

仕事への態度能力・意欲

②コミュニケーション

チームワークの
雰囲気 上下関係

コミュニケーション
パターン

同僚関係

出所：東工大とJMAグループの共同研究成果よりArayZ編纂

「仕事への動因（モチベーションなど）」が良くなれば、大きな「活動成果」に繋がりますが、ここに直接働きかける方法はありま
せん。しかし、上記のように仕事上の「コミュニケーション」や「組織有効性」を変革することで活動成果に繋がり、それがまた仕
事への動因を高める好循環が生まれます。
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タ
イ
に
お
け
る
Q
C
D
の
課
題

● 

品
質

　
製
造
業
に
お
け
る
生
産
管
理
で
重
要

な
３
点
を
Ｑ
Ｃ
Ｄ（
品
質
、コ
ス
ト
、納
期
）

と
呼
び
ま
す
。そ
の
中
で
も
重
要
な
品
質

に
お
い
て
、我
々
が
品
質
意
識
と
呼
ん
で
い

る
良
い
製
品
が
作
ら
れ
て
い
る
か
ど
う
か

を
確
認
す
る
力
が
、タ
イ
の
現
場
ス
タ
ッ
フ

に
弱
い
と
感
じ
ま
す
。

　
タ
イ
の
製
造
現
場
に
も
品
質
管
理
工

程
表
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。各

工
程
で
ど
ん
な
品
質
を
守
ら
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、ど
ん
な
風
に
管
理
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
か
を
明
文
化
し
た
も
の
で
す
。そ

う
いっ
た
も
の
が
あ
ま
り
理
解
で
き
て
い
な

い
、理
解
し
て
い
て
も
実
行
で
き
て
い
な
い

ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

　
例
え
ば
、検
査
し
た
ら
記
入
す
る
点
検

票
が
あ
り
ま
す
。普
通
な
ら
一
項
目
ず
つ

検
査
し
て
、記
入
し
て
い
き
ま
す
。と
こ
ろ

が
現
場
の
ス
タ
ッ
フ
は
段
々
と
面
倒
く
さ

く
な
り
、見
て
も
い
な
い
の
に
記
入
し
た

り
、全
部
ま
と
め
て
記
入
す
る
よ
う
に
な
っ

た
り
し
ま
す
。ま
た
、誤
っ
た
方
法
で
検
査

が
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、ク
レ
ー
ム
発
生
時
は
、そ
の
工
程
や

発
生
要
因
を
追
究
、対
策
を
実
施
す
る
こ

と
で
再
発
を
防
止
し
ま
す
が
、そ
の
と
き
に

大
切
な
の
は
関
連
す
る
ス
タ
ッ
フ
が
そ
の
内

容
を
理
解
し
て
行
動
す
る
こ
と
で
す
。し
か

し
タ
イ
の
製
造
拠
点
に
お
い
て
は
、管
理
者

（
日
本
人
駐
在
員
）が
対
策
を
検
討
し
、現

場
の
作
業
者
へ
指
示
す
る
だ
け
で
展
開
し
て

い
る
状
況
が
よ
く
発
生
し
ま
す
。

　
現
場
の
作
業
者
は
そ
の
よ
う
な
ク
レ
ー

ム
が
出
た
こ
と
を
知
ら
ず
、単
に
管
理
者

か
ら
の
命
令
に
よ
り
作
業
方
法
が
変
わ
っ

た
と
い
う
認
識
し
か
し
て
い
な
い
こ
と
が

多
い
で
す
。そ
の
た
め
、対
策
が
徹
底
さ
れ

ず
、あ
る
い
は
誤
解
さ
れ
た
ま
ま
作
業
が

行
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

● 

コ
ス
ト

　
タ
イ
に
製
造
拠
点
を
置
く
大
き
な
目

的
の一つ
は
、コ
ス
ト
競
争
力
に
あ
る
と
い
っ

て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。し
か
し
、製

造
拠
点
に
問
題
が
多
発
し
、追
加
費
用
が

多
く
発
生
し
て
い
る
企
業
が
多
い
こ
と
も

見
逃
せ
ま
せ
ん
。

　
品
質
や
デ
リ
バ
リ
ー
で
も
基
準
や
計
画

か
ら
逸
脱
す
る
こ
と
で
多
大
な
費
用
が
掛

か
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。材
料
や
部
品

の
追
加
発
注
、緊
急
輸
送
の
た
め
の
デ
リ
バ

リ
ー
費
用
な
ど
余
計
な
費
用
が
発
生
す

る
理
由
は
多
岐
に
渡
り
ま
す
。

● 

納
期

　
タ
イ
で
は
在
庫
管
理
や
納
期
管
理
の
難

し
さ
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。生
産
計
画
通
り

に
製
造
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
企
業
も
見

受
け
ら
れ
ま
す
。調
達
部
品
の
遅
れ
、生

産
計
画
の
拙
さ
、製
造
現
場
の
ト
ラ
ブ
ル

な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、こ
れ
ら
の
問
題
が

同
時
多
発
的
に
発
生
し
て
混
乱
し
て
い
る

現
場
に
出
合
う
こ
と
も
珍
し
く
あ
り
ま

せ
ん
。ま
た
、計
画
的
な
生
産
が
で
き
な
い

た
め
、製
品
在
庫
も
過
剰
に
持
た
ざ
る
を

得
ず
、逆
に
注
文
が
減
ら
さ
れ
て
し
ま
う

な
ど
工
場
経
営
に
大
き
な
影
響
を
与
え

て
い
る
現
場
が
あ
る
こ
と
も
事
実
で
す
。

　
タ
イ
人
の
気
質
が
影
響
し
て
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、納
期
を
守
る
こ
と
へ
の
意

識
が
希
薄
な
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。納
期

を
守
る
た
め
に
は
日
々
の
計
画
を
完
遂
す

る〝
や
り
じ
ま
い
〞が
と
て
も
重
要
で
す
。し

か
し
、や
り
じ
ま
い
が
で
き
て
い
る
現
場
は

少
な
く
、勤
務
時
間
が
終
わ
れ
ば
作
業
終

了
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
現
場
が
多
い
こ

と
も
、タ
イ
の
実
態
の
よ
う
に
思
い
ま
す
。

「
仕
組
み
作
り
」と「
人
作
り
」

　
こ
れ
ら
の
課
題
は
早
期
に
解
決
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
が
、そ
の
た
め
の
解
決
策

を
ま
と
め
る
と「
仕
組
み
作
り
」と「
人
作

り
」の
２
つ
に
な
り
ま
す
。

　
安
定
し
た
運
営
を
早
期
に
実
現
す
る

た
め
に
は
、管
理
者
や
作
業
者
に
極
力
依

存
し
な
い
仕
組
み
作
り
が
大
切
で
す
。仕

組
み
と
は
、調
達
や
製
造
、生
産
管
理
な

ど
製
造
拠
点
の
中
に
お
け
る
、あ
ら
ゆ
る

作
業
が
対
象
と
な
り
ま
す
。こ
れ
ら
を
管

理
者
や
作
業
者
が
考
え
な
く
て
も
間
違

え
な
い
方
法
に
設
計
し
、そ
れ
を
明
文
化

し
て
定
着
を
図
る
の
で
す
。ま
た
、不
具
合

が
発
生
し
た
ら
次
に
進
ま
な
い
よ
う
な
工

夫
を
埋
め
込
む
こ
と
も
重
要
で
す
。

　
仕
組
み
の
改
善
を
進
め
つ
つ
、マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
力
や
固
有
ス
キ
ル
を
育
成
す
る
人
作

り
も
必
要
で
す
。具
体
的
に
は
、解
決
す
べ

き
課
題
の
優
先
順
位
を
明
確
に
し
、優
先

度
の
高
い
課
題
に
日
本
人
と
現
地
ス
タ
ッ

フ
と
で
取
り
組
む
の
で
す
。

　
た
だ
し
、指
示
し
て
や
ら
せ
る
の
で
は
な

く
、目
的
・
手
段
を
一
緒
に
考
え
、現
地
ス

タ
ッ
フ
に
納
得
さ
せ
な
が
ら
行
う
こ
と
が

肝
要
で
す
。そ
の
際
、理
解
し
た
こ
と
を
自

ら
説
明
さ
せ
て
、理
解
度
を
確
認
す
る
の

も
有
効
で
す
。こ
の
実
践
を
通
じ
て
、日
本

人
と
の
連
携
が
進
み
、技
能
伝
承
も
進
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

タイ現地化４.0　コロナ禍とその後を生き残る、生産性高い組織の作り方

言って聞かせ、やって見せ、やらせてみせ、
褒めるべきを褒め、指摘すべきを指摘する

タイ製造拠点における経営課題と処方箋図表５

Column

工
場
・
直
接
部
門
の
生
産
性
向
上

タイ

【仕組み作り】
・製造／業務プロセス
・マネジメント（業績管理）
・人事制度

【人作り】
・求められる知識・技術
・教育の場作り
・個人評価と意欲付け

相変わらず上がらない品質レベルへの対応Q

人件費上昇に対応するローコストオペレーションC

生産管理の正しい運用（製造リードタイム、在庫）D

設備導入・メンテナンスの現地化F

人材育成（ローカルマネジャー）HM

工場マネジメントの仕組みづくり・定着化M 文化や風習など
各国・地域への適応

連動 同時

アジア製造拠点の解決すべき課題 ２つの作り込み

　言葉を伝えるなら優秀な通訳の採用
は一つの解決策です。しかし、言葉だけ
では意図が通じないケースもあります。
　日系企業の工場で日本人の熟練技
能者がタイ人スタッフを指導している様
子を見たことがあります。ある素材を熱
して、成型するプロセスです。熱し方が
難しく、炎や熱せられた素材の色合いを
見ながら作業する必要があります。私た
ち素人目には、色の区別なんてとてもつ
きません。
　その熟練技能者は自分で模範を見
せながら、通訳を介してポイントなどをこ
と細かく説明。その後、タイ人スタッフに
やらせてみると、うまくできたのです。ス

タッフは理解したのです。言葉だけで
なく、行動を伴って教えることで、相
手の理解は深まります。日本では定石
の方法ですが、タイでも通用すると思い
ました。
　その熟練技能者は他の現場でも、
やって見せ、やらせてみて、
その場で指導するというや
り方を徹底していました。そ
の姿勢から、何より彼の根
底にある「良いものを作りた
い」「タイの人に良いものを
作ってほしい」という熱い思
いが伝わってきました。　
　その方は現場からの厚い

信頼を集め、日本に帰国する時は盛大
な送別会を開催してもらい、スタッフが
大きな写真パネルまで作ってくれたそう
です。熟練技能者のモノづくりへの熱
い思いは、多くのスタッフに伝わったの
でしょう。
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タイ現地化４.0　コロナ禍とその後を生き残る、生産性高い組織の作り方

０
０
人
ほ
ど
の
ス
タ
ッ
フ
が
働
く

B
社
の
生
産
技
術
部
門
の
オ

フ
ィ
ス
。以
前
は
隣
の
席
の
人
が
、今
ど
ん

な
仕
事
を
し
て
い
る
か
分
か
ら
な
い
な

ど
、一
人
ひ
と
り
が
バ
ラ
バ
ラ
の
状
態
で
働

い
て
い
ま
し
た
。タ
イ
人
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
も

仕
事
を
部
下
に
振
る
だ
け
で
、そ
の
後
の

フ
ォ
ロ
ー
を
し
ま
せ
ん
。結
局
、問
題
が
発

生
し
て
日
本
人
駐
在
員
が
火
消
し
に
駆

け
回
る
こ
と
に
な
り
苦
し
ん
で
い
ま
し

た
。そ
う
い
っ
た
現
状
を
何
と
か
し
た
い
、

と
お
声
掛
け
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
J
M
A
C
の
組
織
開
発
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
の
最
大
の
特
徴
は
、「
日
常
業
務
を
ダ

イ
レ
ク
ト
に
変
え
る
」こ
と
へ
の
挑
戦
で

す
。特
定
の
対
象
者
だ
け
で
は
な
く
、「
日

常
の
職
場
単
位（
チ
ー
ム
）」で
地
に
足
の

着
い
た
変
革
を
し
、「
組
織
全
体
」で
の
知

的
生
産
性
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
B
社
に
お
け
る
取
り
組
み
の
一つ
と
し

て
、毎
日
の
朝
礼
の
在
り
方
を
変
え
ま
し

た
。今
ど
ん
な
仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
る

か
な
ど
を
日
替
わ
り
で
各
ス
タ
ッ
フ
が
発

表
。仕
事
を
進
め
て
い
く
中
で
判
断
に

輸送機器メーカー 
間接部門 B社の事例

困
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
周
囲
と
相
談
す

る
、報
連
相
の
場
に
し
た
の
で
す
。

　
通
常
の
朝
礼
は
遠
慮
や
無
関
心
、傍
観

者
意
識
が
蔓
延
し
、上
司
か
ら
部
下
へ一

方
通
行
の
伝
達
の
場
に
終
始
す
る
傾
向

が
あ
り
ま
す
。そ
の
朝
礼
は〝
何
を
言
っ
て

も
大
丈
夫
〞な
場
と
し
て
指
定
し
ま
し

た
。そ
う
す
る
と
各
人
た
ち
か
ら
、「
も
っ

と
こ
う
し
た
方
が
良
い
」「
こ
の
点
は
大
丈

夫
な
の
か
」な
ど
指
摘
や
ア
ド
バ
イ
ス
が
出

る
よ
う
に
な
り
、や
が
て
問
題
の
解
決
や

目
標
達
成
へ
向
け
た
知
恵
の
出
し
合
い
、

助
け
合
い
が
生
ま
れ
て
く
る
の
で
す
。

　
タ
イ
人
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
対
し
て
も
、あ

な
た
の
役
割
は
部
下
が
困
っ
て
い
る
こ
と

を
見
つ
け
て
、サ
ポ
ー
ト
し
て
あ
げ
る
こ
と

だ
と
教
育
。マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
徐
々
に
自
分

の
役
割
を
理
解
し
、今
で
は
日
本
人
が
参

加
し
な
く
て
も
、朝
礼
を
切
り
盛
り
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
簡
単
な
報
告
だ
け
な
ら
５
分
で
終
わ

り
ま
す
が
、こ
の
朝
礼
は
30
分
掛
か
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。し
か
し
、結
果
と
し
て

後
々
の
問
題
が
減
り
、日
本
人
駐
在
員
も

本
来
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
業
務
に
時
間
を
割

け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
波
及
効
果
と
し
て
、や
が
て
朝
礼
の
場

以
外
に
も
ス
タ
ッ
フ
が
人
前
で
発
言
す
る

よ
う
に
な
り
、上
司
が
部
下
の
理
解
度
を

確
認
す
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、部
下
が
上

司
の
顔
色
を
伺
う
だ
け
で
な
く
自
分
の
意

見
を
言
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。チ
ー
ム
ビ

ル
デ
ィ
ン
グ
が
部
門
内
だ
け
で
な
く
部
門

横
断
で
進
み
、生
産
性
が
向
上
。ス
タ
ッ
フ

の
定
着
率
も
高
ま
り
、最
終
的
に
目
標
達

成
率
が
上
昇
し
て
い
き
ま
し
た
。

国
に
負
け
な
い
コ
ス
ト
競
争
力

を
持
つ
た
め
に
日
本
か
ら
の
生

産
移
管
で
設
立
さ
れ
た
タ
イ
の
新
工
場
。

し
か
し
、日
本
人
駐
在
員
と
現
地
ス
タ
ッ

フ
と
の一
体
感
は
生
ま
れ
ず
、想
定
し
た
よ

り
コ
ス
ト
競
争
力
も
出
ま
せ
ん
で
し
た
。

現
状
に
危
機
感
を
抱
い
た
日
本
人
社
長

か
ら
依
頼
が
来
ま
し
た
。

　
Ａ
社
に
は
複
数
の
工
場
が
あ
り
ま
す
。

我
々
が
支
援
に
入
っ
た
の
は
、そ
の
内
の一つ

で
、２
０
０
人
ほ
ど
の
ス
タ
ッ
フ
が
働
い
て
い

ま
し
た
。現
地
に
赴
い
て
工
場
を
見
学

し
、経
営
幹
部
と
も
面
談
。提
案
書
を
策

定
し
、そ
の
後
２
ヵ
月
ほ
ど
掛
け
て
改
革
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
作
り
に
入
り
ま
し
た
。現

状
を
分
析
す
る
た
め
、人
や
設
備
の
稼
働

状
況
を
確
認
。す
る
と
、あ
る
設
備
の
稼

働
率
が
低
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
製
品
や
工
程
が
変
わ
る
際
に
生
じ
る

段
取
り
替
え
時
間
が
長
く
な
っ
て
い
た
の

が
原
因
で
し
た
。そ
の
た
め
、段
取
り
替

え
作
業
を
動
画
で
撮
影
し
、作
業
の
手
順

と
時
間
を
測
定
し
チ
ャ
ー
ト
化
し
ま
し

た
。そ
の
チ
ャ
ー
ト
に
基
づ
い
て
、ど
う
す

光学機器部品メーカー

直接部門 A社の事例

れ
ば
そ
の
作
業
を
短
く
で
き
る
か
改
善

案
を
一
緒
に
作
り
、改
善
案
を
ト
ラ
イ
ア
ン

ド
エ
ラ
ー
を
繰
り
返
し
な
が
ら
実
践
し
ま

し
た
。

　
こ
れ
は
一つ
の
例
で
す
が
、こ
の
よ
う
に

各
工
程
ご
と
に
生
産
性
を
高
め
る
た
め
に

何
を
す
れ
ば
良
い
か
、作
業
分
析
を
通
し

て
改
善
案
を
ま
と
め
て
改
善
後
の
実
行

管
理
体
制
も
設
定
し
ま
し
た
。改
善
案

を
検
討
す
る
、あ
る
い
は
改
善
の
進
捗
を

管
理
す
る
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
も
弊
社
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
が
参
加

し
、マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や

各
ス
タ
ッ
フ
の
管
理
技

能
向
上
を
サ
ポ
ー
ト

し
ま
し
た
。

　
２
年
間
に
及
ぶ
取

り
組
み
に
お
い
て
顕

著
な
成
果
が
出
た

テ
ー
マ
は
歩
留
ま
り

（
良
品
率
）の
向
上
で

す
。工
程
の
途
中
で
出

る
Ｎ
Ｇ
品
を
削
減
し

た
こ
と
で
余
分
な
材

料
費
の
削
減
に
繋
が
る
と
共
に
、品
質
を

作
り
込
む
力
が
付
き
、生
産
す
る
ア
イ
テ

ム
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
、大
幅
な

生
産
性
向
上
に
結
び
付
い
た
の
で
す
。

　
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
結
果
と
し
て
、加
工

コ
ス
ト
は
以
前
よ
り
２
割
減
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、利
益
は
２
倍
に
な
り
ま
し
た
。こ

れ
ま
で
よ
り
難
易
度
の
高
い
製
品
の
生
産

も
実
現
。さ
ら
に
タ
イ
人
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の

育
成
が
進
み
、タ
イ
人
工
場
長
候
補
も
誕

生
す
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

※写真はイメージです
※あくまでおおよその数値です

従業員数 6,000人程度

タイ工場運営 30年以上

資本金 約300万バーツ
※あくまでおおよその数値です

形式的だった朝礼の時間が、活発な議論の場に様変わりした

従業員数 4,000人以上

タイ工場運営 50年以上

資本金 -

中２
変
わ
っ
た
朝
礼
の
風
景

チ
ー
ム
で
助
け
合
い
、目
標
達
成
率
も
向
上

利
益
2
倍
、加
工
コ
ス
ト
は
２
割
減

タ
イ
人
工
場
長
候
補
も
誕
生
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タイ現地化４.0　コロナ禍とその後を生き残る、生産性高い組織の作り方

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
今
、日

本
で
何
が
起
こ
っ
て
い
る
か
と
い
う
と
、海

外
の
拠
点
が
輸
出
入
に
関
し
て
リ
ス
ク
が

高
ま
っ
た
の
で
、食
品
に
代
表
さ
れ
る
よ
う

に
継
続
性
を
確
保
す
る
た
め
に
内
製
化
を

進
め
て
い
こ
う
と
い
う
流
れ
が
あ
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て

タ
イ
の
オ
フ
ィ
ス
、製
造
現
場
の
今
後

　
そ
う
す
る
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

問
題
に
限
ら
ず
、安
定
供
給
と
い
っ
た
観

点
で
タ
イ
の
拠
点
は
本
当
に
優
位
性
が
あ

る
の
か
、と
い
う
点
は
こ
れ
か
ら
問
わ
れ
て

く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
タ
イ
国
内
で
タ
イ
向
け
の
自
動
車
を
作

る
と
い
う
意
味
で
は
、タ
イ
に
あ

る
企
業
は
存
在
価
値
が
十
分
あ

り
ま
す
。し
か
し
、特
に
輸
出
向

け
の
製
品
を
扱
っ
て
い
る
企
業
の

場
合
、安
定
供
給
に
耐
え
う
る

の
か
と
い
う
観
点
で
、生
き
残
れ

な
い
会
社
も
出
て
く
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
懸
念
を
持
っ
て
い

ま
す
。そ
う
い
う
意
味
で
地
産

地
消
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、他

国
に
依
存
せ
ず
に
自
立
で
き
る

事
業
を
ど
う
育
成
す
る
の
か
と

い
う
話
は
、コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
さ

ら
に
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　
現
場
と
い
う
観
点
で
見
る

と
、お
そ
ら
く
働
き
方
を
変
え

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。感

染
防
止
の
た
め
に
は
３
密（
密
封

空
間
・
密
集
場
所
・
密
接
場
面
）

を
避
け
る
と
よ
く
言
わ
れ
て
い

ま
す
。ど
う
し
て
も
工
場
に
は
そ
う
いっ
た

密
な
状
態
に
な
る
現
場
が
あ
り
ま
す
。で

は
、密
を
回
避
す
る
た
め
に
何
を
す
る
か

と
い
う
と
ス
ペ
ー
ス
を
広
げ
る
か
、人
を
減

ら
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
今
ま
で
30
人
の
密
集
し
た
現
場
を
ソ
ー

シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス（
社
会
的
距
離
）を
取

る
た
め
に
15
人
に
す
る
。生
産
能
力
を
維

持
す
る
た
め
に
は
、15
人
な
ら
２
倍
の
時

間
を
掛
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。そ
う

す
る
と
夜
勤
代
、残
業
代
な
ど
の
コ
ス
ト

が
増
大
し
ま
す
。人
の
生
産
性
を
極
力
高

め
て
、少
な
い
人
間
で
現
場
を
回
す
必
要

が
あ
る
の
で
す
。

　
省
人
化
、自
動
化
は
以
前
か
ら
言
わ
れ

て
い
る
課
題
で
す
が
、こ
れ
か
ら
は
少
な
い

人
で
も
効
率
よ
く
動
け
る
現
場
を
作
ら

な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。そ
う
い
う
環
境
を
一

早
く
整
備
し
て
い
く
と
い
う
意
味
で
、新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
リ
ス
ク
は
、取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
に
対
し
て
、

対
策
の
ス
ピ
ー
ド
を
早
め
て
い
る
と
言
え

る
で
し
ょ
う
。オ
フ
ィ
ス
に
関
し
て
も
、例

え
ば
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
を
継
続
し
た
時
の

各
人
の
役
割
や
仕
事
の
期
待
成
果
の
明
確

化
、暗
黙
の
了
解
の
顕
在
化
、共
有
方
法

の
確
立
が
大
事
に
な
っ
て
き
ま
す
。物
理

的
に一
緒
に
い
な
い
人
た
ち
の
組
織
集
団
と

し
て
の
成
熟
度
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

拠
点
の
ビ
ジ
ョン
を
掲
げ
る

　
冒
頭
で
現
地
化
４
・
０
と
謳
い
ま
し
た

が
、こ
れ
か
ら
求
め
ら
れ
る
の
は
現
地
主

導
で
改
革
を
進
め
利
益
を
創
出
し
続
け

ら
れ
る
拠
点
で
す
。

　
日
系
企
業
の
タ
イ
拠
点
は
、予
算
の
編

成
な
ど
日
本
本
社
の
意
向
を
伺
い
な
が
ら

運
営
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
が
今
の
状
態
で

す
。タ
イ
独
自
の
事
業
戦
略
で
打
っ
て
出
よ

う
と
い
う
の
は
、な
か
な
か
難
し
い
で
す
。

日
本
が
そ
こ
ま
で
期
待
し
て
い
な
い
側
面

も
あ
り
ま
す
。本
社
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト
が

い
ず
れ
必
要
な
く
な
る
よ
う
に
、タ
イ
の

拠
点
が
付
加
価
値
向
上
を
続
け
て
、永
続

性
を
も
っ
て
経
営
で
き
る
よ
う
に
な
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
中
で
タ
イ
の
拠
点
は
何
を
目
指
す

90 CW Tower B, Unit B2704, 27th Floor, Ratchadapisek Road,
Huaykwang, Bangkok, 10310 THAILAND
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べ
き
か
。例
え
ば
製
造
業
で
表
す
と
、横
軸

は
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
、縦
軸
は
マ
ー
ケ
ッ
ト

で
す
。も
と
も
と
タ
イ
の
拠
点
は
製
造
に

特
化
し
て
い
ま
し
た
。調
達
や
開
発
、あ
る

い
は
物
流
、販
売
も
自
分
た
ち
で
で
き
る

よ
う
に
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
広
げ
、拠
点

を
強
化
す
る
と
い
う
の
は
方
向
性
と
し
て

あ
り
得
る
で
し
ょ
う
。ま
た
は
、地
の
利
を

生
か
し
て
タ
イ
か
ら
他
の
国
へ
進
出
し
た

り
、支
援
を
し
た
り
と
、他
地
域
へ
の
展
開

も
方
向
性
と
し
て
あ
り
ま
す
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、タ
イ
の
拠
点
が
圧
倒

的
に
利
益
を
出
し
て
、そ
の
利
益
を
付
加

価
値
を
高
め
る
た
め
の
拡
大
投
資
に
向
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
で
は
圧
倒
的
な
製
品
競
争
力
、利
益
を

実
現
す
る
た
め
に
何
が
必
要
か
を
考
え
る

と
、タ
イ
の
拠
点
が
製
品
競
争
力
を
有
し

て
い
る
と
は
ど
の
よ
う
な
状
態
な
の
か
、そ

れ
を
実
現
す
る
た
め
の
戦
略
は
ど
う
あ
る

べ
き
か
を
、自
分
た
ち
で
考
え
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。そ
し
て
そ
れ
を

ス
タ
ッ
フ
と
共
有
し
、全
員
で
一
緒
に
な
っ
て

動
い
て
い
こ
う
と
い
う
中
長
期
的
な
腰
を

据
え
た
取
り
組
み
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
多
少
の
変
化
は
生
じ
て
も
、

企
業
が
海
外
拠
点
を
活
用
す
る
こ
と
に
変

わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。タ
イ
も
し
く
は
日

本
で
J
M
A
C
が
皆
様
の
事
業
改
革
の
お

手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

タイ製造拠点の付加価値向上の方向性図表６

今後も「企業が海外拠点を活用することに変化はない」と説く勝田氏
開発
設計 調達 物流 販売

ミャンマー

ベトナム

ラオス

カンボジア

タイ
製造拠点

自己完結・自立型 マス・カスタマイゼーション
ショールーム工場

アジアリージョンマザー拠点
CLMV移転（タイ＋１）

圧倒的な
製品競争力
利益創出

アセアン展開
中東・インド・オセアニアへの

輸出基幹拠点化

サプライチェーン
強化

タイの製造拠点の目指す
方向性は大きく２つ

①モノづくりで高い競争力を持つ

②サプライチェーン、グローバルでの貢献度を高めること

ここが基本！

◆お問合せ・相談
E-mail ： jmac_info@jmac.co.th　Tel  ： 02-168-3037, 3038

Practical Solution for you. With you.

JMACは1942年に設立され、現在50ヵ国以上に顧客を持つ
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※いずれの組み合わせにも５％水準で有意差なし　※調査対象：日本で働く日本人2,045人 / 中国で働く日本人 143人 　※調査内容：Leadership Assessment 
※調査期間：2012年10月～19年5月    出所 ： コーチング研究所 2020年

は
、「
職
場
に
対
す
る
リ
ー
ダ
ー
や
社
員
の

〝
主
観
的
評
価
〞が
低
い
組
織
に
、業
績
指
標

が
良
い
ケ
ー
ス
は
ほ
と
ん
ど
な
い
」と
い
う
こ

と
で
す
。

「
日
本
」と「
中
国
」で
働
く

日
本
人
に
違
い
は
あ
る
の
か
？

　　
コ
ー
チ
ン
グ
研
究
所（
※
）が
調
べ
た
興
味

深
い
リ
サ
ー
チ
結
果
が
あ
り
ま
す
。「
日
本
で

働
く
日
本
人
」と「
中
国
で
働
く
日
本
人
」

を
対
象
に
、自
分
自
身
の
状
態
や
職
場
の
状

況
に
関
す
る
主
観
的
評
価
を
比
較
し
た
も

の
で
す
。

　
同
じ
日
本
人
で
あ
り
な
が
ら
、ま
っ
た
く

異
な
る
環
境
で
あ
る
外
国
の
職
場
を
見
て

も
、自
分
自
身
の
状
態
や
、会
社
と
の
関
係

性
、職
場
状
態
に
対
す
る
主
観
的
評
価
は
ほ

と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
、と
い
う
結
果
で
す
。こ

れ
は
、何
を
意
味
す
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　
自
分
の
考
え
方
や
行
動
を
変
え
る
に
は
、

時
間
配
分
を
変
え
る
、住
む
場
所
を
変
え

る
、付
き
合
う
人
を
変
え
る
、と
いっ
た
こ
と

を
す
る
と
良
い
と
聞
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、こ
の
リ
サ
ー
チ
結
果
か
ら
は
、私
た

ち
の
も
の
の
見
方
や
考
え
方
、捉
え
方
を
変

え
る
の
は
一
朝
一
夕
に
は
で
き
ず
、か
な
り
難

し
そ
う
だ
と
言
え
そ
う
で
す
。

見
方
や
考
え
方
、捉
え
方
を

変
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
？

　「
社
会
構
成
主
義
」と
い
う
考
え
方
が
あ

り
ま
す
。

　
一言
で
言
う
と「
人
間
関
係
が
現
実
を
作

る
。『
現
実
』と
は『
人
々
の
頭
の
中
で
作
り

上
げ
ら
れ
て
い
く
も
の
』で
は
な
く
、『
人
と

人
の
関
わ
り
の
中
で
創
造
さ
れ
た
結
果
』で

あ
る
。と
い
う
こ
と
は
即
ち
、『
再
構
築
が
可

能
』で
あ
る
」と
い
う
も
の
で
す
。

　
社
会
構
成
主
義
の
研
究
に
大
き
く
貢
献

し
て
い
る
ケ
ネ
ス・ガ
ー
ゲ
ン
は
、「
価
値
あ
る

再
構
築
を
起
こ
す
も
の
」と
し
て「
対
話
」の

可
能
性
を
説
い
て
い
ま
す
。

　「
人
は
、違
う
も
の
の
見
方
や
考
え
方
と

交
わ
る
時
、や
れ
る
こ
と
は
１
つ
や
２
つ
で
は

な
く
、も
っ
と『
た
く
さ
ん
』あ
る
こ
と
に
気
づ

く
。対
話
は
私
た
ち
に『
た
く
さ
ん
』の
こ
と

が
で
き
る
可
能
性
を
も
た
ら
す
の
だ
」と
。

「
職
場
の
捉
え
方
」は

「
対
話
」で
変
わ
る
の
か
？

　
こ
の「
対
話
の
可
能
性
」を
示
す
、あ
る
プ

間
に
亘
って
コ
ー
チ
ン
グ
し
続
け
る
と
い
う
も

の
で
す
。

　「
ビ
ジ
ョン
が
実
現
し
た
理
想
の
職
場
」の

象
徴
項
目
と
し
て
、以
下
を
は
じ
め
30
項
目

の
変
化
を
測
定
し
て
い
き
ま
し
た
。

□
 私
の
職
場
で
は
、皆
が
明
る
く
活
き
活

き
と
働
い
て
い
る

□
 私
の
職
場
で
は
、仕
事
は
提
案
型
で
進

め
ら
れ
て
い
る

□
 私
の
職
場
で
は
、個
々
の
異
な
る
強
み

や
得
意
技
が
尊
重
さ
れ
て
い
る

□
 私
の
職
場
で
は
、会
議
に
お
い
て
オ
ー

プ
ン
な
意
見
交
換
や
本
質
的
な
議
論

を
し
て
い
る
　
な
ど

さ
て
半
年
後
、

何
が
起
き
た
で
し
ょ
う
か
？

　
キ
ー
リ
ー
ダ
ー
た
ち
自
身
の
、30
項
目
に

対
す
る
評
価
ス
コ
ア
が
大
き
く
上
昇
し
ま
し

た
。一方
で
、キ
ー
リ
ー
ダ
ー
と
同
じ
職
場
に
い

な
が
ら
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
直
接
参
加
し
て
い

な
い「
そ
の
他
」の
人
た
ち
に
は
ス
コ
ア
上
昇

が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
同
じ
職
場
な
が
ら「
変
わ
っ
た
」と
感
じ
ら

れ
る「
キ
ー
リ
ー
ダ
ー
」群
と
、「
変
わ
っ
た
」

と
感
じ
ら
れ
な
い「
そ
の
他
」群
。こ
れ
は
、一

体
ど
う
考
え
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
。「
キ
ー
リ

ー
ダ
ー
」群
と「
そ
の
他
」群
の
違
い
は
、部
門

外
の
メ
ン
バ
ー
と
継
続
的
に
コ
ー
チ
ン
グ
し
た

か
ど
う
か
、だ
け
で
す
。

　
こ
の
こ
と
は
、ガ
ー
ゲ
ン
の
言
葉
を
借
り
る

な
ら
ば
、「
キ
ー
リ
ー
ダ
ー
」た
ち
は
、こ
れ
ま

で
関
わ
る
こ
と
の
少
な
か
っ
た
他
部
門
の
社

員
た
ち
と
、組
織
の
あ
り
た
い
姿
、ビ
ジ
ョン
に

つい
て
コ
ー
チ
ン
グ
を
続
け
ま
し
た
。

　
そ
し
て
こ
の
コ
ー
チ
ン
グ
が
ガ
ー
ゲ
ン
の
言

う「
対
話
」の
役
割
を
果
た
し
、そ
の
結
果
、

こ
れ
ま
で
は「
で
き
そ
う
も
な
い
」と
感
じ
て

き
た
こ
と
に
、「
何
か
を
や
れ
そ
う
だ
」と
い

う
再
解
釈
が
起
き
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
職
場
に
可
能
性
を
感
じ
始
め
た
キ
ー
リ

ー
ダ
ー
た
ち
は
今
、そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
で
、自

社
の
ビ
ジ
ョ
ン
実
現
に
向
け
て
自
発
的
な
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
を
始
め
ま
し
た
。

　「
会
社
に
と
っ
て
、こ
の
ビ
ジ
ョン
の
実
現
は

こ
の
国
に
ど
ん
な
価
値
を
も
た
ら
す
の

か
？
」

　「
あ
な
た
に
と
っ
て
、こ
の
ビ
ジ
ョン
の
実
現

は
ど
ん
な
意
味
が
あ
る
の
か
？
」

　
ま
た
、国
境
を
越
え
て
隣
り
の
国
の
生
産

工
場
の
責
任
者
に
抜
擢
さ
れ
た
リ
ー
ダ
ー
も

い
ま
す
。こ
の
リ
ー
ダ
ー
は
ま
た
現
地
で
、ビ

ジ
ョン
実
現
に
向
け
て
社
員
た
ち
と
の
対
話

を
始
め
て
い
ま
す
。

「
対
話
」か
ら
始
め
る

　
ど
こ
の
職
場
、ど
こ
の
会
社
、ど
こ
の
国
に

いって
も
、私
た
ち
の
見
方
や
捉
え
方
を
変
え

る
の
は
難
し
い
こ
と
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

で
あ
れ
ば
、自
分
の
見
方
や
捉
え
方
を
変
え

る
可
能
性
の
扉
を
開
く「
対
話
」か
ら
始
め

て
み
る
の
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。そ
こ
に
挑
戦

す
る
価
値
は
小
さ
く
な
い
と
思
う
の
で
す
。

　
さ
ら
に
言
え
ば
、も
し
あ
な
た
が
リ
ー
ダ

ー
で
あ
る
な
ら
ば
、そ
の
価
値
は
さ
ら
に
大

き
い
だ
ろ
う
と
思
う
の
で
す
。

　
先
の
企
業
の
変
革
プ
ロ
ジェク
ト
は
続
い
て

い
ま
す
。目
の
前
の
職
場
メ
ン
バ
ー
に
可
能
性

を
感
じ
出
し
た
キ
ー
リ
ー
ダ
ー
た
ち
が
、周

り
の
メ
ン
バ
ー
と
さ
ら
に
ど
ん
な
ド
ラ
マ
を
紡

ぎ
出
し
て
い
く
の
か
、目
が
離
せ
ま
せ
ん
。

※
コ
ー
チ
ン
グ
研
究
所
：
コ
ー
チ・エ
ィ
の
リ
サ
ー
チ・研
究
部
門

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

居住国別　リーダーの自身・職場に対する評価比較
日本在住日本人 中国在住日本人

（７段階評価、平均）

7.0

6.5

6.0

5.5

5.0

4.5

4.0
積
極
的
な
目
標
設
定

仕
事
へ
の
自
信

成
長
実
感

組
織
目
標
の
理
解

自分自身の状態 会社とのつながり 職場の状況

変
化
適
応
力

主
体
性

会
社
ビ
ジ
ョ
ン
の
理
解

会
社
ビ
ジ
ョ
ン
へ
の
共
感

会
社
成
長
へ
の
意
欲

ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ

組
織
の
一
体
感

知
識
・
経
験
の
共
有

率
直
な
意
見
交
換

次
世
代
リ
ー
ダ
ー
の
育
成

他
組
織
と
の
協
力

組
織
を
見
る
、2
つ
の
見
方

　
私
た
ち
は
東
南
ア
ジ
ア
を
中
心
に
日
系

企
業
の
組
織
開
発
を
ご
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
方
に
は
、海
外
駐

在
が
初
め
て
と
い
う
方
、同
じ
国
に
二
度
目

の
駐
在
と
い
う
方
、多
く
の
外
国
に
い
ら
し
た

こ
と
が
あ
る
方
な
ど
、様
々
で
す
。そ
し
て
、

現
地
の
組
織
や
社
員
に
対
す
る
意
見
や
想
い

も
、様
々
に
お
持
ち
で
す
。

　「
弊
社
の
社
員
は
、良
い
ア
イ
デ
ア
を
持

っ
て
ま
す
よ
。現
地
ス
タ
ッ
フ
は
受
け
身
と

か
や
る
気
が
な
い
、と
聞
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
が
、そ
う
さ
せ
て
い
る
の
は
我
々
の
関
わ

り
方
な
ん
で
す
」と
言
う
方
も
い
れ
ば

　「
最
近
は
諦
め
て
い
ま
す
。現
地
ス
タ
ッ

フ
に
は
、何
を
聞
い
て
も
出
て
き
ま
せ
ん
。

彼
ら
は
結
局
、上
に
決
め
て
ほ
し
い
の
で

す
。そ
の
方
が
楽
で
す
か
ら
」と
言
う
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　
で
は
、ど
ち
ら
の
組
織
が
売
上
や
社
員
の

定
着
率
と
いっ
た
業
績
指
標
が
上
が
って
い
く

で
し
ょ
う
か
。

　
こ
れ
ま
で
多
く
の
お
客
様
と
組
織
開
発

を
共
に
進
め
て
き
た
経
験
か
ら
感
じ
る
の

組織の力
で引き出す対話対話

理想の職場創りへの挑戦

「
今
の
メ
ン
バ
ー
と
最
高
の
成
果
を
あ
げ
る
」と
思
っ
て
い
る
リ
ー
ダ
ー
や
メ
ン
バ
ー
と
、

「
今
の
メ
ン
バ
ー
で
は
何
を
す
る
に
も
難
し
い
」と
思
っ
て
い
る
リ
ー
ダ
ー
や
メ
ン
バ
ー
。

 

皆
さ
ん
は
、ど
ち
ら
と
一
緒
に
働
き
た
い
で
す
か
？

ロ
ジェク
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
東
南
ア
ジ
ア
で
数
千
人
規
模
の
従
業
員

を
抱
え
る
、あ
る
日
系
企
業
で
は
、「
会
社
が

実
現
し
た
い
ビ
ジ
ョン
」に
向
け
て
大
き
な
組

織
変
革
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。日
本
人
と

現
地
社
員
の
中
か
ら
60
人
程
の
変
革
キ
ー
リ

ー
ダ
ー
を
選
び
、「
提
案
と
挑
戦
で
あ
ふ
れ
る

組
織
創
り
」に
向
け
て
、直
属
の
部
下
で
は

な
い
他
部
門
の
メ
ン
バ
ー
の
５
〜
６
人
を
半
年

COACH A（Thailand）Co., Ltd.  

https://www.coacha.com/

388 Exchange Tower, 25th Floor, Unit no.2504-1,
Sukhumvit Road, Klongtoey, Klongtoey, Bangkok 10110 

27 26



www.reeracoen.asia/jp/client

06-3439-6820 嶋（しま） ko.shima@neo-career.co.jp(+66) 02-253-9800
8th Floor, Mercury Tower, 540 Ploenchit Road,Lumphini, Pathum Wan, Bangkok 

09-6201-4764 平田（ひらた） hirata@reeracoen.co.th(+66) 03-811-1256
4/222 Harbormall Bldg. Unit 10C04-05, 10th Floor, Moo 10, Sukhumvit Road Thungsukhla, Sriracha, Chonburi

チョンブリ拠点

バンコク拠点 BTS Chit lom駅直結

タイで年間採用支援1,000人以上、採用支援企業2,000社以上の豊富な実績を持つ
人材採用支援のReeracoen Recruitmentが、タイでの採用を成功に導く秘訣を解説する。

タイでの       成功術
人材採用支援のプロが解説

vol.9オファーレターによる条件提示の注意点

採用
方法の決定

求人
内容の決定

求人を
開始

書類
選考

面接
実施

採用の
検討 条件

提示

入社
承認

入社前
フォロー

上流工程 募集 中流工程 面接 下流工程 採用

Step 1 Step 2 Step 3 Step 4 Step 5 Step 6 Step 7 Step 8 Step 9

タイでの人材採用のご相談は、REERACOENに！
日本国内78拠点、アジア20拠点のネオキャリアグループ

タイ国内で転職をご検討の方もお気軽にご連絡ください。

回の記事では、Step ⑥採用の検討についてお伝え
しました。今回は、面接後のStep ⑦条件提示につい

てポイントをご説明します。

　条件提示については当然ながら、書面での通知が望ましい
です。一般的に「オファーレター（Offer Letter）」という採用通
知書を内定者に送ることで条件提示とします。主な内容は下
記の通りです。

　オファーレターが必要な理由は、以下の２点が挙げられます。

　理由①  書面で提示することで認識の齟齬をなくす

　面接時に口頭でやり取りしていた業務内容や給与、福利厚

生、その他諸条件をオファーレターによって明確にします。そう
することで、入社後に業務内容や条件が事前の話と異なると
いった理由の無意味な離職を回避できます。
　給与に関しては、どれくらいの金額なら承諾するかなど、面
接時に十分摺り合わせをしておく必要があります。そのために
は、内定者の現職での給与や、他社オファーがある場合はそ
の提示額を把握しておくことが重要です。
　なぜなら、現職や他社オファーよりも低い条件提示では、承
諾する可能性が低いからです。候補者の現職、他社オファー
を把握した上で、自社がそれらを上回る金額を提示できるか
は、自社の同ポジションの給与相場、候補者のスペックを加味
し、判断する必要があります。

　理由②  内定候補者が現職に退職届けを出すため

　候補者は正式なオファーレターを確認した上で、現職への
退職届を提出します。正式なオファーレターがない状態、いわ
ゆる次の職場が確実に決まっていない状態では、候補者は現
職への退職届けを出しません。
　通常、退職届を提出してから１ヵ月ほど勤務が必要なため、
企業側はそのスケジュールを念頭に置いて採用を進める必要
があります。
　また、オファーレターは雇用契約書と同様の法的効果があ
るため、一度出したオファーレターを取り消すことはできないの
で注意が必要です。

前

No.1No.1No.1No.1日系人材紹介会社

Pick up!

Reeracoen Recruitment
Managing Director 嶋 航
愛知県出身。大学卒業後、コンサルティングファー
ムへ入社し、日本およびベトナムで会計・税務・労
務のコンサルティングに従事。2014年よりネオ
キャリアグループの海外法人REERACOENに
入社し、フィリピン、ベトナムの立ち上げ・勤務を
経て、18年7月よりタイのRee r a c o e n  
Recruitmentに勤務。現在に至る。

オファーレター（Offer Letter）の内容

● ポジション名
● 業務内容（Job Description）
● 雇用形態
● 勤務地
● 勤務時間
● 試用期間（期間や本採用の条件、
 試用期間中の給与・福利厚生）
● 勤務開始日程
● 給与
● 福利厚生
● 入社時に必要書類

第８回　人事評価を公平に行うためには?

金井 健一（Kenichi Kanai） 岡田 烈司（Atsushi Okada） 
みらいコンサルティンググループ
ASEAN統括部長

みらいコンサルティンググループ
代表取締役

人事評価をする「目」を持つ
　社員を公平に評価することは、想像するより難しいことで
す。同じ評価項目でも、どのパフォーマンスを見るか、どのよう
な目線で評価すべきか、迷う方は多いのではないでしょうか。
　今回は、人事評価をする際に留意すべき点について説明
します。

記憶・感覚に頼らない
　評価者が陥りがちなミスとして、「ある一つの出来事の印
象に捉われ、他の良い・悪い面が見えなくなる」「期初の出来
事を忘れ、最近の功績・ミスに基づいた評価をしてしまう」な
どが挙げられます。いずれも、客観的な評価ができず、従業
員が不満を抱く原因となり得ます。
　記憶の曖昧さだけではなく、評価者個人の「癖」、すなわち
個人的な感情のブレも評価結果に影響を与えます。
　評価者も人間である以上、100％客観的な評価を行うのは

不可能です。なるべく公正な評価に近付けるためには、自身
の思考の癖を認識し、図のような評価エラーに陥らないよう
に意識することが重要です。

マネージャー間で意識統一
　評価者となるマネージャーが複数いる場合、評価の基準
を揃えることが大切です。マネージャーごとに基準が異なる
と、処遇のバランスが取れなくなって社員の不満に繋がりか
ねないからです。
　評価前に、各評価項目についてマネージャー間で見解を
統一することがとても重要です。

評価者研修の実施
　評価の精度は、一朝一夕には高まりません。
　良い評価をするには、公平な目を持つことを日々 意識し、評
価者研修を行いスキルアップに努めることが重要です。
　評価者研修では、同一のモデル社員について複数人で
評価を行い、各々の評価結果やその理由をディスカッション
します。そのことにより、お互いの考え方の違いに気付き、評
価者としてあるべき姿の共有を目指します。
　評価者研修は定期的に行い、そこでの気付きを日々 の意
識付けに反映させることが重要です。

　みらいコンサルティングでは、会社の風土に合わせた評価
者研修の導入・実施、特にタイ人マネージャー向けの研修も
行っておりますので、お気軽にご相談ください。

日を創る明

人事制度

タイ進出・各種ライセンス支援 /会計・税務支援 /人事・労務支援
事業再生・成長支援 / M&Aアドバイザリー /人材紹介

日本、タイでの 20年以上の実績に基づくソリューションの質を実感してください。

16-03, 16th Floor,
246 Times Square Building,
Sukhumvit Road, Khlong Toey,
Bangkok, Thailand 10110

www.miraic.jp

〒104-0031　東京都中央区京橋 2-2-1 京橋エドグラン 19 階

日本本社 www.fdi.co.thタイオフィス

thai-hrservice@miraic.jp

お問い合わせ

代表的な
評価エラー 内 容 具体例

ハロー効果 ある評価要素が、他の（全体の）
評価に影響を与えてしまう

「●●さんは資格を持って
いるから仕事もできるはず」

寛大化傾向 本来の評価より高め（甘め）に
評価してしまう

「低い点数を付けたら
辞めてしまうかもしれない」

自己投影効果 自分と価値観や意見が合って
いると評価を高くしてしまう

「自分と同じ意見だから
高い評価にしよう」

期末誤差 最近の出来事を基に
評価してしまう

「この間ミスをしたから
評価を下げよう」
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アプリケーションか
ら簡単にドライバー
自身で打刻が可能

ドライバー
LINEで自分のドライ
バーの勤怠をリアル
タイムで確認

総務の方も勤務管理
ダッシュボードから
簡単に管理

駐在員総務

簡
単
ア
プ
リ
で
紙
の
勤
怠
管
理
を
一
掃

豊
田
通
商（
タ
イ
ラ
ン
ド
）も
一
斉
導
入

　日系企業で働く駐在員の中には社用車ドライ
バーが付く人も多い。自宅、オフィス、客先へと駆け
回り、１日の終わりにドライバーが持つ用紙へ駐在
員がサインする。そんな“紙”をベースとした勤怠管
理を、簡単にデジタル化する製品が生まれた。

開
発
の
き
っ
か
け
は

駐
在
員
の
実
体
験

　
自
動
車
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
広
告
な
ど
モ
ビ
リ

テ
ィ
関
連
事
業
を
手
掛
け
る
２
０
１
７
年

創
業
の
日
系
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
、Flare

（
神

谷
和
輝
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）が
こ
の
度
開
発
し
た
の

が
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ア
プ
リ
を
使
っ
た
ク
ラ

ウ
ド
ド
ラ
イ
バ
ー
管
理
サ
ー
ビ
ス「F

lare-
D
ash

」だ
。

　
今
で
も
社
用
車
ド
ラ
イ
バ
ー
の
勤
怠
管

理
は
ほ
と
ん
ど
紙
で
行
わ
れ
て
い
る
。ド
ラ

イ
バ
ー
が
ノ
ー
ト
に
日
々
の
勤
務
開
始
・
終

了
時
刻
や
走
行
距
離
を
手
書
き
で
記
入

し
、利
用
し
て
い
る
駐
在
員
が
承
認
の
サ
イ

ン
を
す
る
。「FlareD

ash
」は
そ
の一連
の
作

業
を
簡
単
な
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
操
作
に
置

き
換
え
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

　
開
発
の
き
っ
か
け
は
、神
谷
氏
が
あ
る

日
系
企
業
の
駐
在
員
か
ら
聞
い
た
ド
ラ
イ

バ
ー
の
不
正
だ
っ
た
。海
外
出
張
で
不
在
な

の
に
、サ
イ
ン
を
偽
造
さ
れ
連
日
出
勤
し

た
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。そ
の
駐
在
員
の
サ

イ
ン
を
真
似
る
練
習
を
し
た
紙
ま
で
見
つ

か
っ
た
と
い
う
。

　「
調
べ
て
み
る
と
、日
系
、外
資
、ロ
ー
カ
ル

問
わ
ず
、ほ
ぼ
す
べ
て
の
企
業
が
社
用
車
ド

ラ
イ
バ
ー
の
管
理
を
紙
で
行
って
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
近
隣
国
に
も
同
様
の
問
題
が
あ
る

こ
と
が
分
か
り
、市
場
が
大
き
い
の
で
は
な

い
か
と
、開
発
を
進
め
る
こ
と
に
し
ま
し

た
」（
神
谷
C
E
O
）。

１
０
０
人
以
上
の

ド
ラ
イ
バ
ー
に
一
斉
導
入

　
い
ち
早
く
導
入
し
た
の
が
、Flare

と
業

務
提
携
を
結
ん
で
い
る
豊
田
通
商（
タ
イ
ラ

ン
ド
）。昨
年
末
か
ら
1
0
0
人
以
上
の
社

用
車
ド
ラ
イ
バ
ー
全
員
の
勤
怠
管
理
を

「FlareD
ash

」で
行
って
い
る
。

　「
日
本
人
に
と
って
勤
怠
管
理
は
目
に
見

え
な
い
部
分
で
す
。紙
で
行
っ
て
い
る
と
、

ド
ラ
イ
バ
ー
に
管
理
が
委
ね
ら
れ
て
お

り
、毎
月
総
務
に
提
出
す
る
時
に
数
字
を

ご
ま
か
し
た
り
と
、不
正
の
温
床
に
な
り

か
ね
ま
せ
ん
。今
は
も
う
誰
も
紙
を
使
って

お
ら
ず
、１
０
０
％
移
行
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
」（
大
場
清
義
社
長
）。

　「FlareD
ash

」で
提
供
さ
れ
る
の
は
ド

ラ
イ
バ
ー
用
の
打
刻
ア
プ
リ
と
管
理
者
用
の

勤
怠
管
理
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
、そ
し
て
通
話

ア
プ
リ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
よ
る
勤
怠
通
知
の
３
つ
。

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
と
連
動
さ
せ
、

事
前
に
設
定
さ
れ
た
駐
在
員
の
自
宅
付
近

に
到
着
す
る
と
、ド
ラ
イ
バ
ー
は
ア
プ
リ
で

勤
怠
を
打
刻
で
き
、駐
在
員
に
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

で
通
知
さ
れ
る
。ド
ラ
イ
バ
ー
は
ア
プ
リ
を

開
き
、押
す
だ
け
。駐
在
員
は
介
在
す
る
こ

と
が
な
い
。不
正
防
止
の
た
め
、出
張
時
な

ど
自
宅
以
外
で
は
、駐
在
員
が
持
つ
パ
ス
ワ

ー
ド
を
入
力
し
な
い
と
打
刻
で
き
な
い
仕

組
み
だ
。

　
厳
格
な
管
理
に
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
大
き

な
反
発
が
あ
る
か
と
思
わ
れ
た
が
、実
際

は「
む
し
ろ
駐
在
員
と
ド
ラ
イ
バ
ー
の
関

係
は
良
く
な
り
ま
し
た
。駐
在
員
も
疲
れ

て
い
た
り
す
る
と
、サ
イ
ン
を
そ
の
日
に
し

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。し
か
し
、ド
ラ
イ

バ
ー
に
と
って
は
収
入
に
直
結
す
る
大
事
な

作
業
。後
回
し
に
さ
れ
て
は
、あ
ま
り
良
い

気
は
し
ま
せ
ん
」（
大
場
社
長
）。

給
与
計
算
コ
ス
ト
も
大
幅
削
減

　
会
社
側
と
し
て
も
、ド
ラ
イ
バ
ー
の
給
与

計
算
工
数
を
大
幅
に
削
減
で
き
た
。従
来

は
毎
月
、紙
に
書
か
れ
た
走
行
距
離
、時
間

な
ど
を
一つ
ず
つエ
ク
セ
ル
に
入
力
し
て
算
出

し
て
い
た
。手
作
業
な
た
め
手
間
が
掛
か
る

上
、数
字
の
見
間
違
い
な
ど
ミ
ス
も
生
じ
や

す
い
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
世
界
中
に

広
が
る
中
、ド
ラ
イ
バ
ー
全
員
か
ら
紙
を
集

め
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、感
染
の
リ
ス
ク
も
生

ま
れ
る
。

　
管
理
者
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
に
は
自
動
的
に

勤
務
時
間
や
走
行
ル
ー
ト
、距
離
が
反
映

さ
れ
る
。給
与
計
算
ソ
フ
ト
と
連
携
さ
せ
れ

ば
作
業
は
す
ぐ
に
終
わ
る
。「
総
務
の
作
業

時
間
も
か
な
り
低
減
で
き
ま
し
た
」（
大
場

社
長
）。こ
れ
は
ド
ラ
イ
バ
ー
派
遣
会
社
に

と
っ
て
も
メ
リ
ッ
ト
は
大
き
い
。こ
れ
ま
で
は

ド
ラ
イ
バ
ー
を
増
や
し
た
分
、紙
か
ら
集
計

す
る
作
業
も
増
え
て
い
た
。「FlareD

ash

な
ら
ド
ラ
イ
バ
ー
が
増
え
て
も
総
務
の
コ
ス

ト
は
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
ず
、利
益
が
上
が
り

や
す
く
な
り
ま
す
」（
神
谷
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）。

　
高
齢
の
ド
ラ
イ
バ
ー
も
い
る
た
め
、誰
で

も
使
い
や
す
い
よ
う
操
作
性
や
表
示
の
見

や
す
さ
に
も
こ
だ
わ
っ
た
。既
存
の
車
両
管

理
シ
ス
テ
ム
の
よ
う
に
、新
た
に
車
載
機
器

を
取
り
付
け
る
必
要
も
な
い
。

タ
イ
の
ほ
か
近
隣
国
か
ら
も

引
き
合
い

　Flare

は
17
年
に
ま
ず
自
動
車
の
ラ
ッ
ピ

ン
グ
広
告
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
開
始
。登
録

台
数
は
数
万
台
に
の
ぼ
っ
た
。昨
年
に
は

「FlareD
ash

」の
ベ
ー
ス
と
な
る
、ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
自
動
車
の
運
転
動
態
と
ド
ラ
イ
バ

ー
の
挙
動
を
分
析
す
る「F

lareA
nalyt-

ics

」を
開
発
し
た
。今
回
の「FlareD

ash

」

も「FlareA
nalytics

」と
併
用
す
る
こ
と

が
で
き
、急
ブ
レ
ー
キ
、急
発
進
の
頻
度
な

ど
か
ら
各
ド
ラ
イ
バ
ー
の
運
転
動
態
を
点

数
化
で
き
る
。

　
ま
た
、古
い
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
向
け
に
、Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
よ
る
勤
怠
通
知
と
打
刻
時
の
位

置
情
報
が
利
用
で
き
る
簡
易
版「F

lare-
D
ash Lite

」も
提
供
し
て
い
る
。

　
タ
イ
で
は
豊
田
通
商（
タ
イ
ラ
ン
ド
）以

外
に
も
複
数
の
大
手
日
系
企
業
が
導
入
を

検
討
。イ
ン
ド
ネ
シ
ア
や
ミ
ャ
ンマ
ー
、カ
ン
ボ

ジ
ア
な
ど
の
日
系
企
業
、ド
ラ
イ
バ
ー
派
遣

会
社
か
ら
も
引
き
合
い
が
あ
り
、近
隣
国
へ

の
展
開
も
力
を
入
れ
る
。

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
も
後
押
し
と
な

っ
た
。大
場
社
長
は「
数
年
前
ま
で
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
持
って
い
る
ド
ラ
イ
バ
ー
は
ま
だ
珍

し
か
っ
た
。今
で
は
ほ
と
ん
ど
の
ド
ラ
イ
バ
ー

が
Ｇ
Ｐ
Ｓ
付
き
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
用

し
て
い
ま
す
」と
変
化
を
実
感
。

　
神
谷
Ｃ
Ｅ
Ｏ
も「
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ

ー
メ
ー
シ
ョン（
D
X
）と
い
う
言
葉
が
最
近

よ
く
使
わ
れ
ま
す
が
、ド
ラ
イ
バ
ー
管
理
は

こ
れ
ま
で
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。社
用
車
の
稼
働
率
な
ど
を
改
善
し

よ
う
に
も
デ
ー
タ
が
な
か
っ
た
の
で
す
。そ
こ

を
デ
ジ
タ
ル
化
で
き
れ
ば
、包
括
的
な
改

善
に
結
び
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
」と

語
る
。

　
ま
た
社
用
車
ド
ラ
イ
バ
ー
だ
け
で
は
な

く
、物
流
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
、営
業
・
配

達
車
ド
ラ
イ
バ
ー
な
ど
の
勤
怠
管
理
と
し

て
も
応
用
で
き
、既
に
導
入
し
て
い
る
企
業

も
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
サ
ー
ビ
ス
を
通
し
て
、技
術
、

デ
ー
タ
を
蓄
積
し
て
お
り
、神
谷
Ｃ
Ｅ
Ｏ
は

「
自
動
車
保
険
な
ど
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
も
開

発
し
て
い
き
た
い
」と
意
気
込
む
。大
場
社

長
も「
彼
は
目
の
付
け
所
が
ユ
ニ
ー
ク
で
鋭

い
。今
、デ
ー
タ
が
ど
ん
ど
ん
貯
ま
っ
て
、大

き
な
財
産
に
な
っ
て
い
ま
す
。そ
れ
を
い
か

に
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
に
結
び
付
け
て
い
く
か

が
次
の
ス
テ
ッ
プ
」と
評
す
る
。

　
今
後
も
、デ
ジ
タ
ル
技
術
を
通
じ
て
社
会

課
題
の
解
決
を
目
指
し
て
い
く
。

社用車ドライバー
勤怠管理アプリケーション

豊田通商（タイランド）
大場 清義 社長

Flare
神谷 和輝 CEO

計算時間を90％カット！ドライバーの勤怠・給与
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今
は
も
う
誰
も
紙
を
使
って
お
ら
ず
、

１
０
０
％
移
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

デ
ジ
タ
ル
化
で
き
れ
ば
、根
本
的
な

改
善
に
結
び
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す

１ヵ月
無料トライアル
実施中！
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独
自
の
技
術
確
立

目
指
す
技
術
部
の

メ
ン
バ
ー（
中
央
は
堀
田
氏
）

鋳造型の内製化に際して
解析ソフト導入を検討

タイでしっかりとした
サポートが受けられること

不良の予測に成功
改善の試みも積極的に

タイの成型をすべて
シミュレーション

　
今
は
主
に
現
状
使
わ
れ
て
い
る
鋳
造
型

の
不
良
低
減
に
Ｊ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｔ
を
利
用
し

て
い
ま
す
。タ
イ
で
は
バ
ル
ブ
に
使
わ
れ
る
ゴ

ム
部
品
や
ア
ル
ミ
ダ
イ
カ
ス
ト
の
成
型
も
行

わ
れ
て
い
ま
す
。将
来
的
に
は
タ
イ
で
手
掛

け
る
成
型
を
技
術
部
で
す
べ
て
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
し
て
、不
良
の
検
証
な
ど
に
活
用
し

て
い
く
構
想
も
あ
り
ま
す
。さ
ら
に
タ
イ
で

Ｊ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｔ
の
運
用
が
順
調
に
進
め
ば
、

同
じ
く
導
入
を
検
討
し
て
い
る
日
本
の
工

場
に
、タ
イ
で
培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
移
転
し
て

運
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。日
本
側
も
、

タ
イ
で
さ
ら
に
実
績
が
出
る
の
を
心
待
ち

に
し
て
い
ま
す
。

　
キ
ッ
ツ
で
は
19
年
に
発
表
し
た
第
4
期

中
期
経
営
計
画
の
中
で
、30
年
に
向
け
て
バ

ル
ブ
事
業
で「Global Strong N

o.2

」（
世
界

で
の
売
上
高
ラ
ン
キ
ン
グ
２
位
）を
目
標
と

し
て
い
ま
す
。そ
し
て
、日
本
及
び
３
極（
欧

州
、米
州
、ア
セ
ア
ン
）２
拠
点（
中
国
、イ
ン

ド
）を
世
界
市
場
の
重
点
エ
リ
ア
と
位
置
付

け
、そ
れ
ぞ
れ
の
市
場
環
境
に
応
じ
て
事
業

を
展
開
。18
年
に
は
ベ
ト
ナ
ム
に
現
地
法
人
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
駐
在
員
事
務
所
を
設
立

す
る
な
ど
強
化
を
図
り
、東
南
ア
ジ
ア
で

ト
ッ
プ
シェア
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
堀
田
氏
は「
い
ず
れ
は
タ
イ
の
人
た
ち
が

中
心
と
な
っ
て
工
場
を
支
え
て
い
っ
て
ほ
し

い
」と
語
る
な
ど
将
来
に
期
待
し
て
い
ま

す
。技
術
部
の
タ
イ
人
ス
タ
ッ
フ
が
中
心
と

な
っ
て
設
計
し
た
製
品
が
シ
ェ
ア
拡
大
に
貢

献
す
る
日
も
、き
っ
と
そ
う
遠
く
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
バ
ン
コ
ク
中
心
部
か
ら
車
で
東
へ
１
時
間
ほ
ど
。

サ
ム
ッ
ト
プ
ラ
カ
ー
ン
県
バ
ン
プ
リ
ー
に
日
本
の
大

手
バ
ル
ブ
メ
ー
カ
ー
、株
式
会
社
キ
ッツ（
本
社
：
千

葉
県
千
葉
市
、東
証
一
部
上
場
）の
タ
イ
生
産
拠

点
で
あ
るK

IT
Z

（T
hailand

）Ltd.

が
あ
り
ま

す
。日
本
や
ア
ジ
ア
、ア
メ
リ
カ
な
ど
世
界
各
国
向

け
に
月
約
１
０
０
万
個
の
青
銅
製
、黄
銅
製
の
各

種
バ
ル
ブ
を
鋳
物
か
ら
一
貫
生
産
。キ
ッ
ツ
グ
ル
ー

プ
に
お
け
る
同
製
品
の
生
産
拠
点
と
し
て
、重
要

な
役
割
を
担
って
い
ま
す
。

　
１
９
８
８
年
に
稼
働
を
開
始
し
た
同
社
に
技

術
部
が
設
立
さ
れ
た
の
が
２
０
１
７
年
の
こ
と
。

そ
れ
ま
で
は
量
産
工
場
と
し
て
、決
め
ら
れ
た
製

さ
れ
て
い
ま
し
た
。ク
オ
リ
カ
は
バ

ン
コ
ク
に
拠
点
を
置
い
て
お
り
、日
本
人

も
常
駐
し
て
い
ま
す
。早
速
、堀
田
氏
自
ら
コ
ン

タ
ク
ト
を
取
り
ま
し
た
。そ
し
て
、Ｊ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｔ

の
機
能
性
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、タ
イ
で
日
本
語

で
も
タ
イ
語
で
も
サ
ポ
ー
ト
が
し
っ
か
り
と
受
け

ら
れ
る
安
心
感
が
導
入
の
決
め
手
と
な
り
ま
し

た
。そ
し
て
19
年
５
月
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

外
国
人
ス
タ
ッ
フ
の
英
語
に
よ
る
対
応
と
な
る
な

ど
難
点
が
あ
り
ま
し
た
。鋳
造
な
ど
の
専
門
的

な
や
り
取
り
と
な
る
と
、タ
イ
人
ス
タ
ッ
フ
に
と
っ

て
理
解
し
や
す
い
タ
イ
語
で
の
サ
ポ
ー
ト
が
望
ま

れ
ま
す
。「
自
分
た
ち
は
素
人
だ
と
自
覚
し
て
い

ま
し
た
の
で
、ど
う
し
て
も
タ
イ
語
で
サ
ポ
ー
ト

を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
」（
堀
田
氏
）。

　
そ
ん
な
中
、堀
田
氏
が
日
本
の
工
場
に
意
見
を

聞
く
と
、折
よ
く
ク
オ
リ
カ
の
３
次
元
湯
流
れ
凝

固
解
析
シ
ス
テ
ム
Ｊ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｔ
の
導
入
が
検
討

　
解
析
ソ
フ
ト
の
導
入
に
あ
た
っ
て
は
、実
際
に

運
用
す
る
タ
イ
人
が
い
か
に
使
い
こ
な
せ
る
か
、

と
い
う
こ
と
が
念
頭
に
置
か
れ
ま
し
た
。将
来
的

に
、タ
イ
人
が
主
導
権
を
持
って
技
術
開
発
を
進

め
て
ほ
し
い
と
の
願
い
か
ら
で
す
。

　
タ
イ
人
の
ス
タ
ッ
フ
が
い
く
つ
か
の
解
析
ソ
フ
ト

を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、ソ
フ
ト
会
社
の
社
員
に
工
場

へ
説
明
に
も
来
て
も
ら
い
ま
し
た
。し
か
し
、セ
ー

ル
ス
ス
タ
ッフ
こ
そ
タ
イ
に
い
る
も
の
の
、細
か
な
技

術
的
な
サ
ポ
ー
ト
と
な
る
と
、タ
イ
人
で
は
な
い

し
た
」と
話
し
ま
す
。技
術
的

な
サ
ポ
ー
ト
は
ク
オ
リ
カ
の

タ
イ
人
ス
タ
ッ
フ
が
対
応
。彼

女
は
日
本
語
が
堪
能
な
た

め
、日
本
か
ら
来
た
鋳
造
に

詳
し
い
ク
オ
リ
カ
の
社
員
に
話
を
聞

く
な
ど
し
て
学
ん
で
い
き
ま
し
た
。堀
田
氏
も

「
私
を
介
さ
ず
に
タ
イ
人
同
士
で
技
術
的
な
話
が

で
き
る
の
で
、本
当
に
助
か
っ
て
い
ま
す
」と
話
し

ま
す
。

　
ま
た
、Ｊ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｔ
は
３
次
元
の
Ｃ
Ａ
Ｄ
を
デ

ー
タ
独
自
の
イ
ン
タ
ー
フェ
イ
ス
で
取
込
む
こ
と
に

よ
り
、短
時
間
で
簡
単
に
解
析
モ
デ
ル
を
作
成
で

き
る
の
も
特
長
で
す
。「
分
か
り
や
す
く
て
使
い

や
す
い
。機
能
性
も
十
分
で
す
」（
堀
田
氏
）。

ー
チ
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。堀
田
氏
ら

も
、こ
れ
ま
で
に
Ｊ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｔ
に
よ
る
シ
ミ
ュレ

ー
シ
ョン
で
数
々
の
不
具
合
の
予
測
に
成
功
し
ま

し
た
。さ
ら
に
事
前
に
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き

る
こ
と
か
ら
、試
作
失
敗
時
の
損
失
を
恐
れ
ず
に

製
造
現
場
か
ら
改
善
の
ア
イ
デ
ア
が
積
極
的
に

出
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。歩
留
ま
り
向
上

の
た
め
鋳
造
型
の
面
数
増
加
に
も
取
り
組
ん
で

お
り
、面
数
が
増
え
た
際
の
湯
流
れ
凝
固
の
検
証

や
、湯
道
の
形
状
変
更
、鋳
造
型
の
微
調
整
な
ど

に
も
Ｊ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｔ
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

　O
rnut

氏
は「
こ
ん
な
ソ
フ
ト
が
あ
る
と
は
知

ら
な
か
っ
た
の
で
、新
し
い
体
験
を
さ
せ
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。最
初
は
難
し
か
っ
た
け
れ
ど
、少
し
ず

つ
慣
れ
て
、上
手
く
使
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま

　
Ｊ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｔ
で
の
解
析
を
担
当
し
て
い
る
の

は
、若
手
タ
イ
人
ス
タ
ッ
フ
のO

rnut Y
od-

m
anee

氏
。大
学
で
金
属
工
学
を
学
ん
で
い
た
こ

と
で
、白
羽
の
矢
が
立
ち
ま
し
た
。３
次
元
の
Ｃ
Ａ

Ｄ
で
図
面
を
起
こ
し
て
、材
料
の
金
属
や
鋳
造
型

の
材
質
な
ど
諸
条
件
を
設
定
し
、解
析
を
試
み

ま
す
。時
に
は
実
際
に
不
良
が
起
こっ
た
鋳
造
型

を
用
い
て
、シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
結
果
と
照
ら
し

合
わ
せ
な
が
ら
、な
ぜ
不
良
が
発
生
し
た
の
か
原

因
を
究
明
し
て
い
き
ま
す
。

　
Ｊ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｔ
は
、従
来
は
目
で
見
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
鋳
造
型
内
部
の
湯
流
れ
、凝
固
の

形
態
を
可
視
化
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。職
人
の

長
年
の
経
験
や
勘
に
よ
る
修
正
に
頼
っ
て
い
た
鋳

造
型
の
不
具
合
に
、科
学
的
な
観
点
か
ら
ア
プ
ロ

品
を
高
品
質
か
つ
効
率
良
く
生
産
す
る
こ
と
を

追
求
し
て
き
ま
し
た
。し
か
し
、シ
ェ
ア
を
よ
り
一

層
拡
大
す
る
た
め
に
は
、現
地
の
ニ
ー
ズ
に
柔
軟

に
応
え
た
製
品
開
発
が
求
め
ら
れ
ま
す
。そ
の
た

め
に
、タ
イ
で
技
術
部
を
立
ち
上
げ
て
本
格
的
に

技
術
の
蓄
積
を
図
ろ
う
と
考
え
た
の
で
す
。中
心

的
な
役
割
を
担
っ
た
の
が
、14
年
か
ら
技
術
担
当

と
し
て
初
め
て
タ
イ
に
赴
任
し
た
堀
田
昇
勇
ダ
イ

レ
ク
タ
ー
で
し
た
。

　
立
ち
上
げ
に
伴
っ
て
、こ
れ
ま
で
外
注
し
て
い

た
型
の
内
製
化
に
挑
戦
し
ま
し
た
。型
は
、バ
ル
ブ

製
造
に
と
って
重
要
な
要
素
で
あ
り
様
々
な
ノ
ウ

ハ
ウ
が
詰
ま
って
い
ま
す
。型
を
社
内
で
製
作
で
き

れ
ば
数
ヵ
月
を
要
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
納
期
が
大

幅
に
短
縮
で
き
、細
か
な
仕
様
変
更
に
も
対
応

し
や
す
く
な
り
ま
す
。た
だ
、型
製
作
の
ノ
ウ
ハ
ウ

は
タ
イ
に
は
ま
っ
た
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。は
じ

め
は
見
よ
う
見
ま
ね
で
工
作
機
械
や
ツ
ー
ル
を
揃

え
、試
行
錯
誤
し
な
が
ら
少
し
ず
つ
品
質
を
向
上

さ
せ
て
い
き
ま
し
た
。ま
ず
金
型
の
製
作
が
軌
道

に
乗
る
と
、今
度
は
鋳
造
に
使
う
砂
型
の
製
造
に

挑
み
ま
し
た
。同
時
に
、鋳
造
湯
の
流
れ
や
凝
固

プ
ロ
セ
ス
を
解
析
す
る
ソ
フ
ト
を
導
入
し
て
、さ
ら

な
る
技
術
確
立
を
図
ろ
う
と
考
え
ま
し
た
。

型内の溶湯の流れなどを可視化JSCAST導入を主導した堀田氏若手のOrnut氏にJSCASTの運用が任された

クオリカ導入事例紹介

３次元湯流れ凝固解析システム

JSCAST
背景選定効果

日
本
語
も
巧
み
な

ク
オ
リ
カ
の
ス
タ
ッ
フ

QUALICA（Thailand）Co., Ltd.
Tel：02-666-4851 
E-mail：sales.qualicathailand@qualica-asia.com
UBC II Building, 20th Floor, 591 Sukhumvit Road., 
North Klongton, Wattana, Bangkok, 10110

KITZ（Thailand）Ltd.の事例

－－－日本工場へノウハウ逆輸入も

（肩書などは掲載日時点）

今後の展開

独
自
の
技
術
蓄
積
を
目
指
し
タ
イ
で
型
の
内
製
化
に
挑
戦

よ
り
効
率
的
な
鋳
造
型
製
作
に
向
け
解
析
ソ
フ
ト
を
検
討

運
用
は
タ
イ
人
ス
タ
ッ
フ
、タ
イ
語
の
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
不
可
欠

ク
オ
リ
カ
現
地
拠
点
の
存
在
も
導
入
の
決
め
手
に

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
不
良
の
予
測
が
可
能
に

製
造
現
場
か
ら
改
善
の
ア
イ
デ
ア
が
出
る
よ
う
に
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トンロー駅

スクンビット駅

プロンポン駅

アソーク駅

クイーンシリキット駅

ト
ン
ロ
ー
通
り

ソ
イ
39

ソ
イ
49

ソ
イ
26

ソ
イ
2０

スクンビットエリアー空き物件調査

土地

件
7
賃貸 4件賃貸 4件

売却3件売却3件

建物

件
79
賃貸 66件賃貸 66件

売却10件売却10件
賃貸・売却３件賃貸・売却３件

建物（賃貸）
土地（賃貸）

建物（売却） 建物（賃貸・売却）
土地（売却）

調査したルート

N

250㎡ほど
賃貸価格：約6.5万バーツ/月
売却価格：約２千万バーツ

売却・賃貸物件

150㎡ほど
賃貸価格：約７万バーツ/月
コンドミニアムの１階

賃貸物件

500㎡ほど
賃貸価格：約28万バーツ/月
一軒家の賃貸物件！

賃貸物件

シーロム駅

サラデーン駅

チョンノンシー駅

スラサック駅

シーロムエリアー空き物件調査

土地

件
6

賃貸 1件賃貸 1件

売却4件売却4件

賃貸・売却1件賃貸・売却1件

建物

件
53
賃貸 45件賃貸 45件

売却7件売却7件

賃貸・売却1件賃貸・売却1件

N

建物（賃貸）
土地（賃貸）

建物（売却） 建物（賃貸・売却）
土地（売却） 土地（賃貸・売却）

調査したルート

160㎡ほど
賃貸価格：約8万バーツ/月
売却価格：約4.5千万バーツ

土地の売却・賃貸可能

115㎡ほど
賃貸価格：約20万バーツ/月
チョンノンシー駅目の前！

賃貸物件

70㎡ほど
賃貸価格：約４万バーツ/月
４階建て

賃貸物件

シーロム駅

サラデーン駅

チョンノンシー駅

スラサック駅

シーロムエリアー空き物件調査

土地

件
6

賃貸 1件賃貸 1件

売却4件売却4件

賃貸・売却1件賃貸・売却1件

建物

件
53
賃貸 45件賃貸 45件

売却7件売却7件

賃貸・売却1件賃貸・売却1件

N

建物（賃貸）
土地（賃貸）

建物（売却） 建物（賃貸・売却）
土地（売却） 土地（賃貸・売却）

調査したルート

160㎡ほど
賃貸価格：約8万バーツ/月
売却価格：約4.5千万バーツ

土地の売却・賃貸可能

115㎡ほど
賃貸価格：約20万バーツ/月
チョンノンシー駅目の前！

賃貸物件

70㎡ほど
賃貸価格：約４万バーツ/月
４階建て

賃貸物件

バンコクオフィスナビ
サイトへはこちらから

バンコクの魅力あるオフィス物
件をご紹介する検索サイトで
す。360度カメラでオフィス内
を一望、特集ページではオフィ
ス移転お役立ち情報などを紹
介しています。

担
当
：
内
堀

担
当
：
内
堀

097-137-4831（担当：内堀）
uchibori@gdm-asia.com
https://office.gdm-asia.com/bkk-office-navi/

バンコクオフィスナビ

オフィスに関するお問合せ

オフィス探し専門サイト

オフィス紹介実績
オフィスが集まるシーロムエリアを調査したところ、賃貸や売却に出されている土地は６件でした。そ
のうち賃貸は１件、売却は４件、賃貸・売却どちらでも可能な物件は１件。また、建物（ビル内物件/タ
ウンハウス/一軒家）については53件でそのうち賃貸は45件、売却は７件、賃貸・売却どちらでも可
能な物件は１件です。
古びたタウンハウスが多く、タウンハウスのリノベーション等の活用が考えられます。

日本人に馴染み深いスクンビットエリアを調査したところ、賃貸や売却に出されている土地は７件でした。そのうち賃貸は４件、売却は３件。
また、建物（ビル内物件/タウンハウス/一軒家）については79件でそのうち賃貸は66件、売却は10件、賃貸・売却どちらでも可能な物件は３件です。
ガラス張りの物件が多く、アパレルやスパなどに活用できるのではないでしょうか。

～コロナ禍の影響も？～ by バンコクオフィスナビ

不動産のプロ、GDMが徹底解説！

● コナミアミューズメント 様
● 湖池屋 様
● 住友重機械工業 様
● 野村総合研究所 様
● 三菱UFJリサーチ&コンサルティング 様
● BizWings 様
● JXTGエネルギー 様
● KGK 様
● モンスターラボ 様

● 古河電工オートモーティブシステムズ 様
● 戸上電機製作所 様
● 日本コムサ 様
● アンダーソン・毛利・友常法律事務所 様
● 古河電気工業 様
● 住友商事マシネックス 様
● 野村貿易 様
● 北國銀行 様

　今回は、スクンビットエリアの一部と、シーロムエリア
の空き物件情報をまとめました。建物と土地を比べると
格段に多くの建物の空き状況を確認できました。
　後編では、現状の空室物件・土地をオフィスとしてど
のように活用できるかを解説いたします。時代の変わり
目にある今、オフィスとしての新しい在り方を皆様にご
紹介します。

担当者より

実際に担当者が歩いて調査しました！実際に担当者が歩いて調査しました！実際に担当者が歩いて調査しました！実際に担当者が歩いて調査しました！
　バンコク市内を見渡すと、あらゆる場所で空き物件を目にするようになりました。タイ経済の成長鈍化もありますが、今回の
コロナウイルスをきっかけに急激な増加傾向にあります。スクンビットエリア一部とシーロムエリアに空き物件がどれほどあるの
かを現地を訪れ調査しましたので、調査結果と空き物件の活用方法について前編・後編に分けて解説を致します。
　前編は調査結果を紹介します。

リノベーションをして
オフィス利用する手段も？

Vol.８

バンコク空き物件
調査レポート 前編

※当地図の物件位置は大凡の位置であり、正確性を保証するものではありません。
　予めご了承ください。

マップに掲載されている空き物件に
ご興味ある方はお問い合わせください。
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■ 

経
済
活
動
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
ま
つ
わ
る
各
規
制
緩

和
に
よ
り
、タ
イ
国
内
の
経
済
活
動
が
再
開
し
、

内
需
は
底
が
何
と
か
見
え
出
し
た
傾
向
に
あ

る
。一
方
で
、そ
も
そ
も
輸
出
依
存
度
が
高
い
外

需
を
基
軸
に
し
た
タ
イ
の
経
済
構
成
上
、さ
ら

な
る
世
界
経
済
の
後
退
と
入
国
制
限
措
置
が
続

く
こ
と
に
よ
る
観
光
業
の
低
迷
を
鑑
み
る
と
、依

然
と
し
て
タ
イ
経
済
全
体
の
見
通
し
を
明
る
い

と
判
断
す
る
材
料
は
乏
し
い
。

　
こ
の
状
況
が
い
つ
ま
で
続
く
の
か
、新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
変
異
に
よ
り
さ
ら
に
状
況
は
悪
化
す

る
の
か
、ど
の
状
態
を
も
っ
て
終
息
と
言
え
る
の

か
。現
段
階
で
は
確
度
の
高
い
想
定
は
し
難
い
。ウ

イ
ル
ス
を
恐
れ
て
経
済
活
動
を
制
限
す
る
こ
と
は

避
け
る
必
要
が
あ
る
た
め
、社
内
外
で
の
感
染
リ

ス
ク
を
抑
え
つつ
、短
中
期
で
掛
か
る
固
定
費
を
い

か
に
削
減
で
き
る
か
ど
う
か
が
鍵
と
な
る
。

■ 

小
手
先
の
感
染
防
止
策
の
有
効
性

　
社
内
で
の
感
染
リ
ス
ク
を
少
し
で
も
抑
え
る
上

で
は
、パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
デ
ス
ク
周
り
に
増
設
し

た
り
、デ
ス
ク
に
座
る
向
き
や
間
隔
の
変
更
、通
路

動
線
を
一
方
通
行
化
す
る
と
いっ
た
小
手
先
の
改

善
に
留
る
傾
向
が
あ
る
。だ
が
果
た
し
て
そ
れ
ら

が
ど
れ
ほ
ど
感
染
リ
ス
ク
軽
減
に
寄
与
す
る
か
は

実
際
の
と
こ
ろ
定
義
が
難
し
い
。

　
仮
に
若
干
の
効
果
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、オ
フ
ィ

ス
内
で
不
特
定
多
数
の
従
業
員
が
頻
繁
に
触
れ

る
ド
ア
ノ
ブ
、複
合
機
の
ボ
タ
ン
を
数
時
間
お
き

に
消
毒
す
る
等
、接
触
感
染
リ
ス
ク
を
抑
え
る
取

り
組
み
も
加
え
て
行
わ
な
い
限
り
、増
設
し
た

パ
ー
テ
ー
シ
ョン
に
よ
る
飛
沫
感
染
リ
ス
ク
削
減
効

果
は
無
意
味
に
な
る
。

　
加
え
て
、ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
維
持
や
動

線
を
一
方
通
行
化
す
る
レ
イ
ア
ウ
ト
は
、ス
タ
ッ
フ一

人
あ
た
り
の
オ
フ
ィ
ス
面
積
比
を
上
げ
て
し
ま
う

こ
と
に
な
り
、現
状
の
オ
フ
ィ
ス
ス
ペ
ー
ス
と
従
業

員
数
を
維
持
し
て
実
現
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

　
決
し
て
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
が
全
く
効
果
の
な

い
わ
け
で
は
な
い
が
、中
途
半
端
に
継
続
性
な
く

行
う
の
で
あ
れ
ば
、そ
の
場
し
の
ぎ
の
対
策
と
な
っ

て
し
ま
う
。

■ 

リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
の一
長
一
短

　
幸
い
に
も
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
機
に
、タ
イ
で
は

今
ま
で
普
及
し
て
こ
な
か
っ
た
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク

を
約
半
数
以
上
の
企
業
が
経
験
を
す
る
こ
と
に

な
り
、そ
の
良
し
悪
し
が
各
業
界
、企
業
ご
と
に

明
確
に
な
っ
た
。通
勤
時
間
の
減
少
、会
議
や
客

先
訪
問
と
いっ
た
今
ま
で
定
例
化
さ
れ
て
き
た
こ

と
の
必
要
性
の
再
確
認
や
淘
汰
す
る
た
め
の
好

材
料
で
あ
る
反
面
、高
度
な
連
携
が
必
要
な
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
に
は
不
向
き
で
あ
っ
た
り
、従
業
員
の
教

育
や
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
維
持
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
起

き
に
く
い
等
の
課
題
も
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

■ 

オ
フ
ィ
ス
賃
料
ト
レ
ン
ド
の
こ
の
先

　
オ
フ
ィ
ス
不
動
産
の
観
点
で
み
る
と
、

2
0
2
0
年
3
月
末
時
点
で
の
バ
ン
コ
ク
市
内

オ
フ
ィ
ス
面
積
は
8
8
6
万
㎡
に
な
り
、賃
貸
率

は
95
・
3
%
と
依
然
、高
水
準
を
維
持
し
て
い

る
。賃
料
相
場
も
引
き
続
き
上
昇
傾
向
に
は
変

わ
り
が
な
い
が
、25
年
ま
で
に
さ
ら
に
1
4
5
万

㎡
増
床
す
る
た
め
、こ
の
5
年
間
で
徐
々
に
需
要

と
供
給
バ
ラ
ン
ス
が
正
常
化
す
る
見
通
し
で
あ

る
。そ
の
結
果
、各
ビ
ル
の
付
加
価
値
に
よ
っ
て
明

暗
は
分
か
れ
て
く
る
。

　
B
T
S
や
M
R
T
の
駅
直
結
ま
た
は
徒
歩
3

分
圏
内
で
、竣
工
か
ら
年
数
が
経
っ
て
い
な
い
物

件
の
賃
料
は
今
後
も
緩
や
か
な
上
昇
を
続
け
る

こ
と
が
想
定
で
き
る
の
に
反
し
、徒
歩
5
〜
10
分

以
上
の
賃
貸
ス
ペ
ー
ス
や
共
有
ス
ペ
ー
ス
の
設
備

に
経
年
劣
化
が
目
立
つ
物
件
の
賃
料
は
、据
え

置
き
、ま
た
は
緩
や
か
な
下
落
も
想
定
で
き
る
。

　
こ
れ
ら
の
見
込
み
は
コ
ロ
ナ
以
前
の
も
の
で
は

あ
る
が
、今
後
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
を
継
続
す
る
企

業
や
、業
績
不
振
に
よ
る
倒
産・事
業
縮
小
を
す

る
企
業
が
増
加
し
た
と
し
て
も
、こ
の
従
来
の
オ

フ
ィ
ス
賃
料
ト
レ
ン
ド
が
大
き
く
崩
れ
、現
状
の

賃
料
か
ら
下
が
る
と
い
っ
た「
恩
恵
」は
短
期
的

に
は
期
待
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

■ 

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
オ
フ
ィ
ス
の
在
り
方

　　
こ
こ
ま
で
お
話
し
て
き
た
各
要
素
を
鑑
み
る

と
、業
種
に
よ
る
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
の
向
き
不
向

き
を
解
決
し
て
い
て
、ま
た
既
存
オ
フ
ィ
ス
の
契

約
更
新
時
期
が
1
年
以
内
に
控
え
て
い
る
企
業

は
、一
部
従
業
員
の
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
促
進
と
、そ

れ
に
伴
う
オ
フ
ィ
ス
ス
ペ
ー
ス
の
ス
リ
ム
化
、つ
ま

り
は
縮
小
移
転
を
検
討
す
る
傾
向
に
な
る
。

　
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
デ
メ
リ
ッ
ト
や
、人
と

対
面
で
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
好
む
タ
イ
人
の

傾
向
を
み
る
限
り
、既
存
オ
フ
ィ
ス
を
完
全
に
な

く
す
企
業
が
増
加
す
る
こ
と
は
考
え
に
く
い
。一

方
で
ウ
イ
ル
ス
感
染
第
二
波
に
よ
る
感
染
リ
ス
ク

を
抑
え
る
取
り
組
み
を
継
続
し
、か
つ
先
行
き

不
透
明
な
経
済
状
況
に
対
し
コ
ス
ト
を
抑
え
て

凌
げ
る
オ
フ
ィ
ス
の
在
り
方
と
し
て
、既
存
オ

フ
ィ
ス
ス
ペ
ー
ス
を
そ
の
ま
ま
維
持
し
、全
従
業

員
を
従
来
の
通
勤
ス
タ
イ
ル
で
勤
務
さ
せ
る
こ

と
は
相
応
し
く
な
い
と
判
断
す
る
経
営
者
は
少

な
く
な
い
だ
ろ
う
。

　
結
果
、総
務
や
会
計
ス
タ
ッ
フ
の
常
駐
メ
ン

バ
ー
用
の
デ
ス
ク
ス
ペ
ー
ス
、最
低
限
の
会
議

室
、リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
の
従
業
員
が
打
ち
合
わ

せ
等
で
出
社
時
に
使
用
で
き
る
フ
リ
ー
ア
ド
レ

ス
デ
ス
ク
ス
ペ
ー
ス
の
み
の
シ
ン
プ
ル
な
オ
フ
ィ

ス
に
縮
小
す
る
こ
と
で
賃
料
コ
ス
ト
削
減
。併

せ
て
、常
駐
メ
ン
バ
ー
以
外
へ
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
を

適
用
し
、感
染
リ
ス
ク
軽
減
へ
取
り
組
む
企
業
姿

勢
を
維
持
す
る
こ
と
が
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
選
択
と

言
え
る
。

■ 

コ
ス
ト
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
進
め
方

　
オ
フ
ィ
ス
の
ス
リ
ム
化
を
検
討
す
る
に
あ
た
っ

て
重
要
な
こ
と
は
、移
転
先
の
オ
フ
ィ
ス
賃
料
の

不
動
産
的
観
点
と
、既
存
オ
フ
ィ
ス
の
原
状
回
復

費
や
新
設
オ
フ
ィ
ス
の
内
装
費
、必
要
な
広
さ
等

の
内
装
的
観
点
を
併
せ
た
コ
ス
ト
シ
ュ
ミ
レ
ー

シ
ョ
ン
で
あ
る
。

　
コ
ス
ト
を
抑
え
る
た
め
に
、既
存
オ
フ
ィ
ス
の

契
約
残
存
期
間
は
少
な
い
に
越
し
た
こ
と
は
な

い
。し
か
し
、オ
フ
ィ
ス
ス
ペ
ー
ス
の
縮
小
具
合
が

大
き
い
場
合
は
契
約
残
存
期
間
分
が
若
干
長

く
、そ
の
賃
料
を
違
約
金
と
し
て
支
払
っ
た
場
合

で
も
短
中
期
的
に
コ
ス
ト
を
削
減
可
能
と
判
断

で
き
る
場
合
も
あ
る
。

　
図
表
は
、既
存
3
0
0
㎡
の
オ
フ
ィ
ス
を

1
0
0
㎡
に
縮
小
し
た
場
合
の
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ

ン
概
要
に
な
る
。既
存
オ
フ
ィ
ス
の
契
約
完
了
と

同
じ
時
期
に
移
転
で
き
た
場
合
は
、移
転
1・5

年
経
過
時
点
で
追
加
投
資
額
は
賃
料
削
減
額

と
相
殺
で
き
、以
降
は
年
間
2
6
4
万
バ
ー
ツ
の

削
減
と
な
る
。既
存
オ
フ
ィ
ス
の
契
約
残
存
期
間

が
若
干
残
っ
て
お
り
、例
え
ば
残
存
3
ヵ
月
分
を

違
約
金
と
し
て
支
払
っ
た
と
し
て
も
移
転
1・8

年
時
点
で
追
加
投
資
額
は
相
殺
さ
れ
る
。

　
上
記
数
値
は
あ
く
ま
で
例
で
あ
り
、賃
料
、広

さ
、契
約
条
件
、内
装
内
容
に
よ
り
異
な
る
。私

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
け
れ
ば
、概
要
を
ヒ

ア
リ
ン
グ
の
上
具
体
的
な
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
条

件
に
沿
っ
た
移
転
先
物
件
の
ご
紹
介
も
併
行
し

て
サ
ポ
ー
ト
可
能
で
あ
る
。

　
一
次
的
に
追
加
投
資
を
す
る
こ
と
に
な
る
の
で

躊
躇
を
し
が
ち
で
は
あ
る
が
、ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
、ア

フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
合
っ
た
オ
フ
ィ
ス
の
在
り
方
が
今

後
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
必
至
で
、早
期
に
手
を
打

つ
攻
め
の
判
断
が
今
後
重
要
に
な
っ
て
く
る
。

慶應義塾大学 法学部法律学
科卒業。2015年来タイ。オフィ
スインテリア、工場設備内装、
中小規模の建設に強みを持
つ。タイ国内において多数の案
件実績を持ち、日系企業の働く
空間デザインをサポート。

山本 征史
GDM Thailand

57, Park Ventures Ecoplex, 12th Fl. Unit 1211
Wireless Road, Lumpini, Patumwan, Bangkok 10330

GDM (Thailand) Co., Ltd.

電話 ： 088-572-4998（山本）
Eメール ： seiji@gdm-asia.com

www.gdm-asia.com

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
対
策
の
一
環
と
し
て
、タ
イ
政
府
の
緊
急
事
態
宣

言
下
に
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
を
開
始
し
た
企
業
は
数
多
く
あ
る
が
、タ
イ
国
内
感
染
者
数

を
抑
え
ら
れ
て
い
る
昨
今
で
は
徐
々
に
従
来
の
通
勤
す
る
ス
タ
イ
ル
に
戻
り
つ
つ
あ
る
。

感
染
リ
ス
ク
軽
減
の
取
り
組
み
を
行
い
な
が
ら
、か
つ
先
行
き
不
透
明
な
経
済
状
況
を

い
か
に
コ
ス
ト
を
抑
え
て
凌
げ
る
か
が
、今
後
の
重
要
な
経
営
テ
ー
マ
に
な
る
。

シミュレーション例図表

既存300㎡のオフィスを100㎡に縮小する場合

3,700,000/2,640,000=1.40...→約１年半で追加投資額は相殺

既存オフィス賃料 300㎡ × 1,100 THB = 330,000 THB / 月
新設オフィス賃料 100㎡ × 1,100 THB = 110,000 THB / 月
年間賃料削減額 2,640,000 THB / 年
既存オフィス原状回復費 約 1,500,000 THB
新設オフィス内装費 約 1,600,000 THB
追加家具 / 引越し費用等 約 600,000 THB
追加投資額 約 3,700,000 THB

(単位：バーツ） 
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6,000,000

4,000,000

2,000,000

0
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追
加
投
資
額

新設オフィス賃料
100㎡ × 1,100 = 110,000 THB / 月

既存オフィス賃料
300㎡ × 1,100 = 330,000 THB / 月

約１年半で
追加投資額は相殺

S i m p l e  D e s i g n  T h i n k i n g コ
ス
トスリム

S i m p l e
D e s i g n
T h i n k i n g

コロナ禍に“スリム化”が注目される理由

コスト削減を実現する
オフィスの在り方とは

AdAsia (Thailand) Limited 様
GMOクラウド株式会社 様
JXTGエネルギー株式会社 様
NECプラットフォームズ株式会社 様
アイシン精機株式会社 様
アズビル株式会社 様
アンダーソン・毛利・友常法律事務所 様
いすゞ 自動車株式会社 様
コナミホールディングス株式会社 様
トヨタ車体精工株式会社 様
パナソニック デバイスＳＵＮＸ株式会社 様
ユニ・チャーム株式会社 様
伊藤忠エネクス株式会社 様
王子製鉄株式会社 様
株式会社JALUX 様
株式会社UACJ 様
株式会社UACJトレーディング 様
株式会社エフティコミュニケーションズ 様

株式会社キーエンス 様
株式会社ビジネスブレイン太田昭和 様
株式会社宇徳 様
株式会社戸上電機製作所 様
株式会社湖池屋 様
株式会社小松製作所 様
株式会社日立ソリューションズ 様
京セラ株式会社 様
群馬銀行 様
古河電気工業株式会社 様
三菱マテリアル株式会社 様
住友重機械工業株式会社 様
住友商事マシネックス株式会社 様
赤城乳業株式会社 様
帝人株式会社 様
日揮株式会社 様
日工株式会社 様
日本バルカー工業株式会社 様　　他

GDMは１００社以上の取引実績あり
 オフィス内装/オフィス家具  取引企業様一例
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GDMからの紹介または『ArayZ』読者の方には通常サービスに加え、
Dearlife 特別サービスをご利用できます！

お部屋探しならディアライフ！

デポジット
長期立替
デポジット
長期立替

※特典1のサービス提供に際して、企業間の覚書締結を必要とすることがあります　※特典１と特典２の併用は不可です。
※サービスプロモーションは予告なく変更となる場合もございます。予めご了承ください。

● 入居者向け保険（火災・借家人賠償・退去時の原状回復）
● セレッソ大阪サッカースクールでのご優待
● ベリーモバイルでのご優待
● ムエタイジムのご優待　　

GDMからの紹介、『ArayZ』読者の方には

Dearlife通常サービスDearlife通常サービス

さらに！

＋

引っ越し費用負担引っ越し費用負担

JALマイレージ贈呈
（2,000マイル）

JALマイレージ贈呈
（2,000マイル）

インターネットTV
1年間無料

インターネットTV
1年間無料

＋

or

＋
１１特典 法人企業さま向け ２２特典 駐在員さま向け

GDM紹介プロモーション！GDM紹介プロモーション！

イメージキャラクター
ぱんちゃん璃奈

ご提案・施工管理・工程管理・アフターサービス等、日本人国家資格保持者による対応が可能です。お気軽にお問い合わせ下さい。

第一セントラルはDAIKINの正規取り扱い店です

RK Biz Center Project, 36/49 Motorway Rd., Kaeng Khlong Song Tun Nun,　Khet Lat Krabang, Bangkok 10520

Daiichi Central（Thailand）Co., Ltd.
原　   　　　　089-024-3800　     　hara-d@dcsk.co.jp日本人窓口

Bunchong　   081-255-6490　     　tk.pv@hotmail.comタイ人窓口

設計 販売 施工

調換気・

見直してみませんか？

設備
　Daiichi Central（Thailand）Co., Ltd.では、様々な建物に最も適した設備
の提案を行います。現在、新型コロナウイルスの影響もあって、室内の換
気の重要性が改めて注目されています。また、エネルギーを多く使う施
設では設計次第でイニシャルコストやランニングコストにかなり大き
な差が出ます。
　私たちは、ただ単に設備を設置するだけではなく、お客様の目線で本
当に必要な設備を最適な形で導入することが、本来の設計であると考え
ています。空調設備更新の際にインバーター搭載の最新空調機による省
エネ提案や、初期投資0バーツ提案など、様々なご提案が可能です。

お
客
様
の
目
線
で
本
当
に

　
　
　
　必
要
な
設
備
を
最
適
導
入

NNPグループ
移転価格文書化は

Empire Tower, Unit 4703, 47th Floor, 1 South Sathorn Road,
 Yannawa, Sathorn, Bangkok 10120 Thailand

NOVEL NISHIUWATOKO & PATTARIN
Tel：090-972-0625　　Mail：mits@nnp-group.com（西上床）
URL：https://www.nnp-advisory.com/

　重大な関連会社間取引を有する会社は、移転価格税制上の税務調整リ
スクを内包します。関連会社間取引が独立企業間取引価格相当で実施され
ていたことを証するベンチマークスタディーを税務当局に提示することができ
ない限り、税務調査が入った場合、ディフェンスをすることができません。

　また、2019年1月1日以降の会計年度に適用される歳入法典修正法（第
47号）により、税務当局は、2億バーツ以上の売り上げを有する納税者に対
し、移転価格証拠文書類の提出を要求する権限を得ました。

　私共は、通常サービスの一環としてベンチマークスタディーを含む移転価
格証拠文書類を作成しております。作成料は一般的に約250,000バーツと
させて頂いております。詳細につきましては一度ご連絡を下さるようお願い致
します。

移転価格証拠文書類作成

約250,000B～

一般人材
派遣

紹介予定派遣

お客様の業務内容、
ニーズに適した即戦
力タイ人材をスピー
ディーに選出し、事前
研修後に派遣します。

派遣にて一定期間（最長2年間）、業務
遂行能力や勤務態度などを評価後に、必
要な人材のみ紹介契約に切り替えてい
ただけます。能力、勤務態度、社内スタッ
フ様との関係も含め、紹介よりも長い期間
見極めが可能となり、お客様のリスク軽
減、より良い人材の雇用につながります。

タイで10年以上200社超の実績24時間日本語対応

一般人材
紹介
プロフェッショナル
な人材情報をご提供
する人材紹介サービ
スです。

運転手
派遣
事前教育、薬物検査
に合格した運転手を
派遣します。常時、正社
員運転手が待機してお
り、緊急時のサポート
体制も万全です。

財人    を派遣する。

おすすめ！

紹介されたが
試用期間で
辞めないか？

雇用したいが
能力に疑問がある。
勤務態度は大丈夫？

Email：k.tabuchi@kyoudoh.co.th　　HP：www.kyoudoh.com

KYOUDOH GROUP RECRUITMENT CO., LTD.

29/1 PiyaPlaceLangsuang Building,10th Fl, Unit 10E, Soi Langsuang, 
Ploenchit Road Lumpini Pathumwan, Bangkok 10330

電話：（+66）02-254-5276　日本人直通：086-016-7200（田淵）
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日本国弁護士・弁理士　 永田 貴久
京都工芸繊維大学物質工学科卒業、2006年
より弁理士として永田国際特許事務所を共
同経営。その後、大阪、東京にて弁護士法人
プログレ・TNY国際法律事務所を設立し代
表社員に就任。16年にタイにてTNY Legal 
Co., Ltd.を共同代表として設立。TNYグルー
プのマレーシア、イスラエル、メキシコ、エスト
ニアの各オフィスの共同代表も務める。

TNY国際法律事務所

URL：ht tp : / /www. tny- lega l .com/
C o n t a c t： i n f o @ t n y - l e g a l . c o m

タ
イ
の
著
作
権
法（
２
）

イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
・
リ
レ
ー
連
載

　
こ
の
点
も
大
き
な
違
い
で
あ
り
、業
務

委
託
の
場
合
、契
約
書
に
著
作
権
の
帰

属
に
つ
い
て
明
記
し
て
お
く
こ
と
に
留
意

が
必
要
と
な
る
。

模
倣
品
へ
の
対
応

　
タ
イ
国
内
に
お
い
て
、自
ら（
自
社
）の

著
作
物
が
模
倣
さ
れ
て
い
る
の
を
発
見

す
る
場
合
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
こ
の
よ
う
な
場
合
、民
事
訴
訟
等
に
よ

り
差
し
止
め
を
求
め
る
こ
と
も
可
能
だ

が
、タ
イ
で
は
タ
イ
警
察
の
経
済
犯
罪
取

締
部（
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）や
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
犯
罪
取

締
部（
Ｔ
Ｃ
Ｓ
Ｄ
）に
告
訴
を
行
い
、刑
事

手
続
に
乗
せ
る
こ
と
が
、証
拠
隠
滅
防
止

等
の
観
点
か
ら
有
効
と
さ
れ
て
い
る
。

　
た
だ
し
、著
作
権
侵
害
で
あ
る
と
の
告

訴
が
受
理
さ
れ
る
た
め
に
は
、タ
イ
特
許

庁（
Ｄ
Ｉ
Ｐ
）に
そ
の
著
作
物
の
真
正
な

権
利
者
と
し
て「
登
録
」さ
れ
て
い
る
か

ど
う
か
が
重
視
さ
れ
る
。

　
著
作
権
自
体
は
登
録
な
く
自
然
発
生

す
る
権
利
で
あ
る
が（
無
方
式
主
義
）、

実
効
的
な
保
護
を
図
る
た
め
に
は
、Ｄ
Ⅰ

Ｐ
へ
の「
登
録
」が
重
要
な
意
味
を
有
す

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。一
方
、日
本
の
著

約・規
則
等
で
権
利
の
帰
属
を
明
確
に
し

て
お
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

　
な
お
、業
務
等
の
委
託
に
よ
り
創
作

さ
れ
た
著
作
物
の
著
作
権
の
帰
属
も
、日

本
と
タ
イ
で
規
定
が
異
な
って
い
る
。

　
タ
イ
で
は
、別
段
の
合
意
が
な
け
れ
ば

委
託
者
に
帰
属
し（
タ
イ
著
作
権
法
10

条
）、日
本
で
は
タ
イ
著
作
権
法
10
条
の

よ
う
な
規
定
が
な
い
た
め
、原
則
通
り
創

作
者
が
著
作
者
と
な
り
著
作
権
を
保
有

す
る
こ
と
に
な
る
。　

　
具
体
的
に
は
、原
則
と
し
て
日
本
で
は

会
社
に
帰
属
す
る
の
に
対
し
て（
日
本
著

作
権
法
15
条
）、タ
イ
で
は
従
業
者
に
帰

属
す
る
と
定
め
ら
れ
て
い
る（
タ
イ
著
作

権
法
９
条
）。

　
そ
の
た
め
、何
の
対
策
も
行
わ
な
か
っ

た
場
合
、「
業
務
の
過
程
で
作
成
し
た
著

作
物
を
使
用
し
よ
う
と
し
た
ら
、従
業

者
か
ら
著
作
物
使
用
の
停
止
を
求
め
ら

れ
た
」と
い
う
事
態
も
生
じ
か
ね
な
い
。

　
こ
の
よ
う
な
事
態
を
避
け
る
た
め
、契

職
務
著
作
の
帰
属
先
の
違
い

　
会
社
の
業
務
上
、従
業
員
に
何
ら
か
の

著
作
物
の
作
成
を
命
じ
る
場
合
が
あ

り
、こ
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
完
成
し
た

著
作
物
を「
職
務
著
作
」と
呼
ぶ
。こ
の

「
職
務
著
作
」の
権
利
が
誰
に
帰
属
す
る

の
か
に
つい
て
、日
本
と
タ
イ
と
で
著
作
権

法
上
の
規
定
が
異
な
っ
て
い
る
た
め
注
意

が
必
要
で
あ
る
。

 

当
職
担
当
の
回
で
は
タ
イ
の
知
的

財
産
権
法
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
詳
細

に
説
明
し
て
い
る
。

　著
作
物
に
生
じ
た
権
利
は
、日
タ
イ

両
国
に
お
い
て
相
互
に
保
護
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
が
、保
護
の
内
容
、

侵
害
時
の
対
処
法
等
に
つ
い
て
、両
国

に
は
若
干
の
相
違
が
存
在
す
る
。

　今
回
は
、日
タ
イ
の
著
作
権
法
に
お

い
て
、特
に
異
な
る
規
律
が
適
用
さ
れ

て
い
る
点
に
つ
い
て
解
説
す
る
。

作
権
登
録
制
度
は
あ
ま
り
活
用
さ
れ
て

お
ら
ず
、対
照
的
と
い
え
る
。

　
な
お
タ
イ
に
は
、刑
事
手
続
に
お
い
て

侵
害
者
に
科
さ
れ
る
罰
金
の
２
分
の
１

を
、著
作
権
者
が
裁
判
所
に
請
求
で
き
る

と
い
う
、日
本
に
は
な
い
ユ
ニ
ー
ク
な
規
定

が
存
在
し
て
い
る
。

 

Ａ
社
か
ら
依
頼
を
受
け
Ｂ
社
が
サ
ー
ビ
ス
役

務
の
提
供
を
行
い
、１
０
０
０
バ
ー
ツ
の
請
求
書

を
受
け
取
っ
た
場
合
、Ａ
社
は
Ｂ
社
へ
支
払
い
を

行
う
際
、サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
源
泉
税（
３
％
）を

差
し
引
き
、９
７
０
バ
ー
ツ
の
支
払
い
を
行
い
、源

泉
徴
収
票
を
Ｂ
社
宛
て
に
発
行
し
ま
す
。

 

支
払
い
を
行
っ
た
翌
月
に
、Ａ
社
は
Ｂ
社
か
ら

預
か
っ
た
源
泉
税
30
バ
ー
ツ
を
税
務
当
局
へ
納
付

し
ま
す
。こ
の
30
バ
ー
ツ
は
Ｂ
社
の
法
人
税
の
前

払
い
と
な
り
ま
す（
図
表
１
）。

 

タ
イ
国
内
の
法
人
が
タ
イ
国
内
の
法
人
や
個

人
事
業
主
、も
し
く
は
国
外
へ
の
支
払
い
を
行
う

際
、取
引
の
内
容
に
よ
り
図
表
２
の
税
率
で
源
泉

徴
収
が
必
要
で
す
。

 

年
度
の
法
人
税
申
告
の
際
に
、年
度
の
法
人

聞
き
た
く
て
も
聞
け
な
か
っ
た
、タ
イ
の
税
金
事
情

支
払
い
に
か
か
る
源
泉
所
得
税

www . j g a . a s i a

言葉、文化を超えてグローバル日系企業が
本業に専念できる環境を提供します。

業務内容
 記帳代行／月次決算、財務諸表作成／税務相談、コンサルティング
各種税務申告書作成／給与、社会保険業務
スポット業務（還付請求、デューデリジェンス、Ｍ＆Ａ他）

Thai Office
10/183 (2402) 24Floor, The trendy Building, 
Sukhumvit Soi 13   TEL: 02-168-6225
Japan Office
＜はらしま会計事務所＞　2006年7月設立。日本国内の税務業務
及び各種コンサルティングの他、タイ進出企業の日本本社向けに総
合コンサルティングサービスを提供。
J  Glocal  Accounting社の日本オフィスとしての役割を担う。

大学卒業後、証券化に特化した会計事務所
勤務を経て2009年来タイ。大手日系会計事
務所で５年間勤務し、日系金融機関ほか多く
の日系企業の会計・税務・監査業務に従事
する。13年12月、J Glocal Accounting 
Co.,Ltd.を設立、タイと日本の会計・税務の専
門家として日系企業へのサポートを行う。

J Glocal Accounting Co., Ltd.
Managing Director

坂田 竜一

税
額
を
源
泉
額
が
上
回
る
場
合
に
還
付
申
請
が
可

能
で
す
が
、タ
イ
で
は
還
付
申
請
を
行
う
と
必
ず
税

務
調
査
が
実
施
さ
れ
、も
し
税
務
上
指
摘
で
き
る
問

題
点
が
な
け
れ
ば
、利
益
率
が
一
般
的
な
取
引
価
格

と
比
較
し
妥
当
で
は
な
い
な
ど
を
理
由
に
、源
泉
税

の
未
還
付
問
題
が
発
生
し
ま
す
。

 

ま
た
、源
泉
徴
収
を
怠
っ
た
際
の
罰
金
は
役
務
提

供
の
依
頼
者
側
が
負
担
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
、日

ご
ろ
か
ら
ど
う
いっ
た
取
引
が
源
泉
税
の
対
象
と
な

る
か
を
意
識
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

税務当局
A社

役務依頼者

請求額
1,000バーツ

支払額
970バーツ

納税
30バーツ

B社
役務提供者

 

日
本
で
は
従
業
員
への
給
与
や
弁
護
士
な
ど
個

人
事
業
主
へ
の
報
酬
支
払
い
の
際
、所
得
税
の
源

泉
徴
収
が
な
さ
れ
ま
す
。一方
、タ
イ
に
お
い
て
は

法
人
への
支
払
い
に
も
源
泉
徴
収
の
制
度
が
あ
り
、

そ
の
徴
収
範
囲
は
と
て
も
広
い
点
が
特
徴
で
す
。

 

言
わ
ば
法
人
税
の
前
払
い
と
な
り
、政
府
に

と
っ
て
確
実
で
正
確
に
、さ
ら
に
安
定
的
に
徴
収

す
る
こ
と
が
可
能
な
シ
ス
テ
ム
で
、多
く
の
サ
ー

ビ
ス
取
引
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
今
回
は
国
内
外
の
支
払
い
の
際
に
発
生
す
る

源
泉
徴
収
制
度
を
解
説
し
ま
す
。

図表１ タイの源泉徴収のイメージ

タイ国内
給与
配当
レンタル
サービス、専門家報酬、請負報酬
広告
商業銀行等利息
運送料

0～35％
10%
５%
３%
２%
１%
１%

タイ国外
仲介手数料、役務提供料、専門家報酬
ロイヤルティ
利子
配当

15%
15%
15%
10%

図表２ 各支払いに対する税率
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１．背景　
 アジアにおいてはインフラ整備の充実、加速が課題となって
おり、そのためには巨大な資本の投下が必要となります。７月７
日には国土交通省が「国土交通省インフラシステム海外展開
行動計画2020」を発表。新興国を中心とした膨大なインフラ需
要は、急速な経済成長と都市化を背景にさらなる拡大が予想
されており、日本はその需要を取り込む必要があります。
　特にラオスは、これまで国の基盤となる各種インフラの整備
を国家予算と外国からの資金援助に頼ってきました。
　2016年～20年までの第８次国家社会経済開発５ヵ年計画
では、強い経済基盤と経済的脆弱性の低減を成果の一つとし
て掲げており、ハード、ソフト両面での実現のため、官民連携プ
ロジェクト（Public Private Partnership、以下「PPP事業」）に
期待する声が高まっています。
　そこでPPPの法的側面を整理するために、現在ラオス計画
投資省のウェブサイト上に公開されているPPP法草案の概要
について、複数回に分けて解説いたします。

２．ラオスにおける主なPPP事業分野
 多様なリスクが伴うにも関わらず、ラオスにおいてPPP事業
は法制度が未整備な状態で実施されており、民間事業者が
政府や各省庁と直接交渉し、個別の契約を締結するような流
れとなっています。
　その事業分野としては主に、水力発電、国道開発整備、空
港開発整備等が挙げられますが、投資の形態としては、外国
企業が政府と合弁会社をラオスに設立し、政府から土地使用
権や事業運営権等の権利を取得して実施する形態が主流と
なっています。

Thailand＋１

ラオスのPPP法草案の概要について（第1回）

 事業例①　空港運営事業
　JALUXと豊田通商はラオス空港公団と共に、ラオス現地法
人ラオジャパンエアポートターミナルサービスを1999年に設立、
ラオス政府と運営事業契約を締結し、首都ビエンチャンにある
ワッタイ国際空港の国際線ターミナルの運営に20年以上に亘
り携わっています。これは、日本企業が海外で取り組む初の空
港ターミナル運営民営化プロジェクトとなっています（※１）。
　同プロジェクトでは、日本企業の持つノウハウにより空港管
理・運営がなされ、ラオス政府に対する円借款により、国際線
ターミナルの拡張と国内線ターミナルの新設、駐車場の整備を
行い、機能が強化されています。

 事業例②  水力発電事業
　2006年から関西電力がラオス政府から独占開発権を取得
して、中部ボリカムサイ県でナムニアップ水力発電プロジェクトを
実施しています。
　現地法人ナムニアップ１パワーが13年にラオス政府と27年
間の売電及び事業権契約を締結し、一定期間管理・運営を
行って資金を回収した後、政府側に施設を譲渡する方式を
取っています（※２）。
　特に電力発電に関しては、官民連携のモデルケースとして
成功している実績があり、ラオス政府としては、その成功体験
を電力分野のみならず、公共施設の維持管理、医療分野、教
育分野等においても実現させたいという思惑があります。
　そのような環境の中で、ラオスにおけるPPP法は非常に重要
な法律と位置付けられており、15年頃からアジア開発銀行の
協力の下、草案の作成が進められています。2020年度に入り、
国際社会や国際機関からのさらなる後押しを受け、PPP法の
成立が前進すると見込まれています。
　次回は、そのPPP法の草案について解説します。

ASIAビジネス法務 最新アップデートASIAビジネス法務 最新アップデート

藪本 雄登
One Asia Lawyersの前身となるJBL Mekongグループを2010年に設
立、メコン地域流域諸国を統括。カンボジア、ラオス、タイ、ミャンマー、
ベトナムで延べ10年間に亘る駐在・実務経験を有し、各国の現地弁護
士と協働して各種法律調査や進出日系企業に対する各種法的なサ
ポートを行う。インフラプロジェクトについては、タイ、カンボジア、ミャ
ンマーにおける道路敷設や鉄道、上下水道、高速道路のメンテナンス
などの開発プロジェクト、ラオスでの電力開発案件等も支援。
E-mail：yuto.yabumoto@oneasia.legal

One Asia Lawyers 
One Asia Lawyersは、ブルネイを除くASEAN全域、南アジア及び東京にオフィ
スを有しており、日本企業向けにASEAN及び南アジア地域でのシームレスな
法務アドバイザリー業務を行っております。2019年４月１日より南アジアプラ
クティスを本格的に開始。
【One Asia Lawyersグループ タイオフィス】
Unit2301, 23rd Floor, Interchange 21 Building, North-Klongtoey, Wattana, 
Bangkok, Thailand 
Tel：+66-61-780-1515

※１　豊田通商HPより引用（https://www.toyota-tsusho.com/press/detail/180809_004232.html）

※２　関西電力HPより引用（https://www.kepco.co.jp/corporate/international/generate/laos.html）

　新型コロナウイルスの感染拡大を背景に、
CLMV（カンボジア、ラオス、ミャンマー、べトナ
ム）とタイ間の貿易額が減少傾向にある。タイ商
務省の統計によると、2020年１月～５月のベトナ
ムからタイへの輸出は22億米ドル（前年比４％
減）、タイからベトナムへの輸出は44億米ドル
（同14％減）という結果になった。
　ベトナム国内では既に通常の企業活動が再
開されている。ただ、入国制限により商談目的で
の渡航が難しく、スカイプやZOOM、ローカル企
業であればWhatsAppなどを活用し、積極的
にオンラインでの商談に臨む企業が増加傾向
にある。スムーズに進めるためには、オンライン商
談に慣れている通訳、商談後の現地フォロー
アップ体制、商品情報やサンプルの手配が必
要となる。

現地からレポート！ 
CLMV最新トピック
【第29回】ベトナム、ミャンマー編

タイ以外のメコン流域諸国（ＣＬＭＶと呼ばれる
カンボジア、ラオス、ミャンマー、ベトナム）で流
行しているモノやコト（内需の観点から）に加え
て、注目の商品・サービスや投資案件、新制度の
施行状況など、政治・経済・社会の話題を現地在
住の専門家が発信するコラム。第29回目とな
る今回は、ベトナムとミャンマーからレポートを
お届けします。

ミャワディ近郊でタイから陸上輸送される二輪車

新型コロナウイルスとオンライン商談
　だが、販売商品を紹介するカタログ（HSコー
ド：4911.10）は、出版法に基づく輸入ライセンス
を保有している企業でないと輸入できない。そ
のため、サンプル送付時にカタログを同梱してし
まい、通関ができないトラブルも生じている。サン
プルの取り扱いもハノイとホーチミンの通関では
基準判断が異なり、送付エリア・輸入者・過去
の通関履歴によっても変わる。
　今までとは異なる手法でビジネス戦略を検討
する必要があると言える。

活況なミャンマーの二輪車市場
　バンコクとヤンゴンの違いを一つ挙げるなら
ば、両都市における二輪車の有無である。
　ヤンゴン市内ではバイク走行が依然として禁
止されているが、ヤンゴンから一歩外に出ると、
そこにはバイク社会が広がっている。普及して
いる製品の大部分は、安価な中国製であるが、
中には日系ブランドの模倣品も多い。
　これら二輪車は、主に中国、タイから輸入され
ている。中でもタイからの二輪車は、両国最大の
国境貿易拠点であるミャワディを経由して陸上
輸送によりミャンマーに多く輸入され、ミャワディ
を経由する輸入品目の中で二輪車並びにその
関連部品の規模が第１位（約１億4,500万米ド
ル程度）である。
　近年は消費者の所得上昇やローン制度の
普及により、価格が中国製の倍以上であって
も、品質、アフターサービスでは絶対的な信頼が

ある日系メーカーの人気が高まっている。
　今後は政府側からの模倣品の取り締まり強
化やヤンゴン市内での走行規制緩和といった
政治的な動きに対し、日系企業としても政府側
への働きかけなどを踏まえることで、自社製品
の拡大への追い風となるのではないか。

Thailand＋１

VJ Connection Co., Ltd. 
CEO  財部  真奈美

商社、物流、証券、人材紹介などの分野を
経験後、2016年よりベトナムに渡航。現
在は、市場調査を中心にVJ Connection
代表として、日系企業の海外進出におけ
る、ビジネス、市場、法規制、人材などの
問題や課題を様々な側面から多角的に
サポートしている。（所属先：VJ Connec-
tion Co., Ltd（CEO) / Navigos Group（エ
ンジャパンベトナム法人：シニアコンサ
ルタント）。

電話番号：+84-(0)90-252-6952（日本語可） 
メールアドレス：info@vj-c.com

MSRジャパン株式会社
Myanmar Survey Research
Director　瀧波栄一郎

三菱UFJリサーチ＆コンサルティング、デ
ロイトトーマツコンサルティングにて一
貫して大手日系企業のASEAN進出案件
に従事。2018年より現職。慶應義塾大学
法学部卒業。ミャンマー市場についての
業界レポート等を自社ウェブサイトで連
載。URL：https://msr-jp.com/

電話番号： +95-(0)9-459-188-316   
メールアドレス：
takinami@myanmarsurveyresearch.com

通常の市民生活が戻り、サッカーの試合には大勢のファンが
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対 談
サシン経営大学院日本センター 藤岡資正所長が聞く

T hai Dan

Kadokaw
a Contents Academ

y 

社
長

サ
シ
ン
経
営
大
学
院
日
本
セ
ン
タ
ー
所
長

　日本発のアニメ産業を国際的に発展させていく
Kadokawa Contents Academy（以下、KCA）。７月
号に引き続き、教育コンテンツのパッケージ化、テキスト
の標準化、現地の高等教育機関との連携など、KCAの古
賀社長にアカデミックな知見を活かした独自の海外展開
方法についてお話を聞いた（聞き手：藤岡資正）。

東大とのユニークなコラボを世界が注目
　今後世界へ向けて日本のコンテンツビジネスを情報発信して

いく上で、その知識を学者によってある程度体系的にまとめていく

ことが大切です。これまでのコンテンツ産業を対象にした文献は

実務家によるものが多く、すごく面白いものもあるのですが、アカ

デミックの視点から論じられることが少なかったです。

　2014年に角川文化振興財団は東京大学の大学院に寄附講

座を提供し、海外十数ヵ国からコンテンツビジネスを学びたい学

生が集まりました。このプログラムでは、メディアミックス、ヴァー

チャルアイドル、2.5次元ミュージカルなどが、どのようにしてビジ

ネスになり得るのかについて学びます。

　講師陣も大変充実しており、日本の有名コンテンツプロデュー

サーやマサチューセッツ工科大学などの海外有名大学からも招

聘しました。東大大学院に来る外国人留学生の中には、「アキバ

が好き」「ヴィジュアル系バンドが見たい」など、学術以前に日本の

コンテンツファンがたくさんいます。

　純粋にコンテンツビジネスそのものを学びたいのであれば、コ

ロンビア大学など世界には多くの選択肢がありますが、実体験を

しながら学術的に学んでいくプログラムはなかなかありませんで

した。

　最終的には、実践と講義を織り交ぜながらコンテンツビジネス

をより学術的なものにして、世界中の大学に広めたいと思ってい

ます。日本語だと、どんなに良いものでも海外の人たちに届かない

ので、英語で世界の方 に々発信するということが重要です。すでに

各国の有力大学が関心を示しており海外からの期待を感じてい

ます。タイであればチュラロンコン大学（サシン経営大学院）などと

略歴 古賀鉄也　大学卒業後、総合商
社、総合人材サービス会社を経て、テン
プスタッフ・クリエイティブを設立。2009
～12年、デジタルハリウッドの代表取締
役兼CEO。10年から東京ヴェルディ
1969の取締役を経て、現在は共同オー
ナー。13年にKadokawa Contents 
Academy株式会社を設立して、現在は
同社社長兼CEO。

古賀 鉄也 氏藤岡 資正 氏

も、色 と々連携していきたいと思っています。

コミットメントを引き出し組織の力を高める
　コンテンツを創ることには長けている日本ですが、日本人経営

者の多くは現場に近い方が多く、それを広め・儲けることが苦手

のように思います。プレイヤーとしては優秀でも、経営者としては

うまく能力を発揮できない。これをどのように変えていくのかは長

期的な課題です。「良いものを創ったから100点」で終わらず、「そ

れを広めて儲けたら100点」にしないと経営ではないと思います。

　そういう意味でコミットメントと権限が重要です。アジアの若い

経営者たちは結果（儲け）だけに偏りがちですが、やはり結果は

重要です。高度成長時代の日本は「家、奥さん、株」を持たせて社

員のやる気を喚起しましたが、アジアの企業が今それをやってい

ます。奥さんはないと思いますが（笑）。

　確かに会社は株主のものです。しかし、社員に対して「君は株

主だ。権限も与える」「成長したら、これだけ与える」などの動機

付けは必要だと思います。それをやる会社が少なくなっているの

もあり、最近は日本でも若くて優秀な方ほど起業を選ぶ傾向にあ

ります。通常は、権限とコミットメントは対であるべきですが、日本

はそうなっていないのです。

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
知
見
を
活
か
し
て
海
外
展
開

M r .  Te t s u ya  Ko g aD r .  Ta k a m a s a  F u j i o k a

第
７
回

どれほど良いコンテンツでも、そこにビジネスモデルがなくては永続性
を保つことはできない。実は、タイで大人気のBNK48のプロデュース
チームにいるのは、東大に留学してKCAのコースを受講したタイ人女性
であるという。今後、チュラロンコン大学においても、KCAのコースの導
入を検討し、日本のコンテンツビジネスを体系化するお手伝いをしてい
きたい。

対談を終えて by 藤岡 資正 氏

写真撮影：村井友樹氏

　
一口
に
手
当
と
言
っ
て
も
そ
の
支
給
背
景
は
様

々
で
す
。今
回
は
、ベ
ト
ナ
ム
に
お
い
て
手
当
制

度
を
整
備
す
る
上
で
重
要
な
3
ヵ
条
を
お
伝
え

し
ま
す
。

①
 生
活
配
慮
目
的
の
手
当
は一
律
支
給

 
物
価
に
応
じ
た
見
直
し
も
必
要

　
昼
食
手
当
や
通
勤
手
当
、住
宅
手
当
と
い
っ

た
生
活
配
慮
目
的
の
手
当
は
職
位・職
能
に
よ

っ
て
変
動
せ
ず
、生
活
物
価
状
況
を
踏
ま
え
て

全
社
員
へ
同
額
を
一
律
支
給
す
る
こ
と
で
、社
員

か
ら
理
解
が
得
ら
れ
ま
す
。た
だ
し
、物
価
の

変
動
に
応
じ
て
毎
年
見
直
し
を
か
け
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　
通
勤
手
当
に
関
し
て
は
、郊
外
の
オ
フ
ィ
ス・

工
場
で
は
通
勤
距
離
に
応
じ
て
支
給
額
を
変
動

さ
せ
、市
内
の
オ
フ
ィ
ス
で
は
固
定
額
の一
律
支

給
が一般
的
で
す
。

②
 職
位・職
能
に
応
じ
て
支
給
額
を
査
定

 
た
だ
し
基
準
の
明
示
が
大
前
提

　
役
職
や
言
語
能
力
、資
格・技
能
に
基
づ
く
手

当
は
、そ
の
職
位・職
能
を
保
有
す
る
社
員
の
レ

ベ
ル
や
難
易
度
に
応
じ
て
変
化
を
付
け
、向
上
意

欲
を
後
押
し
す
る
の
が一般
的
で
す
。

　
例
え
ば
、リ
ー
ダ
ー
と
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
の

役
職
手
当
は
異
な
り
ま
す
し
、日
本
語
能
力
試

験
Ｎ
３
と
Ｎ
２
レ
ベ
ル
の
社
員
で
は
言
語
能
力
手

当
に
差
が
生
じ
る
の
も
当
然
で
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、支
給
額
の
違
い
が
生
ま
れ
る
根
拠

を
論
理
的
に
説
明
で
き
な
い
と
、社
員
か
ら
不
信

を
買
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。例
え
ば
、言
語
能
力

の
レ
ベ
ル
に
応
じ
た
額
な
ど
、基
準
の
明
示
が
大

前
提
で
す
。

③
 業
務
上
掛
か
る
経
費
に
対
す
る
手
当
は

 
負
担
が
発
生
し
て
い
る
職
種
の
み
支
給

　
携
帯
電
話
料
金
や
ガ
ソ
リ
ン
代
の
支
給
は
、業

務
上
掛
か
る
費
用
の
実
費
補
完
と
い
う
側
面
が

あ
り
ま
す
。　

　
た
だ
、個
人
用
の
携
帯
電
話
や
バ
イ
ク
を
利
用

し
て
い
な
い
社
員
に
も一
律
支
給
し
て
い
る
ケ
ー

ス
が
稀
に
あ
り
ま
す
。そ
れ
ら
を
所
持
し
て
い
る

社
員
か
ら
見
れ
ば
、所
持
し
て
い
な
い
社
員
は
お

小
遣
い
的
収
入
を
得
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
う
な
る
と
、〝
自
分
は
実
費
に
見
合
っ
た
額
し

か
貰
え
て
い
な
い
〞と
、本
来
の
手
当
の
意
図
を

曲
解
し
か
ね
ま
せ
ん
。

　
従
っ
て
、支
給
は
実
際
に
持
ち
出
し
が
発
生
し

て
い
る
部
門
に
限
定
し
、支
給
意
図
と
実
際
の
支

給
額
と
の
整
合
性
を
取
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

  

ICONICグループは「人材サービスでグローバル化する社会を豊かにする」というミッションのもと、2008年にベトナムで創業し、現在は5ヵ国7拠点にて
グローバル人材事業を展開しております。メイン事業はASEAN各国現地での人材紹介事業と組織人事コンサルティング事業。そして14年よりベトナ
ムを中心に現地人材および、海外で働きたい日本人向けの転職サイト『iconicJob』を、19年に『iconicHRbase』をスタートいたしました。

i c o n i c j o b . j p

ベトナムから発信 現地ビジネス情報 

ベ
ト
ナ
ム
に
お
い
て
重
要
な

手
当
制
度
設
計
の
3
ヵ
条

ICONIC Co., Ltd.
(+84)28-3821-5122（ベトナム）

代表：安倉 宏明 ( Yasukura Hiroaki ）
設立：2008年5月
本社：10 F Citilight Tower, 45 Vo Thi Sau,
       Dist 1, Ho Chi Minh, Vietnam

Vol.11

ICONIC 組織人事コンサルティング部統括部長／取締役／
賃金管理士。横浜国立大学卒業後、日本及びフランスの中
小企業を対象とする経営コンサルティング企業にて、新規事
業の開拓支援を行う。2006年より青年海外協力隊としてウガ
ンダにて民間職業訓練校における人材育成需要及び労働市
場で求められる人材需要に関する調査を実施。07年に渡越
後、三井住友銀行ホーチミン支店にて法人営業を担当。10
年、ICONIC取締役に就任。

長浜 みぎわ

ICONIC Co., Ltd.取締役
組織人事コンサルティング部統括部長　賃金管理士
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オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
モ
リ
ソ
ン
政
権
は「
ポ
ス
ト
コ
ロ

ナ
」の
国
際
情
勢
を
に
ら
み
、新
た
な
路
線
を
相
次
ぎ

打
ち
出
し
て
い
る
。安
全
保
障
分
野
で
は「
イ
ン
ド
太

平
洋
」に
国
防
の
軸
足
を
置
く
新
た
な
戦
略
文
書
を

公
表
。経
済
分
野
で
も
、成
長
市
場
を
取
り
込
も
う
と

イ
ン
ド
と
の
関
係
強
化
に
踏
み
切
っ
た
。い
ず
れ
も
、新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
調
査
を
国
際
社
会
に
訴
え
て
、反

発
を
受
け
た
中
国
を
け
ん
制
す
る
狙
い
が
あ
る
。

イ
ン
ド
太
平
洋
情
勢
に
危
機
感

　「
豪
州
が
現
在
経
験
し
て
い
る
世
界
規
模
の
経
済

的
、戦
略
的
な
不
確
実
性
は
、世
界
と
地
域
の
秩
序
が

１
９
３
０
年
代
と
40
年
代
に
崩
壊
し
て
以
来
だ
」。モ

リ
ソ
ン
首
相
は
新
た
な
国
防
戦
略
文
書
を
公
表
し
た

７
月
１
日
、現
在
の
国
際
情
勢
を
第
２
次
大
戦
前
後

に
な
ぞ
ら
え
て
、危
機
感
を
強
調
し
た
。

　
モ
リ
ソ
ン
氏
は
、イ
ン
ド
太
平
洋
が「
高
ま
る
戦
略

的
競
争
の
中
心
地
だ
」と
説
明
。中
国
と
イ
ン
ド
の
国

境
地
域
で
起
き
た
衝
突
や
、中
国
が
覇
権
を
広
げ
よ

う
と
し
て
い
る
南
シ
ナ
海
や
東
シ
ナ
海
の
情
勢
を
踏

ま
え「
誤
算
や
紛
争
の
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て
い
る
」と
訴

え
た
。

国
防
投
資
を
４
割
増
強

　
文
書
で
は
今
後
10
年
間
の
国
防
投
資
を
約
２
７
０

０
億
豪
ド
ル（
約
20
兆
円
）と
し
、２
０
１
６
年
の
国

防
白
書
に
盛
り
込
ん
だ
１
９
５
０
億
豪
ド
ル
か
ら
約

４
割
増
額
し
た
。「
イ
ン
ド
太
平
洋
の
攻
撃
抑
止
や

対
応
の
た
め
に
長
距
離
攻
撃
能
力
に
投
資
す
る
」こ

と
を
重
視
す
る
。具
体
的
に
は
、射
程
距
離
を
３
７

０
キ
ロ
超
と
従
来
の
約
３
倍
に
す
る
た
め
、長
距
離

対
艦
ミ
サ
イ
ル「
Ａ
Ｇ
Ｍ
-１
５
８
Ｃ
」を
８
億
豪
ド
ル

で
米
海
軍
か
ら
調
達
。超
高
速
ミ
サ
イ
ル
の
開
発
も

計
画
し
て
い
る
。

　
サ
イ
バ
ー
防
衛
に
も
力
を
入
れ
る
。豪
州
は
６
月
に

「
国
家
を
基
盤
と
す
る
主
体
」か
ら
大
規
模
な
サ
イ

バ
ー
攻
撃
を
受
け
て
い
る
と
発
表
し
た
。主
体
は
中
国

と
見
ら
れ
て
い
る
。５
０
０
人
の
増
員
な
ど
を
含
め
、10

年
間
で
13
億
５
０
０
０
万
豪
ド
ル（
約
１
０
０
０
億
円
）

を
投
じ
る
計
画
を
国
防
文
書
と
は
別
に
公
表
し
た
。

中
国
依
存
を
引
き
下
げ

　　
豪
州
は
６
月
４
日
に
は
、オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
イ
ン
ド
と

の
首
脳
会
議
を
開
催
し
、両
国
関
係
を「
包
括
的
戦
略

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」に
格
上
げ
す
る
と
発
表
し
た
。発

表
資
料
に
よ
れ
ば
、基
地
の
相
互
利
用
や
軍
事
技
術
の

協
力
な
ど
防
衛
協
力
の
ほ
か
、レ
ア
ア
ー
ス
な
ど
重
要

鉱
物
や
農
産
物
で
も
連
携
す
る
方
針
を
示
し
た
。

　
イ
ン
ド
と
の
関
係
強
化
の
背
景
に
も
、対
中
関
係
の

悪
化
が
透
け
て
見
え
る
。豪
州
は
18
年
に
、次
世
代
通

信
規
格「
５
Ｇ
」市
場
へ
の
中
国
通
信
機
器
最
大
手
の

華
為
技
術（
フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
）の
参
入
を
禁
止
。こ
れ
が

伏
線
と
な
り
、新
型
コ
ロ
ナ
調
査
を
要
求
し
た
こ
と

で
、中
国
と
の
関
係
悪
化
が
鮮
明
と
な
っ
た
。中
国
は

「
報
復
」と
し
て
、豪
産
牛
肉
や
大
麦
に
対
し
て
事
実

上
の
輸
入
規
制
を
導
入
し
た
。

　
ク
イ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
大
学
の
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン・ベ
ル
教
授

は
、一
連
の
中
国
の
動
き
に
つ
い
て
、非
寛
容
的
な
同
国

の
指
導
部
が
豪
州
を「
よ
り
従
順
な
姿
勢
」に
転
じ
る

よ
う
、攻
撃
的
な
姿
勢
を
見
せ
て
い
る
と
指
摘
。豪
州

側
も
イ
ン
ド
と
の
連
携
を
通
じ
て
、貿
易
全
体
の
３
割

弱
を
占
め
る「
中
国
へ
の
高
い
依
存
度
を
軽
減
し
よ
う

と
し
て
い
る
」と
分
析
し
た
。

１カ月間の、
無料トライアル受付中！

時事速報バンコク版 月額3500B（税込）

タイ国時事通信社　JIJI PRESS (THAILAND) CO., LTD.

お申込みは、“バンコク時事”で検索！（画面左上、無料トライアルフォームをご入力ください）
お問合せは、 ❶E-mail：Bangkok@thaijiji.com  ❷Tel：02ー236ー6628

1 2会員サイトで１９９９年以降のタイニュースも！
日本・アジアの記事も検索！

最新ニュースを
毎日２回お届け！

コンテンツを
一部紹介！

時事速報バンコク版

リアルな情報を発信

Vol.56

【
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
】
豪
州
、「
コ
ロ
ナ
後
」
見
据
え
中
国
け
ん
制
＝

　
　
　
　
　
　
　
　  

国
防
戦
略
や
イ
ン
ド
と
関
係
強
化
（
シ
ド
ニ
ー
支
局 

田
中 

健
吾
）

時
事
通
信 

特
派
員
リ
ポ
ー
ト

※

こ
の
記
事
は
時
事
通
信
社
の
提
供
に
よ
る
も
の
で
す（
２
０
２
０
年
７
月
９
日
）

新分野で技術革新推進
　茶色やバラ色の製品が、間隔を空
けずに搬送装置を流れていく。新潟
市南区にあるダイニチ工業の石油
ファンヒーター工場だ。夏を迎えても生
産の手を緩めていない。冬に売れそう
な製品を「作りだめ」しているのだ。
　在庫を抑えるため販売実績に連動
させて生産量を増減させる企業が多
い。ダイニチ工業は毎月の生産台数を
一定にしている。作りだめのおかげで
石油ファンヒーターが最も売れる冬場
に長時間労働が連続する無理な勤
務体制をとらずに済んでいる。普通は
「在庫＝悪」とみられがちだが、平準化
した生産だと従業員は働きやすい。協
力会社も同じで、１年を通して安定し
た利益を見込める。
　ロボットも従業員への思いから導入
してきた。同社の海保雅裕取締役は
「合理化に加え、きつい作業を優先し
てロボット化してきた」と語る。その一つ
がビス締めだ。２０１８年１月までに一

部を除く主力製品のビス締めを自動
化した。
　石油ファンヒーター１台に３２本のビ
スが使われている。手作業の時代、従
業員は１日数千回もビス締めをしてい
た。独自に「ビス止め検定」を創設する
ほど必要な作業だが、腕への負担が
大きく自動化に踏み切った。
　灯油タンクを成形するプレス機への
材料セットも、同じ作業の繰り返しで身
体に負荷がかかっており、１７年度に
ロボットへ切り替えた。完成品を箱に
入れる工程にもロボットを採用した。
　繰り返しの作業を担当していた従
業員は燃料電池などの新分野に配置
した。「単純で体に負担がかかる作業
から、現在は工程の多い作業を担って
もらっている」（海保取締役）という。最
近１０年の離職率は平均１.１％と非常
に低く、従業員の満足度も高い。

作業データ継承も財産
　人材不足は製造業にとって深刻な

問題となっている。身体への負担が大
きい作業をロボットに担わせ、従業員
が定着すれば経営は長続きする。単
純作業をロボットに任せ、創造性が求
められる部署で働く人が増えれば、イ
ノベーションも発揮しやすくなる。
　ロボット導入を支援するシステムイン
テグレーターも、人件費削減や生産性
向上以外の効果に着目する。高丸工
業（兵庫県西宮市）の高丸正社長は
「目先の生産効率だけ求めても中小
企業のロボット導入は成立しない」と
力説する。ロボット導入の効果として
作業が記録されることも利点という。
データが継承されるので、経営がより
持続可能になる。
　同社は西宮市のロボット講習拠点
の収容人数を従来比１.５倍の５４人に
拡張し、東京都大田区の講習拠点も
ロボットを増設した。年間１,０００人以
上が受講するほど、中小企業のロボッ
ト導入ニーズは高いという。

 ロボット導入のメリットと言えば、人件費削減や生産性向上が挙げら
れる。それだけにとどまらず、ロボットの活用は従業員に働きやすい職
場を提供して“人手不足倒産”を回避し、イノベーションのチャンスも広
げてくれる。持続可能な開発目標（SDGs）のゴール９で掲げられた「持
続可能な産業」や「イノベーションの推進」にロボットが貢献する。

▲ ダイニチ工業の石油ファンヒーター工場。ロボットの活用で
　 従業員による繰り返しの作業を削減した

※記事提供：日刊工業新聞（2020/07/17）

ロボ導入で広がる好循環 ＳＤＧｓ達成に貢献
“人手不足倒産”を回避
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【お問い合わせ】
M & A Group
TEL: 02-632-0900～ 2
E-MAIL: infojp@m-agroup.com
HP: www.m-agroup.com

あせらず、あわてず、あきらめず。
M & A Groupでは、
３つの「あ」を大切にしています。

しっかり役立つブログ開
始

タイの気になる疑問をM＆Aが解説！

M＆A　バンコク

更新！
毎週

個人情報保護法
COVID-19の影響による

月次税務申告期限の延長措置

帰るに帰れず

COVID-19への対策の緩和につきまして

コロナウィルスの影響による源泉税率変更

タイでドローンを飛ばすには

横領のお話ご注意ください

第3回 財務諸表を読もう

A r t

路上に溢れる可能性

中野陽介 1987年福岡生まれ。19歳で渡米し、Los Angeles CityCollege
卒業。23歳の時、岡本太郎著「今日の芸術」を読んで衝撃を受ける。24
歳で渡タイ、バンコクでサラリーマンと芸術家の二足のワラジ生活を３年
間送る。28歳から1年間で22ヵ国を巡る世界一周旅を敢行。旅先で路
上ワーカーたちの出会いに感銘を受け、「路上ワークの幸福論」を出版。
同書はKinokuniya：Bangkok店&EmQuartier店でも発売中。
HP：yosukenakano.com  Instagram：@yosukenakano

35【可動経済】「動く森」
　（タイ／バンコク）

　バンコクの歩道を歩いていると、一瞬目を疑ってしまった。
　動くはずがない植木の緑が、向かい側からこちらに近づい
てくる。オカシイ。
　正体を知って、思わず笑ってしまった。
　僕の動揺もつゆ知らず、路上を通り過ぎていったのは植
木屋だった。
　僕は引き返して、彼女にインタビューしようと試みたが、忙
しそうにしていて、残念ながら取材NG。写真だけ撮らせてく
れると、彼女はまた歩いて行ってしまった。
　豊かな緑が路上を通り過ぎていく。なんて素敵なんだろう。
　ここは路上なのにこんな緑に出合うことができ、目にも心
にも優しい路上ワーク。
　売る本人がそんなことを考えているかはさて置き、コンク
リートジャングルの中で「動く森」に遭遇したような気分に
なって興奮した。

57, Park Ventures Ecoplex, 12th Fl. Unit 1211
Wireless Road, Lumpini, Patumwan, Bangkok 10330

GDM (Thailand) Co., Ltd.
www.gdm-asia.com

■ 工業用地取得
■ 土地権利証書移転
■ 操業許可
■ 建築申請サポート

電　  話 086-513-7435 高尾
takao@gdm-asia.comEメール

工場・土地の

承り中価格査定
資産の市場価格を把握しておきませんか?

工場・土地の売却物件も多数取扱あり。詳細はお気軽にお問合せください。

日系企業 工場 4,000㎡ 土地 9,000㎡
日系企業  工場 12,000㎡ 土地 25,000㎡
マレーシア企業 工場 9,000㎡ 土地 24,000㎡ 
タイ企業 工場 1,500㎡ 土地 3,200㎡
台湾企業 工場 24,000㎡ 土地 163,000㎡

■ 過去の成約事例一例

タイで900,000㎡以上の土地売買取引を行ってきた弊社が、御社の土地・工場・
建物を価格査定いたします。売却、M＆Aのご相談も承っております。

● 評価レポート資料制作も可

見本

簡易査定

無料

□  オンライン相談可能

□  対面面談も可能

□  情報守秘

· トヨタ車体精工 様
· アイシン精機 様
· 積水プラスティック 様
· アルプス電気 様
· 戸上電機 様
· 宇徳 様
· 旭テック 様
· 三建産業 様
· 福島工業 様
· コマツ 様
· 名港海運 様
· 井関農機 様
· 宇部興産機械 様
· 不二越 様
· パナソニックデバイスSUNX 様

· 日本ダイヤバルブ 様
· 古河電気工業 様
· 古河AS 様
· 住商マシネックス 様
· 日本ガイシ 様
· アルプス物流 様
· 不二越 様
· 日本OA 様
· バルカー 様
· 野村総合研究所 様
· アムテック 様
· 大塚製薬 様
·アマダ様
· アズビル様
· フジゼロックス様　他

弊社取引実績クライアント様
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文
：
近
藤 

大
介（
こ
ん
ど
う
・だ
い
す
け
）

　
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
。東
京
大
学
卒
、国
際
情
報
学
修
士
。中

国
、朝
鮮
半
島
を
中
心
に
東
ア
ジ
ア
で
の
豊
富
な
取
材
経
験
を

持
つ
。講
談
社『
週
刊
現
代
』特
別
編
集
委
員
、『
現
代
ビ
ジ
ネ

ス
』コ
ラ
ム
ニ
ス
ト
。近
著
に『
未
来
の
中
国
年
表
ー
超
高
齢
大

国
で
こ
れ
か
ら
起
こ
る
こ
と
』（
講
談
社
現
代
新
書
）、『
二
〇
二

五
年
、日
中
企
業
格
差
ー
日
本
は
中
国
の
下
請
け
に
な
る

か
？
』（
P
H
P
新
書
）、『
習
近
平
と
米
中
衝
突
―「
中
華
帝

国
」2
0
2
1
年
の
野
望 

』（
N
H
K
出
版
新
書
）、『
フ
ァ
ー
ウ

ェ
イ
と
米
中
5
G
戦
争
』（
講
談
社
+
α
新
書
）、『
中
国
人
は
日

本
の
何
に
魅
か
れ
て
い
る
の
か
』（
秀
和
シ
ス
テ
ム
）、『
ア
ジ
ア
燃

ゆ
』（
M
d
N
新
書
）な
ど
。

http://jbpress.ism
edia.jp

東
ア
ジ
ア「
深
層
取
材
ノ
ー
ト
」

深い分析に基づいた“情報の本質”をお届けする

J a p a n  B u s i n e s s  P r e s s

b y

中
国
版
G
P
S
が
完
成
、

中
国
の「
宇
宙
強
国
」化
が
現
実
味

は
、北
斗
だ
け
だ
と
い
う
。北
斗
シ
ス
テ
ム
が
優
れ

て
い
る
の
は
確
か
だ
。私
は
、普
段
日
本
で
は
ア
メ

リ
カ
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
使
っ
た
グ
ー
グ
ル
マッ
プ
を
使
い
、

中
国
へ
行
く
と
北
斗
の
シ
ス
テ
ム
を
使
っ
た「
高
徳

マッ
プ
」を
使
っ
て
い
る
が
、「
高
徳
マッ
プ
」の
方
が

若
干
、精
密
だ
と
い
う
の
が
、使
って
み
て
の
実
感
で

あ
る
。

　
そ
も
そ
も
中
国
が
、独
自
の
衛
星
通
信
シ
ス
テ

ム
を
作
り
始
め
た
経
緯
に
つ
い
て
、中
国
人
か
ら
こ

ん
な
話
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。

　「
1
9
9
1
年
の
湾
岸
戦
争
の
開
戦
時
、ア
メ
リ

カ
は
全
世
界
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
、一時
的
に
ス
ト
ッ
プ
さ
せ

た
。こ
の
措
置
に
よ
っ
て
、Ｇ
Ｐ
Ｓ
に
頼
っ
て
い
た
中

国
は
パ
ニッ
ク
に
陥
っ
た
。そ
れ
で
中
国
も
、特
に
人

民
解
放
軍
が
強
い
声
を
上
げ
て
、ア
メ
リ
カ
に
左

右
さ
れ
な
い
独
自
の
衛
星
通
信
シ
ス
テ
ム
を
持
と

う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
」

　
こ
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
、北
斗
シ
ス
テ
ム
の
建
設

を
担
っ
た
の
は
、人
民
解
放
軍
と
そ
れ
に
付
随
す

　
大
ま
か
な
予
測
に
よ
れ
ば
、北
斗
シ
ス
テ
ム
と

A
I
、5
G
が
結
合
す
れ
ば
、農
業
生
産
の
コ
ス
ト

を
平
均
で
15
％
削
減
で
き
、10
％
増
産
で
き
る
。

将
来
的
に
は
、生
産
効
率
と
効
果
は
も
っ
と
高
ま

る
だ
ろ
う
。

　
北
斗
三
号
シ
ス
テ
ム
は
、ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
と
ス
マ

ー
ト
フ
ァ
ー
ム
建
設
に
、大
き
な
可
能
性
を
秘
め
て

い
る
。物
流
ネ
ッ
ト
の
重
要
な
要
素
で
あ
り
、感
知

と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
両
面
で
応
用
で
き
る
。も
し

も
物
流
の
車
輛
に
北
斗
シ
ス
テ
ム
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル

す
れ
ば
、物
流
の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
と
結
合
し
、物
流

の
ス
マ
ー
ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
形
成
さ
れ
る
。そ
れ
に

よ
っ
て
車
速
や
路
線
が
調
整
で
き
、運
転
手
の
安

全
が
保
証
さ
れ
、物
流
を
快
速
に
で
き
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、北
斗
シ
ス
テ
ム
を
使
っ
た「
バ
ラ
色

の
未
来
」が
示
さ
れ
て
い
る
。だ
が
、習
近
平
政
権

が
最
も
重
視
し
て
い
る
の
が
、冒
頭
で
さ
ら
り
と
触

れ
て
い
る
だ
け
の「
軍
事
利
用
」で
あ
る
こ
と
は
間

違
い
あ
る
ま
い
。

宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
建
設
、

火
星
探
査
も
間
近
に

　
習
近
平
政
権
は
、「
35
年
ま
で
に『
航
天
強
国
』

に
な
る
」と
い
う
目
標
を
掲
げ
て
い
る
。『
航
天
強

国
』と
は
、い
わ
ゆ
る「
宇
宙
強
国
」の
こ
と
。つ
ま

り
、衛
星
、宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、月
探
査
、火
星
探

査
な
ど
で
、ア
メ
リ
カ
を
凌
駕
す
る
国
に
な
る
と
い

う
こ
と
だ
。

　
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョン
に
関
し
て
は
、第
20
回
中
国

共
産
党
大
会
が
開
か
れ
る
22
年
ま
で
に
、最
初
の

ス
テ
ー
シ
ョン
を
建
設
す
る
こ
と
も
目
標
に
し
て
い

る
。月
探
査
は
、18
年
に「
嫦
娥
四
号
」を
打
ち
上

げ
、月
面
の
裏
側
へ
の
着
地
に
成
功
さ
せ
た
。火
星

探
査
は
、今
年
中
に
ロ
ケ
ッ
ト
を
発
射
し
、来
年
、

火
星
に
到
達
さ
せ
る
予
定
だ
。

　
そ
こ
に
は
、「
21
世
紀
は
宇
宙
空
間
の
時
代
で
あ

り
、宇
宙
空
間
を
制
す
る
国
が
世
界
を
制
す
る
」

と
い
う
中
国
の
考
え
が
あ
る
。ま
た
、「
20
世
紀
は

地
上
で
や
ら
れ
っ
放
し
だ
っ
た
が
、21
世
紀
は
宇
宙

空
間
を
支
配
す
る
側
に
な
って
や
る
」と
い
う
中
国

の
決
意
も
あ
る
。

　
と
も
あ
れ
、衛
星
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
わ
れ
わ
れ

の
生
活
が
便
利
に
な
る
の
は
歓
迎
だ
が
、ス
タ
ー

ウ
ォ
ー
ズ
の
よ
う
な
も
の
は
起
こ
ら
な
い
こ
と
を

願
う
。

る
国
有
企
業
群
だ
っ
た
。そ
も
そ
も
中
国
で
は
、宇

宙
開
発
の
担
い
手
も
人
民
解
放
軍
で
あ
り
、日
本

の
J
A
X
A（
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
）の
よ

う
な
非
軍
事
団
体
で
は
な
い
。

　「
北
斗
一
号
」計
画
が
始
動
し
た
の
は
、湾
岸
戦

争
後
の
９４
年
の
こ
と
で
、２
０
０
０
年
10
月
に
１
基

目
が
、同
年
12
月
に
２
基
目
を
発
射
し
た
。04
年

か
ら
は「
北
斗
二
号
」を
始
動
さ
せ
、以
後
14
基
の

衛
星
を
発
射
し
た
。内
訳
は
、４
基
が
Ｍ
Ｅ
Ｏ
衛

星
、５
基
が
Ｉ
Ｇ
Ｓ
Ｏ
衛
星
、５
基
が
Ｇ
Ｅ
Ｏ
衛
星

だ
。09
年
か
ら
は
、「
北
斗
三
号
」を
始
動
さ
せ
、今

回
の
発
射
で
、全
体
の
シ
ス
テ
ム
を
完
成
さ
せ
た
と

い
う
わ
け
だ
。

　
こ
の
ニュ
ー
ス
を
伝
え
た
北
京
を
代
表
す
る
新

聞『
新
京
報
』の
社
説（
６
月
24
日
付
）の
タ
イ
ト

ル
は
、「
北
斗
の
シ
ス
テ
ム
が
成
功
、中
国
は
ま
た
一

つ
の
分
野
で
、人
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
受
け
な
く
て

よ
く
な
っ
た
」。何
と
も
意
味
深
な
タ
イ
ト
ル
で
、

「
人
」と
い
う
の
は
、も
ち
ろ
ん
ア
メ
リ
カ
の
こ
と

だ
。や
は
り「
北
斗
」は
、最
初
か
ら
最
後
ま
で
、ア

メ
リ
カ
を
強
く
意
識
し
た
衛
星
シ
ス
テ
ム
だ
っ
た

こ
と
が
分
か
る
。

最
大
の
目
的
は
軍
事
利
用

　
そ
れ
で
は
中
国
は
、こ
の
北
斗
シ
ス
テ
ム
を
駆
使

し
て
、今
後
何
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。『
新

京
報
』で
は
、次
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
。

　
中
国
は
北
斗
シ
ス
テ
ム
を
、軍
事
上
だ
け
で
な

く
、民
用
と
し
て
も
独
立
し
て
使
用
で
き
る
。例

え
ば
通
信
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、金
融
な
ど
の
業
界

は
、い
ず
れ
も
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
衛
星
に
よ
る
正
確

な
位
置
付
け
の
効
能
を
授
か
る
。

　
北
斗
シ
ス
テ
ム
は
単
な
る
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
で
は

な
く
、ス
マ
ホ
を
使
っ
て
の
物
の
位
置
の
特
定
、電

子
地
図
、さ
ら
に
広
範
な
Ａ
Ｉ（
人
工
知
能
）産
業

と
時
空
の
情
報
に
も
関
係
し
て
く
る
。北
斗
＋
５

G（
第
５
世
代
移
動
通
信
シ
ス
テ
ム
）、北
斗
＋
ブ

ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
な
ど
、多
く
の
情
報
技
術
手
段
が

生
ま
れ
る
。前
代
未
聞
の
新
型
の
生
産
、活
動
、生

活
ス
タ
イ
ル
、経
済
モ
デ
ル
が
産
出
さ
れ
、社
会
に

さ
ら
な
る
幸
福
を
も
た
ら
す
の
だ
。

　
北
斗
シ
ス
テ
ム
は
農
業
に
も
応
用
さ
れ
る
。人

手
を
削
減
し
、正
確
な
計
算
に
よ
る
種
蒔
き
、肥

料
混
合
、収
穫
な
ど
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。既
に

北
斗
二
号
の
段
階
で
、農
業
器
具
の
石
油
消
費
量

10
％
減
と
、農
業
生
産
高
5
％
増
を
達
成
し
て
い

る
。

　おそらく、習近平政権としては、７月１日の中国共産党創建99周
年までに、何らかの「国家的成功」が、どうしても欲しかったのだろう。
　「５、４、３、２、１、点火！」
　６月23日午前９時43分、中国の衛星ナビゲーション・システム
「北斗三号」の最後となる30基目の衛星が、四川省の西昌
（Xichang）衛星発射センターから打ち上げられた。予定では今年
の年末までに発射することになっていたので、半年早く前倒しして
任務を成し遂げたことになる。
（JBpress）

2020年６月25日掲載

脱
米
国
の
衛
星
通
信
シ
ス
テ
ム
、

「
世
界
の
半
数
以
上
の
国
が
使
用
す
る
」

　
北
斗
三
号
の
う
ち
、24
基
が
高
度
２
万
㎞
の
Ｍ

Ｅ
Ｏ
衛
星（
地
球
中
円
軌
道
衛
星
）。３
基
が
高

度
３
万
6
0
0
0
㎞
の
Ｉ
Ｇ
Ｓ
Ｏ
衛
星（
傾
斜
地

球
同
歩
軌
道
衛
星
）。残
り
３
基
も
高
度
３
万
６

０
０
０
㎞
の
Ｇ
Ｅ
Ｏ
衛
星（
地
球
静
止
軌
道
衛

星
）で
あ
る
。

　
世
界
に
は
現
在
、４
つ
の
衛
星
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョン・

シ
ス
テ
ム
が
あ
る
。ア
メ
リ
カ
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
、E
U
の

Galileo

、ロ
シ
ア
の
G
L
O
N
A
S
S
、そ
し
て
中

国
の
北
斗（
Ｂ
Ｄ
Ｓ
）だ
。中
国
の
官
製
メ
デ
ィ
ア

は
、こ
の
４
つ
の
シ
ス
テ
ム
を
比
較
し
な
が
ら
、「
北

斗
こ
そ
は
最
も
先
端
的
な
シ
ス
テ
ム
」「
北
斗
シ
ス

テ
ム
は
１
０
０
％
、中
国
の
国
産
品
を
使
っ
た
シ
ス

テ
ム
」「
世
界
の
半
数
以
上
の
国
々
が
使
用
す
る
こ

と
に
な
る
」な
ど
と
喧
伝
し
て
い
た
。

　
例
え
ば
、10㎝
の
大
き
さ
ま
で
識
別
で
き
る
の
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おいしさ広がる！

 サッポロ樽生
乾杯をもっとおいしくSole distributor in Thailand SCS Trading Co., Ltd.

02-530-2648 / infoscsbkk@gmail.com

ペチャブリ駅

トンロー駅

エカマイ駅

スクムビット駅

プロンポン駅

アソーク駅

クイーンシリキット駅

スクンビットエリア

การดื่มสุราแลวขับขี่รถ
จะเปนอันตรายและผิดกฎหมาย

★ サッポロ樽生 ★
取扱店舗 

Charm Korean
Steak House
Charm Korean
Steak House

博多うま馬 アソーク店博多うま馬 アソーク店

おばんざい喜多郎おばんざい喜多郎

ちょっと静かな
SHAKARIKI 432″
ちょっと静かな
SHAKARIKI 432″

花かるたスクンビット39店 花かるたスクンビット39店 

舞月  舞月  

肉亭あらた 肉亭あらた 

Shinsen Fish Market Shinsen Fish Market 

北海道炉端原始焼（1号店）北海道炉端原始焼（1号店）

生そば あずま スクンビット33店生そば あずま スクンビット33店

銀座 しゃぶ天銀座 しゃぶ天

Banjoo BBQBanjoo BBQ

地鶏料理けん地鶏料理けん

KaneHisaKaneHisa
喜多郎寿し スクンビット店喜多郎寿し スクンビット店

北海道レストラン 原始焼（2号店）北海道レストラン 原始焼（2号店）

人情酒場 なぎ虎 人情酒場 なぎ虎 

日本再生酒場日本再生酒場
喜多郎寿し 日本街店喜多郎寿し 日本街店

Shinsaku by Chong Jaroen Rama 4  Shinsaku by Chong Jaroen Rama 4  ↓↓

あぶり 石田あぶり 石田

うな吉うな吉

ト
ン
ロ
ー
通
り エ

カ
マ
イ
通
り

ソ
イ
39

ソ
イ
49

ソ
イ
26

ソ
イ
2０

居酒屋 兄貴居酒屋 兄貴

暖りゅう屋暖りゅう屋

北海道レストラン
原始焼釡飯（3号店）
北海道レストラン
原始焼釡飯（3号店）

日本料理 葉隠日本料理 葉隠濱岡濱岡

一味膳一味膳
Sunder BeefSunder Beef

喜多郎寿し トンロー店喜多郎寿し トンロー店

YOSHIBARYOSHIBAR

Abiy's NineAbiy's Nine

かき小屋 勝浦水産かき小屋 勝浦水産
Honoho
Izakaya 
Honoho
Izakaya 

TEPPAN by uomuraTEPPAN by uomura

割烹 ひょうたん割烹 ひょうたん
Kenji’s LabKenji’s Lab

そば切り 五の字そば切り 五の字

しゃかリッチしゃかリッチ

Beer BellyBeer Belly

SAKE FORESTレインヒル店

★ サイアム～ナナ
 ・The Okura Prestige Bangkok
 ・山里
 ・寿司森 ゲイソンタワー店
 ・Abelle Café
 ・飛躍 The Groove 店 
 ・ゆう奈 別館

★ アーリー
 ・Sousaku Ari 店
 ・Sasori Izakaya
 ・ハナゼン
 ・Salt
 ・令和

★ サトーン～シーロム
 ・生そば あずま タニヤ店
 ・北海道原始焼 シーロム (4 号店 )
 ・北海道居酒屋 すすきの
 ・炭火焼肉 432
 ・喜多郎寿し シーロム店
 ・Seiryu Sushi サラデーン店
 ・Abelle Bar and Bistro
 ・寿司森 サトーンスクエア店
 ・Koken Sushi & Dining Bar
 ・Wander

★ その他バンコク都内
 ・飛躍 エスプラナード店
 ・Jingi
 ・Buruma Cafe-Bistro
 ・Going Home
 ・かかってこい屋 
 ・Rin Bar
 ・Jizo Izakaya
 ・ふくみみ焼き鳥
 ・Oji Izakaya
 ・しゃかりき432”
　　The Circle Ratchapruk 店
 ・Sousaku The Circle 
       Ratchapruk 店
 ・Hachi Kyu バンケー店
 ・Hachi Kyu チャロエンナコン店
 ・Rei

★ バンコク近郊
 ・日本亭 アマタナコン店
 ・花のれん
 ・神戸 牛乃匠 シラチャ店
 ・SEA SALT

黒牛の里黒牛の里

大の樹 大の樹 

日本酒や焼酎、リキュールなど、30蔵を超える日本のお酒
の専門ショップです。日本語対応可能なスタッフが、皆様
のご来店をお待ちしております。

SAKE FOREST
和酒専門店

Rain Hill 2F（スクンビット ソイ47）
02-258-4975
sakeforest@gmail.com

レインヒル店
Charn Issara Tower1  2F
02-234-3161
eshochu@gmail.com

タニヤ店

店舗情報やお知らせは
QRコードからチェック！
www.sakeforest.com/sake-forest/

イメージキャラクター   ぱんちゃん璃奈
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H.I.S. TOURS CO., LTD. ※料金は予告なく変更になる場合があります

690690B～B～
(平日4名様以上参加のお1人様代金）(平日4名様以上参加のお1人様代金）

　　　　　パワースポットの宝庫チャチュンサオで人気のピンクガネー
シャと他２つのガネーシャへご案内！ さらに百年市場など３つから選べる
観光や国鉄乗車など選べるプランをご用意しました！

百年市場など選べる観光＆往復車
または片道国鉄乗車が選べる！
百年市場など選べる観光＆往復車
または片道国鉄乗車が選べる！
百年市場など選べる観光＆往復車
または片道国鉄乗車が選べる！

ピンクガネーシャ含む3つのガネーシャにご案内！

990990B～B～
平日３名様以上参加のお１人様代金平日３名様以上参加のお１人様代金

            屋内にばかりいてストレス限
界!?そんな時こそ家族みんなで潮干狩
りへ♪もちろん手ぶら参加OK。HISが道
具を用意してお待ちしております♪
思い出になる事間違いなし！

干潟に一足踏み込めば開放感MAX！！

Point

Point

家族で! 手ぶらで
!

家族で! 手ぶらで
!

家族で! 手ぶらで
!

潮干狩り！潮干狩り！潮干狩り！潮干狩り！潮干狩り！潮干狩り！

日 帰 り

他にもあります! 気軽なクーポン

ドアtoドアで楽チン♪安心のプライベート送迎！
車内はアルコール清掃を徹底！
ドライバーのマスク着用・手洗い消毒を徹底！

1
2
3

H.I.S.のバスツアーはココが違う！

いっぱい
とれるかな

？いっぱい
とれるかな

？

バスツアーバスツアー よくばり

【バンコク】
      020-220-950
　　tha-corpinquiry@his-world.com

【シラチャー支店】
      038-323-500
　　tha-srico-sales@his-world.com

フォトジェニックな

パワースポット巡り 何
で
も
願
い
が

叶
う
と
有
名
な
お
寺
♪

何
で
も
願
い
が

叶
う
と
有
名
な
お
寺
♪

8月15～31、
9月1～3・16～18出発日

お電話またはメールにてお問合せください！

8月・9月の毎日出発日

ゴルフ手配はHISにお任せください!!
バンコク/パタヤ/ホアヒン/カンチャナブリ/プーケット/サムイ島/チェンマイ/チェンライ/ピサヌローク
ナコンラチャシマ/ウドンタニ/ノンカイ/コンケーン/ロッブリー/プラチンブリ/ナコンナヨック

取扱数 価格・手配力に自信あり件以上130タイ国内

年会費
無料
年会費
無料

HIS THAILAND
GOLF CLUB 始めました！
HIS THAILAND
GOLF CLUB 始めました！

LINEで簡単・便利に
料金検索、ゴルフ予約
LINEで簡単・便利に
料金検索、ゴルフ予約

お得なゴルフ情報も随時発信します！

～ローリングヒルズ～
サイアムカントリークラブ

バンコク近郊の人気ゴルフリゾート

タイらしくのんびりプレーでき、ツーリストや初心者から親しみ易いコースとして人
気。グリーンのコンディションや施設もきちんと整備され、気持のよいゴルフ場です。

5,200B5,200B

９月12日、13日催行日

グリーンフィー、キャディー、カート付き

受付
開始！

そんなお客様の声を聞いて・・・

ゴルフがしたい！
でもメンバーが・・・

新しいゴルフ場で
プレーしたい！

いつもと違う新しい
ゴルフ仲間を増やしたい！！

グリーンフィー、
キャディー付き 2,200B～2,200B～

タナシティ カントリークラブ

※3名催行
※催行未定

アイリスオーヤマ製
マスク・電化製品も
好評販売中！


